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第3章60費 目分割による消費者選好場の

      測定 と結果の分析 来)

牧 厚 志



1 理 論 模 型 と デ ー タ

1.1節 理 論 模 型

 選 好 関数 をuとto g,各 財 の 購 入 量 お よ び 価 格 を そ れ ぞ れqi, Pi,そ し て

qi≧0, pi>0(i-1,2,…,n)と し,所 得 をyと す れ ば,選 好 関 数 と収

支 均 等 式 は 次 の よ うに 書 き表 わ き れ る。

   (1・1) u一==・(q1・q,∫ …q。)

            

   (1・2)y =一 i三 、Pi qi

(1・・2)式 の制 約の 下 で(1.1)式 の効 用 指標 を極 大 化 す るた め の 必要 条 件

(均 衡 条 件)と して限 界 効 用均 等 式 が導 か れ る。

        ∂u   ∂u       ∂u

   (1・3) ∂q・_∂q・____∂q・_X

        PI   P2        Pn

λは所 得 の 限界 効 用 ない しは貨 幣 の限 界 効 用 と よばれ る。 さ らに極 大 化 の た

め の十 分 条 件(安 定 条 件)と して縁 付 きヘ ッセ行 列 が負 値定 符号 行 列 で あ る

こ とが要 請 され るo

 こ こで(1.1)式 の選 好 関数 を,検 証 可 能 な命 題 とな る よ うに,具 体 的 に特

定 化 す る。 特 定 化 に あた っ ては 過 去 に お い て経 験 的 妥 当 性 を持 って い る ベル

ヌー イ ・ラブ ラス型 を採 用 す る。 そ して理 論 仮 説 と しては,同 様 に,経 験的

妥 当性 を持 って い る習 慣 仮 説 を採 用 す る。注1)ベ ル ヌ_イ.ラ プ ラス型 選好

関数 は次 の よ うに定 式化 され る。

注1) ベ ル ヌーイ ・ラプラス型選好関数 の経験的妥当性 にっいてはy辻 村 ・黒田 〔30〕,牧

   〔17〕参照。 そ して習慣仮説の経験的妥 当性 については,辻 村(27〕,Tsujimura.

   Sato〔28〕 を参照⑨
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            j=1

限 界 効 用 は 次 の よ うに なる。

          au ai(1.5) _ ,
         agi              ai十qi

従 って限界効用均等式は

(・.4)u=呈ai 1。b(ai+qi)注2)

(i==1,2,… ,n)

    (1.6)P1(箒q、)P2(島q、)一 …An(器q。)一 λ

と な る。

選 好 関数(1.4)が 意 味 を もっ た め には,真 数 が 正であること,つ ま りai十qi>0

が要 請 さ れ,ま た 限界効 用 が 正 で あ る こ と も理 論 的 な要 請 とな るが、 そ れ ら

の条 件 は 次 の よ うに書 き表 わ さ れ る。

(1.?)似
〉 。(i一_,。)

(1.5)式 を 偏 微 分 す れ ば,(1.8)式 が 得 ら れ る 。

         ∂(∂・)  α』

(1.s)

そ こで縁 付 きヘ ッセ行 列 を考 え て み る と,

」配 」 並Lαi<。
        ∂9j  (・i+qi)2 ∂qi

∂(aua

qi)∂(。 幹qi)

            一 〇  (1・ 」)
 ∂qj   ∂qj

             次 の(1.9)式 の よ うに な る。

注2) ベル ヌ ーイ ・ラプラス型選好関数 として従来は,

きた(辻 村 〔29〕・辻村 ●黜 〔30〕)・しか しこの形式 では限界効用がaq
i ai+qi

一 幽(・ 五+qi)αi-

        8u aiu

となり,分 子 にuが 含 まれ た形 になる。 消費者行 動の認識は限界効用均等式 で行わ

れ るか ら,従 来 の形式 と(1.4)式 との間 に本質的 な相違 はない。 しか し,後 述の

縁 付 きヘ ッセ行列 による安 定条件 や限界効用 曲線の上下のシフ トを考え る時 の操作

可能性 に関 しては,直 接(1..4)式 か ら出発する方が便利 である。また,後 述の

噺 型選好関数」を提示するときには,(1・4)式 が念頭 になければ導出が 困難で ある。
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           O PI  P2 ... Pn

           P广 話 ≒1)2・ ・ …o.
   (1.9) H=
                     a2

           P・ 0 『(。、+q、)・. :

                             an           
Pn      O           O      …  一                           Ca

n-1-gn)2

こ こで(1.9)式 の マ ト リク スHo)性 質 を調 べ て 今 る。 Hを 次 の よ うに分 割 し

て み よ う。

           Oi PI      Pn

                α1

   (1.9)・H-Pl一(・ 、+q、)・... 0

           '      0    ●・・.   α
                              

           Pn       }(・。+qn)・

   そこでH・ ・=[認]と すれば

   (1.1。)旧1一 一 IDI・IA 一 BD'1 Cl(た だ しIDI NO)注3)

こ こでA・・=〔0〕,B一 〔pl…pn〕, G==〔p1…pn〕', Dは2次 微 係数 のn次

正 方行 列 で あ る。

そ こで(1.10)式 のIDlお よびlA 一BD'i Ciを そ れ ぞ れ 計算 して み る と,

                蓋 αi   (1。11) IDI=(一1)n                i一・(・i+qi)2
,

   (1.12)IA-BD一 ・Cl 。一 呈 差1
                 コ     

                  (ai十qi)2

注3) Dhrymes〔1〕, p.570参 照 。
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と な り,従 って 鬩 は 次 の よ うにな るo

   (1・・3)IHI ・一(一1)・i些(。i爭li)・ ・,9、 P i2(a窰qi)2

ま た αi>0・(・i+qi)2>0・pi2>0(i-1 ,2,…,。)よ り,(1.13)

式 の 旧1はnが 偶 数 か 奇 数 か に よって 符 号 が変 化 す る。 従 って(1.9)式 の

縁 付 きヘ ッセ行 列 は 負値 定 符 号 行 列 に な り,選 好 場 の存 在 す る領域,つ ま り

qi>一 、ai(1-1,2,…, n)で は つね に安定 条件 を満 足 す る。

 また(1。5)式 か らわ か る よ うに限 界効 用 曲線 は,漸 近 線 がqi軸 とqi-ai

で ある直 角 双 曲線 に なる。 そ して一'・・、aiが 後述 す る最 低 必 要 臨 界 量 の 概念 と結

び つ く。注4)そ して ま た一、a iの 値 は,消 費 需要 分析va toけ る価 格 弾 力 性,所

得 弾 力 性,交 差 弾 力性 の概 念 と も密 接 な関 係 を持 って い る こ とが,こ れ か ら

の展 開 で明 らか に な る。

 さ らに今 まで述 べ て きた切 片aiは3つ の 項,つ ま り定 数 項,世 帯 人 員項,

習慣 形 成 項 に分 離 さ れ る8注5)

   (・.・4)・i =:・。i+bim+・,Hl

ただ しmは 世 徹 員数 で あ り,H}曙 慣形 成 項 で, Hト ・,Hト ～1 ql
                                こむ

と特定化 して ある。 世帯人員の増加は限界効用曲線を上 に押 し上げ,あ るい

は同様の こ とになるが,最 低必要臨界量 を増加 させ,さ らに習慣形 成効果 に

よって も限界効 用曲線 は上 方に押 し上 げ られ る と考 え られる。 従 って,

一 ∂(aU)agi  __∂m  (
・。1+bim+・iHi+gi)2〉 ・

(1.16)

aua(
agl)

 aH

αiCi

(aoi十bim十ciHi十qi)2

>o

注4) 辻 村 〔31〕,6章 を参照。

注5) 辻 村 〔29〕,第15章 参 照。
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こ こで(1.15)式 診 よび(1.16)式 に 澄 い て分母 澄 よびαiは 正 で あ るか ら,

bi〈oとCi〈oが 一要請 され る。

 次 に選 好 関数 と消費 需 要 関数 の 関係 を調 べ てみ よ う。 ベ ル ヌ ー イ ・ラ プ ラ

ス型 選 好 関数 の 限界 効 用 均等 式(1.6)と 収 支 均 等式(1.2)を 連 立 させ て,消

費需 要 関数 を導 出 す る と,R.ス トーンの線型 支 出体 系(:Linear Expenditure

Sy、t。m)と1覗 に な る。注6)

 しか し,ス トーンの 消費需 要 関 数 系 とわれわれの 消費 需要 関数 系 で は,自 律度

(degree of autonomv),推 定 法,理 論仮 説 にお い て 相違 点 が あ る。R.プ リ

ッシュの語 法 を 用 いれ ぽわれわれの 消 費需要 関 数 系の方が ス ト「ンの 消費 需 要 関

数 系 よ り 自律 度 が 高 い。注7)自 律 度 が 高 い モ デ ルの 方 が 構造 変 化 が 起 った場

合 にそ の原 因 がつ か ま えや す い こ どに な り,モ デ ル の認 識 と して は す ぐれ て

いる。 推定 法 につ いて もわれわれのモデ ルでは限 界 効 用均 等 式 の段 階で推定を行

う構造 推 定 法 を どって い る が,ス トー ンの場 合 に は消 費 需要 関数 系 を推 定 し

てい る。 つま りわれわれのモデル との対 応 で考 えれば 誘導 形 推定 を行 って吟 る こ

とになる・そ して上述 の2つ の要因が理論仮説Q鵡 に も大 恕 影響 して
.喚

る・ つま り・ ス ト『 ンの場合は本質的には選好場不変 の仮 説の下 に理論樽成

を行 ってい る が ・ ど うし て も説 明 不 能 に なる部 分 が でて きて しま い・ そ こで

シ フ ト要 素 を考 慮 して い る。 しか しそ の シ フ ト要 素 を タ イ ム ・ トレ ン ドで処

理 して しま っ てい るた め に,消 費 の基 礎 理 論 に ま で さか 上 って考 え てみ る と,

タ イム ・ トレ ン ドに よる処 理 の仕 方 が は た して 内生 的 な選 好場 の シ フ トを考

え て い る のか,外 生 的 な要 因 に よる シフ トを考 え てい るの か が この モ デ ルだ

け で は 明確 で は な くな ってい る。注8)そ して この こ とは,モ デ ル の 自律 度 と

も大 き く関係 して くる点 で あ る。

注6)

注7)

注8)

Stone〔24〕, Stone・Brown〔25〕, Klein・Rubin〔13〕, Geary〔7〕 な

どを 参 照 。

Haavelmo〔8〕chapter2,小 尾 〔21〕 第6,7章 参 照 。

Smithies〔23〕, Duesenberry〔2〕chapter 4お よ び

Tsujimura・Sato〔28〕 参 照 。

一111=



 つ ぎに線型支 出体系の消費需要関数か ら導 かれ る各弾力性 の性質 と,選 好

関数 の 漸近 線 一alの 符 号 の 関係 を吟 味 してみ よ う。 簡 単 化 の ため に2財 の

場 合 を 設定 して み るが,n財 に拡 張 して も本質 的 な ちがい は ない。

   (1.17)   U=α110g(al十ql)十 α210g(a2十q2)

(1.17)式 が 選 好 関数 で あ り,限 界 効 用 均 等 式 澄 よび収 支 均 等 式 は 次 の よ う

に な るo

   (1.18){試 、∵ 歳)
従 ってQ1財 診 よびQ2財 の消費需要関数 は・

一){ll熏::a2.a1+a2 a2
al+az:1::熏:1

と な る 。

(1.19)式 を使 ってQ1財 に関す る価格 弾力性,交 差弾力性,所 得弾力性 を

計算 すれば,次 の よ うになる。

                       Eq 1 は じめに価格弾力性 を考 えてみ よ う
。価 格弾力性                          は,

                       Epl

   (⑳ 鵲 辮 濡(熏li};畿al防 ・
とな る。L・ま(1.20)式 の逆 数 で ある 価格 伸縮 性 を とれば ・

   (1・21)レ 融 一 一1+a2aiPial(y-1-a2p、)

分 母(y十a2 P2)の 符 号 を 調 べ て み る と・P2a2十P2q2>0よ りa2P2>一p292

と な り,こ の 両 迦 にyを 加 え る と,

   (1.22)y+・ 、P、>Y-P2 q2-Plq1>0

従 って 分 母 は正 とな る。 ま た分 子 の α2P1>0よ り,価 格 伸 縮 性 はa1の 符 号 の

               一112一一



正 負 に依 存 して非伸 縮 的 か伸 縮 的 かが決 定 さ れ る。.も しalが 負 で あれ ば価 格

伸 縮 的 で あ り・価 格 非 弾 力的 に な る。 そ してa1が 負 で あ る こ とは ・ 限界 効 用

曲線 の漸 近 線 が 一a1で 示 さ れ る こ とか ら,原 点 の右 側 に漸近 線 が位 置 す る

こ と に なる。 この こ とは最 低 必 要 臨 界 量 が正 で あ る こ とを意 味 す るか ら,ど

ん なにQ1財 の 価 格 が 上昇 しよ うと も・ 最 低 必要 臨 界 量 を確 保 す るた め に

Ql財 へ支 出 しなけ れ ば な らな い こ とを示 唆 してい る。つ ま りあ る財 に関 して

生 活 必 需 度 が 高 い こ とと価格 弾 力性 が 非 弾 力 的 で あ る こ と は 密 接 不 可 分 な

関係 に な って い る。 同 様 の推 論 に よ ってa1が 正 で あれ ば,価 格 弾 力 性 は弾 力

的 に な る。(図1)に は相 互 の 関 係が 示 され て い る。

幻
1

＼

Q

1

1

-

-

1

ー

ー

-

i

l

-

-

1

図1 限界効用曲線の漸近線の位置と価格弾力性の関係

    au    ぜP

m.u.曲 線

aql

m.u.曲 線

Q(11

  。(1)〉・     O

   o

  最低必要臨界量一〇

  (消費のメニューから消えるため)

   ¢

  価格弾力性は弾力的

   o

  必需度は低い

   o

ぜ1):非 必需品

  a'(i)i〈・

   ⑪

  駈 必鸚 界量一一・(il1

   ¢

  価格弾力性は非弾力的

   o

  必需度は高い

   ¢

ぜ}):嬬 品

ql

次 にQ1財 に 関す るP2の 交 差 弾 力 性 を調 べ て み よ う。 交 差 弾 力性 は 次 の よ

うに なる。 噛
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   (1.23)鵲 一1詩 一α気 譜

交差弾力性の正負 の符号は(1.23)式 からわかるよ うに、a2の 符号 によって決定され る。

仮 にa2が 負 の時 ・つ ま りQ2財 の 限 界効 用 の漸 近 線 が 原 点 よ り右 に あ る場 合に

は ・Q2財 の価 格P2が1%上 昇 す れ ば・Q1財 の購 入 量 は 減 少 す る。 つ ま り 「他

の 事 情 に して一 定(ceteris paribus)」 の時 に, 米 や 野 菜 な どの よ うな必

需 度 の高 い 商 品(今 の場 合 はQ2財)の 価 格 が上 昇 す れ ば,他 の財(今 の場 合

はQl財)の 消 費量q1は 減 少 す る。 また逆1(Ca2が 正 の場 合 ・ つ ま りQ2財 の限 界

効 用 曲線 の 漸 近線 の位 置 が 原 点 よ り左 に あ れ ば・Q2財 の 価格P2が1%上 昇 す

れ ば ・Q1財 の 購入 量 は増 加 す る。 以 上 の結 果 を図 示す れ ば,次 の2つ の 図 に

ま とめ られ る。(図2)はa2〈0の 場 合 で,(図3)はa2>0の 場 合 で あ る。

両 方 の場 合 と も価 格

               図2  交差 弾力性の符 号 と漸近線
P2が1%上 昇 す る こ                   の位置a

2<0の 場 合

とに よって,均 衡 点  q2

はA点 か らB点 に移

動 す る。 そ の時 にQ2

財 の 消 費量q2は(図

2)に 澄 い て も(図

3)に 澄 いて も,と

もに減 少 して い る。

これ はQ2財 の価 格 弾

力 性Eg2の 符号 が 負  E
pa

で あ る こ とを示 して

い る。 しか しQl財 の

一a2

        A

    B

一一一 『一一 十 一 一 一一

    i

q2の 漸近線

価格Pzの1%上 昇

            ・  iq1一一一ql     q1

                消費量q1の 減少

消費 量q1に つ い て は(図2)と(図3)で は変 化 の 方 向 が逆 に な ってい る。

(図2)のa2〈0の 場 合 で はql々 ミ減少 し・(図3)のa2>0の 場 合 ではq1

は 増 加 して い る。 そ して 両 者 の 相違 は ・Q2財 の 限界 効 用 曲線 の漸 近 線 の位
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置一a2に 依 存 して い

る。 しか しQl財 の 限 q2

界 効 用 曲線 の 漸近 線

の位 置一a1の 値 とは

交 差 弾 力 性 里坐 に 関     E
pa

す る か ぎ り,何 の 影

響 もない こ とが わ か

          0る
o

 次 に所 得 弾 力性 を

調べ てみ よ うo所 得

         一a2

弾 力性 は 次 の よ うに

な るo

   (1.24)Eq1=
        Ey

A

図3  交差弾力性の符号と漸近線

   の位置a2>0の 場合

⑧
ト

ー
ー
-

q

価格Psの1%上 昇

ql

消費量q、 の増加

agi Y   al   Y

∂yP、 α・+α2P、q1

q2の 漸近線

ql

              =1+α ・.al Eq1
                 α1十α2 ql  Ep2

所 得 弾 力 性 は,価 格 弾 力 性 と交 差 弾 力性 の和 に負 の符 号 をつ け た もの に等 し

い注9)が,(1.24)式 のよ うに も書け る。 か りに(1.24)式 の右 辺 の第3項 の交

差 弾 力 性 の 値 を ・ と醐 ぱ,注10)Q1財 の限 界 効 用 曲線 の 漸近r、 、の正 鯨

よ って所 得 弾 力 性 が弾 力的 で あ るか非 弾 力 的 で あ るか が決 定 さ れ る。 つ ま り

a1が 負 で あ る時 ・ 言 い換 えれ ばQ1財 の価 格 弾 力 性 が 非弾 力的 な場 合 には,所

得 弾 力 性 も非 弾 力 的 に な る。 逆 にalが 正 で あれ ば ・ 所得 弾 力性 も弾力 的 で あ

る。 交差 弾 力性 の値 が 各 々非 常 に小 さ い場 合 には,大 雑把 に所 得 弾 力性 につ

い ては 上述 の よ うな見 当 が つ く。 しか し,所 得 弾 力性 に関 して は実 際 にそ の

注9) Wold。tureen〔35〕, chapter 6参 照 。

注10) 5大 費 目 の場 合 の 交 差 弾 力 性 の 値 は0に ちか か った,牧 〔17〕, P,37参 照 。
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値 を計算 して 参 なけ れ ば 結 論 は だせ ず,限 界 効 用 曲線 の 漸近 線 の位 置 だけ で

弾 力 的 で あ るか 否 かは 判定 で きない 。

 次に今 までKeio EconomicObservatoryで テス トされ てきた選好関数の特定化,

つ ま りアレン・ボー レイ型,ゴ ッセン型 な どの2次 形式選好関数 とドルヌーイ・ラプラス

型選 好 関数 注11)に ついて両 者 の経 済理 論 的 イソプ リケ_シ ョゾ ゐ 相違 点 を考 え

て,新 たな選好 関数 を 特 定 化 して み よ う。2次 形 式 選 好 関数 の 特 徴 と して 各 費

目は 飽 和点(satiation point)を 持 ち,購 入 量qlの 有 効領 域 は0卜qi=丶 飽

和点 とな る。 ま た ベ ル ヌ ー イ ・ ラプ ラス型 選 好 関 数 の特 徴 と して各 費 目の 飽

和 点 は 存 在 せず,別 に必 需 の概 念 が特 定 化 の 中 に入 っ て くる。

、われわれは,過 去 において も,分 析す るデータを 『家計調査 』やr国 民所得統計』か

ら求 め て きた。 そ して家 計調 査 の ク ロス ・セ クシ ョン ・デー タで横 軸に所 得 を と

り縦 軸 に飲 食 費 の支 出額 を とる と,ロ ジス テ ィ ック型 の 消 費 一所 得 線 が観 察

され た。注12)っ ま り横 断 面資 料 の 最 低階 層 では 飲 食 費 に つ い て最 低 必 髪 量 に

近 い 水 準 に あ るの で は ない だ ろ うか と思 われ る。 そ うで あれ ば,必 需的 な費

目の 場 合 の 有 効領 域 の最 小 点 は0で は な く,止 の 値 では ない だ ろ うか とい う

こと にな る。 しか しア レ ン ・r レイ型 や ゴ ッセ ン型 で は必 ず 有効 領 域 は0

か ら始 ま る。 そ して2次 形式 の 選 好理 論図 式 の 中 では 「最低 生 存 費 」とい う

概 念 は理 論 に登場 せ ず,逆 に 「飽 和 量 」 とい う概 念 が 登場 して くる。

 しか し,わ れわれは 費 目を細 分化 し個 々の 品 目に までお りて考 え ると,ど うし

て も生 活最 低 必要 量 が あ る と考 え る方 が適 当 で あ る と い う内 省 が強 ま って く

るo

 そ こで 厂限 界 革 命」 以 後 の限 界効 用 論 者 達 メ ンガー,ジ ェボ ン入,ワ ル ラ

注11)

注12)

注13)

具 体 的 な特 定 化 に つ い て は,辻 村C29〕,13章 参 照㌔

辻 村 〔26〕,辻 村 〔27〕,第3章 参 照 。

Menger〔19〕, chapter皿,ジ ェ ヴ ォ ン ス 〔11〕,第3章, Walras X34〕,

lesson 8, Edgeworth〔3〕, Fisher〔4〕, chapter I, IITrisch〔5〕,〔6〕,

Pareto〔22〕, chapter】V,を 参 照 。
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入,エ ヅジ ワー 入,フ ィ ヅシ ャー,ブ リ ッ シ ュ,パ レー ト等 が概 念 と しえ

                                注13)「最 低 必 要 臨界 量 」に
ついて どの よ うな見 解 を持 ってい たか を調 べ て み た。

 効 用指 標 の 単調増 加 変換 の 可能性 に よ り,選 好理 論 に澄 け る代 替,補 完,

独 立 の概 念 は 限界 効 用 の ター ム で は一 義 的 に定 義 で きな い こ とが ヒ ック ス以

来知 られ て い る。 しか し,必ifiiと 飽和 の概 念 は,単 調 増 加変換 の 可能 性 を考

慮 に入 れ て も,選 好 関数 の特 定 化 を 明示 的 に行 うこと に よって,区 別 す る こ

とが で き る。,そ こで具 体 的 な関数 形 を陽 表 的 にフjミして い ない場 合 もあ るが ・

図 表 や文 章 か ら推 測 す る こ とに よ って だ れ が必 需 量 を意識 し,飽 和 量 を意 識

してい るか を 大 よそ 分 一類す る こ とが で き よ う。 一上述 の限 界効 用論 者達 は,功

利 主 義的 効 用論 者 や 基数 的効 用論 者 も含 ま れ,厳 密 に分 類 す る こ とは む つ か

しいが,必 需 と飽 和 の 両概 念 につ い て どの よ うな意 識 を もって い た かは 判 断

で きる。

 消 費 に 診け る必itiiと飽和 の概 念 は,生 き死 に の 問題 と消 費の 限 界 苦痛 とい

った こ とば に翻 訳 され て 考 え られて い た。

 メ ン ガー の場 合 には,任 意 の財 に つ い て,あ る量 までは 生 存維 持(mainte-

nance of life)の た め にあ り,そ れ以 後 は 安 楽 な生 活 を 維 持 す る(mainte-

nance of well-being)た め と し,そ の量 が 増 加 す る に 従 って 限 界 効 用

(degree of satisfaction)が 逓 減 し,最 後 に 飽 和量 で ある 限界 効 用 が0の

点 に到 達 す る と考 え てい る。 そ して メ ン ガーの 場 合 には 生 存維 持 のた め の費

目 と して食 料 費,被 服 費,住 居 費 を あげ て い る。

 ジェ ボ ンス の場 合は,食 物 を例 と した形 で生 命 維 持 に 必 要 な量 の と ころ で

限界 効 用(final degree of utility)が 無 限大 に な る とい う ことを示 して

い る。 ジェ ボ ンス の 記述 は メン ガー の そ れ よ り数 学 的 で あ り,限 界効 用均 等

条 件 が.dUi dugと い う形 で 表 現 さ れ て い る。 さ ら に ジ ェ ボ ン ス の 場 合 に も
      dy   dx

限 界効 用 が0に な り,ま た 負 に もな り うる とい うこ とで,飽 和 の概 念 も含 ま

れ て い るo

 ワル ラス の消 費 者 行 動 理論 は メン ガ ー,ジ ェ ボ ンス の形 とは若 干 異 って い
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る。 メン ガ ー と ジェ ボ ンス の場 合 の効 用理 論 は 新古 典 派の 消費 者 選 好理 論 の

枠 組 に近 い 。 つ ま り,メ ン ガー と ジェ ボ ンス の 場 合 は 源 資(所 得)が 一与え ら

れ た時 の 消費 の 配 分 を問 題 に してい たの で あ る。 しか しワル ラス の場 合 に は

主 体 が2つ あ り,商 品 が2つ あ り,そ の 主 体 は そ れぞ れ 限界 効 用 曲線 を もっ

て 澄 り,2つ の主体 に よ る商 品の 交 換 に よって 限 界効 用 均 等 を導 くとい うも

の で あ る。 従 っ て・ ワル ラス の効 用 極 大 図 式 は,交 換 を 含 め て い る点 で,先

の 二 者 より も理 論 設定 が複 雑 で あ る。 そ して その た めに 限 界効 用(rareteノ)

曲線 の 中 に必 需 とい う概 念 を持 ち込 ん で い ない。 つ ま リ ワル ラス の場 合 は生

命 の 維 持 や,「 食 わ な き ゃ死 ん じま う 」とい った概 念 が 理 論 図 式 の 中 に入 っ

て澄 らず,限 界効 用 曲線 は数 量 が0の と ころか らは じま り,数 量 が ふ え る に

従 って 限 界 効 用 が逓 減 す る とい う図式 に な っ てい る。 おそ ら くワル ラスが 彼

の図 式 の 中に 最 低 必要 臨 界量 の概 念 を付加 した ら,交 渉 上 の地 歩 の 問題 が 前

面にお しだされ て しまい,限 界 効 用 均 等 の 問題 よ りもむ しろ市場 の理 論 に な:って

しま い,収 拾 が つ か な くな った で あ ろ うと思 わ れ る。 従 って ワル ラ ス の図 式

か ら限 界効 用均 等 を導 出 し よ う とす れ ば,理 論 の単 純 化 か ら最 低必 要 臨 界 量

の概 念 を と り除 い た方 が 簡 単 で あ った と思 われ るが,こ れ が後 世 の新 古 典 派

経 済学 に与 え た影 響 を考 え る と,理 論 の単 純 化以 上 の犠 牲 が あ った よ うに も

思われ る。その点を除けば,ワ ルラスの理 論 の 展 開の仕方は数 学的 にみて もととの っ

て お り,ほ ぼ 現 代新 古 典 派 の教 科 書 に お け る数 学 的 援:用,つ ま り均 衡 条 件 と

安 定 条件,の 基 盤 が み られ る。

 エ ッジ ワー ス の場 合 は い わ ゆ る功利 主 義 的 効 用論 者 で あ り,分 析 の 前提 は

ちが うが,「 個 人 が最 低 限 生 活 してい くの に必 要 な量 を 幸福 度 が0と す る 」

とい って,最 低 必要 臨 界 量 の よ うな概 念 を持 って い る。

フ イ ッ シ ャ吻 駘 は 全 効 用 をfA du
o dA・dAと か き・ あ っさ り と臑 嘱

'念を除
い て い る。

 プ リッ シ ュの場 合 は商 品 の 限 界効 用 では な く,貨 幣 の 限 界効 用 を測 定 した

            constant
                 た だ しrは 実 質 所 得 とな って い るQそが ・その特 定 化 は9(r)=          l

ogr- loga
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してaを 最 低 生 存 費(mininum of existence)と 呼 ん で い る。 この よ うに プ

リッシ ュ もわ れ わ れ の ベ ル ヌー イ ・ラプ ラ ス型 とは ち が うが,最 低 必 要 臨界

量 の概 念 を持 っ てい る こ とがわ か る。

 パ レー トの場 合 は幾 分 複雑 で あ る。 本 文 で は 限界 効 用(elementary

ophelimity)が 数 量0で な い場 合 に無 限 大 に 左 る とい う,最 低 必要 臨 界 量

の概 念 を示 して い るが,付 録 で は積 分 領 域 を0か ら と ってい る。 そ のへ ん の

くい ち が い に関 して は幾 分か 混 乱 が あ る よ うに 思わ れ る。

 結 局ア レン ・ボー レー ・ゴ ヅセ ン型 の飽和の概念は,ワ ル ラス,フ ィヅシ ャー等 に

あ り,ベ ル ヌーイ ・ラプ ラス型の必需の概念は,メ ンガー,ジ ェ ヴォンス,エ ッジワ

ース
,ブ リッシュ,パ レー ト等 にあ った。そ してメンガー,ジ ェボンスや パレー トの場合に

は,そ の理論 の背景 としてつねに 「人間の生 き死 に」が念頭にあった ことがわか る。そ し

て生 存 の た め の最 低 必 要 臨界 量 を 限界 効 用 無 限 大 とい う表 現 で表 わ して い る。

前 述 の(図1)蹄 いdl}財 は 必 需 品 で ない か ら, q 1の 有 効領 域 は・≦q、

とな り,駻 財 は必 需 品 で あ るか ら,q1の 有 効領 域 は 一a(i)i≦q、となる.し か

し,ベ ル ヌー イ ●ラプ ラス型 に は ゴ ッセ ン型 には存 在 した飽 和点 は な い。

 そ こ で,ア レ ン'ボ ー レー'ゴ ッセ ン型 の 飽 和点 を持 ち,ベ ル ヌー イ ・・ラ

プ ラス型 の最 低必 要 臨 界量 を も持 った 「新 型 選 好 関数 」を特 定 化 して み よ う。

この 両 者 の 性質 をか ねそ なえ た 関数 形 は 今 迄 の 分析 で は不 必 要 で あ った で あ

ろ うが,費 目が60か ら100費 目,200費 目 とふ えて い って,個 々の商

品 に ま で 澄 りた一 般 均 衡 型 消 費需 要 関数 を求 め る際 に は必 要 とな る選 好 関数

の定 式化 で ある か も しれ ない。

 新 型 選好 関数 は 次の よ うに定 式 化 され る。

            

   (1.25)・ 一 Σ{αil・9(・i+qi)+Pi qi}
          i==1

(1.25)式 の 新型 選 好 関数 を2財 の場 合 に簡 単 化 して考 え て み よ う。 は じめ

に限 界効 用 を求 め てみ る と,
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        舞 一 、al1+qi+β1
   (1.26)

         8uaq2。葺q、+ろ

(1.25>澄 よ び(1.26)を 解 析 的 な 方 法 と,図 示 に よ る 視 覚 的 な 方 法 の 両 面

か ら調 べ て み る そ こ で 具 体 的 な数 値 例 と して,α1-30,a1一 一10,β1一

一〇..5,a2=10, a2=10, t'2-1・ と 齢 い て, pr-p2=1の 下 で(図4)に

2財 の 限 界 効 用 曲 線

                   図4  限 界 効 用 曲 線

と,(図5)に 無 差   Ui/pi
                U1

別 曲線 群 を描 い たo

数値 例 と しては ・Q1

財 を必 需 品 的 性 格,

Q2財 を非 必 需 品 的

性 格 と考 え て い る。

 く1.26)式 と限 界

効 用 均等 条 件 か らi

財 に 関す る漸 近 線 は

嚠 と β%i,で あ る

Zと が わ か り,(図4).

で はQ1財 が91 10

   au規 び 一一
_一 〇.5a

gi

で 漸 近 線 を も ち ・Q2

財 はq2一 一10澄 よび

au

冗 司 噺 近線を
持 って い るo従 って

最 低 必要 臨 界量 はQ1

財 で10・Q2財 でoに な s飽 和点 はQ1財 で30・Q2財 で無 限大 とい う こ と
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になる.ρ 齣 β昂i  図5鯉 選好麟 嘸 差別曲繍

の 値 が1番 大 きい財  q2

につ い ては 飽和 点 が

な く・ そ の 他 の 彫 は ,

必 ず 飽 和 点 を持 つ こ

とに な るo

 またqiの 有効領域

を考 えて み る と,限

界効 用が 正 で なけ れ

ば な らな いか ら,

     au(1
.27)     a

q;

    α1

 ㍉i+qi+βi>0

・i+qi>0・ αi>0

と す れ ば,(1.27),

式 よ り次 の 不 等 式 が

求 ま る 。

   (1.28)αi+βi(・i+qi)>0

ここでβiが負 の時 は

            ai

   (1.29)qiぐ π 一ai

またβ1が年 ρ時 は

   (1.3・)qi>藷 一ai

しか しβiが 正 の時 は・舞 〉 ・… か ら・qlの 不等 式 は ・ ・i+qi>・ と組 合

わ せ る と ・ 共 通 部 分 とLて ・

   (1。31)  qi>一a1
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が求め られ る・ 従 ってqiの 有効域は 両者を まとめて,さ らにqi≧0を 加味す ること

に よって,          αi

        一・1〈qiぐ 万「一・i(βi〈0・a重 く0)

                             α1              αi

   (1.32)0≦qi<『 万r・ ・i(β1<0・0<・i<r雪)

           Qi>一 ・i  (p;>0,・i〈0)

           qi≧0   (βi>0・ ・i>0)

と なる。 また2階 の 偏導 関数 を求 め る と,

        ∂2u    αi

        ∂qi2 (・i+qi)2

   (1.33)

         ∂2U            -0 (i≒j)        
∂qi∂qj

とな り,ベ ル ヌ ー イ'ラ プ ラス型 と同 一 で あ る。 従 って安 定 条 件 は ベル ヌー

イ ・ ラ プ ラス型 と同 じに な るo

 次 に新 型 選好 関 数 の限 界 効 用 均等 式 と収 支 均 等 式 を連 立 させ て,消 費 霧 要

関数 を 導 出 してみ よ う。

        a1讐q1+β1 ala2+q、+β・

   (1・34) Pl = P2

        Plq1十P2q2 == y

Rj-0(i=1,2)の 場 合 は線 型 支 出体 系に もどるのでβi≒0と す る。 そ して

βi≒o条 件 の 下 で・Ql財 の 消 費需 要 関数 を求 め る と・ 次 の よ うな形 に な る・

           AIP1±P2V呵   (1
.35)  pig1=           β

1P1一 β2P2

こ こ で,

   A广(βIP、_p、P、)y+・ 、β、P22一(α1P、+a1βlp、+α 、P、+・ 、β、P、

     一a、 β1Pl)

               一122一



   D1={(α1十 α2)2十 β1 a1(β1a1十Zai-2α2)十 β2a2(,B2a2-tai十2α2

     -4・ 、β、)}P12+(a2β1)22p2+22pi Y+2β 、a、(α 、+β 、al-a、 一 β、a、)

     P、P、+2β1(α 、一a、+β 、a、 一2Q、a、)P、y+2・ 、β、2P、y+2β 、(一 α、

     :1螺 蹼1瀧 爆 贈 離 讐)Pl3
p2q2もplq1と 同 様 な複 雑 な形 の 消 費需 要 関数 に なる。 ベ ル ヌー イ ●ラブ ラ

ス 型 選好 関数 に最 も簡 単 な形 でβiを加 え て,飽 和点 を理論 図式 の 中 に入 れ よ

うとす る と・ 消 費需 要 関 数 は(1.35)式 の よ うに非 常 に複 雑 な形 に な る。 従

っ て,推 定 は 誘導 形 では 無 理 で,必 然 的 に構 造 推 定 に よ らなけ れ ば な らな い

で あろ う。

 こ こで(図5)を み る と,Q2財 に関 して は ベ ル ヌ ー イ ・ラ プ ラス型 の無 差

別 曲線 に似 て知 り,Q1財 に 関 しては ゴ ッセ ン型,つ ま リダ 円の一 部 の よ うな

形 を してい る。Q1財 の 有効 領 域 は10〈q1〈70でq1=70でQ1財 の限界 効

用 は0に なる。 そ して相 対 価格 が1の 場 合 の拡 張 径 路(所 得 一 消 費線)が 表

現 さ れ て い るが,拡 張 径 路 は 直線 では な く,g1-30を 飽 和 水 準 と して漸 近

的 にq1靄30に 近 づ く。

 われわれはベルヌーイ 」ラプラス型選 好 関数 や 新 型選 好 関数 を特 定 化 した 際 に,

「最 低必 要 臨 界 量 」 とい う概 念 を,理 論 化 した必 需 品 とい う概 念 と結 び つ け

た。 そ こ で この理 論 化 が 有効 な もの で あるか 否 か は 観測 資料 に基 い た計 測結

果 に よ って判 定 せ ざる を え ない。 この点 につ いて は後 述 の3章 に 診い て検 討

され るo

1.2節 デ  ー  タ

 デ ー タは総 理 府 統 計 局 の 『家計 調 査 20年 の 品 目別 消 費系 列(昭 和26

年 ～ 昭 和46年)』(総 理 府 統 計 局 昭和49年)を 使 う。 このデ ー タは 人 口

5万 入 以 上 の都 市(昭 和26年 ～ 昭和37年 の 全 都 市 に対 応)を40年 基 準

ベー ス で統 一 した形 を と っ てい る。 観 測 単 位 期 間 は1年 で,デ ー タの値 は 平
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均 月当.り消 費 支 出額 に な っ:てい る。

 こ の デ ー タ を 使 っ て 昏 年,各 費 目の 消 費 支 出 額piqitと,40年 基 準 の イ

ン プ リ シ ッ ト ・デ レ ,フレ ー一 BPitが と れ る。 世 帯 入 員mtは 『家 計 調 査 年 報 』

                    
に よ っ て と 樋 ・ そ して 瀰y璽yt=

i三1Pitqltと し て と らえ られ ・ 貯 蓄

を含 ま ない フ ィ ッシャ ー以 来 の 総 消 費支 出額 と定 義 す る。 分 析 の 推定 期 間 は

昭和33年 か ら昭和46年 ま での14年 間 で,費 目は59費 目に分 割 してい

る。59費 目の 内訳 は 次 の よ うで あ る。

1.

2.

3.

4.

5.鮮

6.貝

7,塩 干 魚

8.肉

9.乳

10..葉  茎

類

穀

ン

他

 

 

 

の

 

雑

そ

 

 

 

か

米

麦

パ

め

魚

類

介

類

卵

類

 (キ ャベツ,はくさい,

  ねぎ,そ の他)

11。 根     菜

 (ば れいしょ,大 根,

  にん じん,玉 ねぎ,

  その他)

12.他 の 野 菜

 (か ぼちゃ, きゅ う

  り,な す,そ の他)

13.乾     物

 (大 豆,干 の り,わ

  かや,か んぴょう,

  その他)

品
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G

の

食

ぼ

そ

 

ま
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工
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豆

沢

 

(

ー

且

15.調

16.菓

17.果

『18
.日

119
.ビ

20.

21.飲

22外

L23
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外
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修
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ト

、
(

器
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29.ラ ジオ ・ア レ ビ

30.電 動 器 具

 (洗 濯機,冷 蔵庫,

  掃除機,そ の他)

31.家     具

 (机,椅 子,タ ンス,

  ストーブ,そ の他)

32.そ の他 の 住 居費

 (ミ シン,家 庭用工

  具,そ の他)

33.電  気  代

34.ガ  ス  代

35.他 の 光 熱 費

 (ま き,灯 油,プ ロ

  パン,そ の他)

36.和     服

37.洋     服

38.シ ャ ツ ・下 着

 (セ ーター ワイγヤツ,

  シャッ,そ の他)

39.く つ 下 ・手 袋

40.生 地 糸 類

 (絹 地,タ オル,毛

  糸,そ の他)



41。 寝.    具

 (布 団,毛 布,そ の

  他)

42.履     物

43.か  さ  類

44.服  飾  品

 (帽 子,ネ ク彳イ,

  ハンド・バック,そ

  の他)

45.他 の 被 服 費

 (ス ポーツ用品,洗 、

  濯代,そ の他)

46.保 健 医 療

47.ち  り  紙

48.洗     剤

49.そ の他の理容衛生

50.交 通 通 信

51.自 動 車 関 連

52.教     育

53.文  房  具

54.印 刷 物

 (新 聞,雑 誌,そ の

  他)

55.聴 視 観 覧 料

 (放 送受信料,映 画

  観覧料,そ の他)

56.他 の教養娯楽 用品

 (ボ ール,カ メラ,

  人形,そ の他)

57.他 の教養 娯楽 費

 (旅 行費,そ の他)

58.タ   バ   コ

59.そ の 他 の 雑 費

 (仕 送金,損 害保険

  料,こ ずかい,そ

  の他)

 この分 類 は,家 計 調 査 の 品 目分 類 の 中分 類 とほ ぼ 対応 して い るが ・3ウ 所

に わ た って品 目分 類 の 小分 類 に 診 りてい る と こ ろが ある。そ こは,ビ ール(19),

ち り紙(47)・ 洗 剤(48)で あ る・ ζれ らの3費 目は過 去 に部 分 均 衡 分 析 の形 で

計 測 した 事例 が 画 り・ 一般 均 衡分 析 に よっ て得 られ た 結 論 と どの よ うな類 似

点 な り相 違点 が あ る か を調 べ るた め で ある。注14)

 外 挿 期 間 は ・ 昭和47年 か ら昭 和49年 ま で で う る・ 外挿 デ ー タに つ い て・

費 目別 の名 目消 費支 出 は 『家 計 調 査年 報 』の 「1世 帯 当 り年 間 の 品 目別 支 出

金 額,購 入 量 於 よび平 均 価 格 」の 人 口5万 人 以 上 の 都 市 ・全 世 帯 ㊧数 字X12

で割 って,月 間 の平 均 に 直 した値 を使 用 す るσ、こ うす る こ とで推定 期 間 で使

用 したT一'タ と・、名 目消費 支 出 に関 しては ・、コ γ シス テ ン%一 が保 た れ る・

世 帯人 員 に つい て も・ 同様 に妃r家 計 調 査年 報 』の値 を使 用す る・ 総 消 費支

出額 は,名 目消費 支 出 を加 え て合 計 す る。 輙 格 に つ い て は若 干 問題 が あ り,,

外 挿期 間 の3年 間 につ い て は ・40年 不 変 価格 の イ ンプ リシ ッ ト ・デ フV一

タが公 表 さ れ てい な い。 従 って2総 理 府 緯 計 局 の 『消費 者 物 価 指数 年 報 』を

注14)牧 〔15〕,続 〔32〕.,〔33〕 を 参 照 。
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使 って価 格 系 列 を推計 した。 外 挿 期 間の3年 間 は,『 消 費 者物 価 指数 年 報 』

では,昭 和45年=100と した指数 で45年 基 準 ウエ イ トに な って い るが ・

わ れわ れが 推 計 した価 格 系列 は ウエイ トの変化 までは 調 整 され てhな い。 従 って

あ くまで第1次 近 似 の外 挿 価 格 系 列 で あ るが,現 時 点 で は この方法 に よる し

か ないo

 次 に推定 期 間 に 澄 け る59費 目の名 目消 費支 出金 額 な らび に実 質 消 費量

(昭 和40年 不変 価 格 表 示 の支 出額)の 傾 向 を ・大 雑 把 に8つ の類 型 に分 け て

分類 して み よ う。 そ れ らの分 類 は(図6)に 示 され る。

 類 型 〔1〕は名 目消費 支 出,実 質 消 費支 出 と も観 測 期 間 に 診い て増加 す る ケ

ース で,一 般 的 な ケース で あ り,27費 目が この範 疇 に入 る。 ま た 〔∬〕は 名

目消費支 出 は上 昇 す るが,実 質 消 費 支 出が 下 に た わん で上 昇 す る費 目で ある。

〔皿〕は観 測期 間 の終 りの時 期,つ ま り昭和40年 のな か ごろ に実質 消 費 支 出 が

頭 うちあ るい は頭 うち して 下 降 す るが,名 目消 費支 出 は上昇 す る ケー ス で あ

る。 〔W〕は名 目消 費 支 出は 上昇 す るが実 質 消 費 支 出 は コ ンス タ ン トで あ る費

目で あ る。 〔V〕は実質 消費 支 出 が下 降す る費 目で,鮮 魚(5)が この タ イ ブで あ

る。 〔V1〕は名 目消 費 支 出が コ ンス タ ン トで実 質 消費 支 出が 下 降 す る費 目で,

米 類(1)が この タ イ プ で あ る。 〔叨 は名 目,実 質 消費 支 出 と もに下 降 す る費 目

で,麦 雑 穀(21が この タ イ プで あ る。 〔皿〕 は 〔1〕か ら ㎜ に 分 類分 け で きな

い費 目で あ る。

 こ こで, 〔V〕,〔 辺〕,㎝ 〕 に 分類 さ れ る費 目に注 目 して み よ う。 この タ

イ ブの 費 目は,鮮 魚,米 類,麦 雑 穀 の3費 目で,劣 等 財 的 な 性 格 を持 った 費

目で あ る。 つ ま り米i類,麦 雑 穀 は所 得 水 準 の 上 昇 誇 よび そ れ に伴 った食 生 活

の 向上 に よ って,パ ンや 副食 品 に とって か わ られ,ま た 鮮 魚 は タ ン白源 と し

て 肉類 に とって か わ られ る こ とは十 分 考 え られ る。 そ こで,劣 等 財 の定 義 を

思 いか え して み る と,ウ ォル トな どの定 義 では 所 得弾 力性 が負 に な る財 を劣

等 財 と呼 ん で い る。注15)し か し,ベ ル ヌー イ ・ラプ ラス型 選 好 関数 か ら導 か

れ る消 費 需 要 関数 系 を考 え る と,従 来 の定 義では現 図 式 の理 論 的 コンシステ ン
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シー を 保 って い ない 。n費 目に分 割 さ れ たi費 目の 消 費需 要関 数 は,後 で詳

述 す る が,次 の よ うに な る。

            αi (・・i+bim+・iHi)jミiαj
   (1.36) pigi- n  Y       n        pi

j弖1αj

そ してi費 目の所得弾力性は

        Eqi  ai

   (1・37)Ey呈 αj
           j=i

Σ αj

j-1

+糞

jjミi(aOJ+bjm鳩)Pj
 j-1

y

piqi

と なる。'こ こで先 の(1.7)式 の条 件 み る と,αi>oで あ るか ら,(1.37)式

の値 は正 に なる。 従 っ て あ らゆる 費 目の 所 得 弾 力性 は 正 で あ り,現 在 の 図式

では 従 来 の意 味 で の劣 等 財 は存在 しない。 しか しわれわれの図 式 にお いて も劣等

財 的 費 目の 動 き を記 述 す る ことは 可能 で あ り,そ の要 素 は 習慣 形 成 項 に ある。

つ ま り相 対 的 に習 慣 形 成効 果 が き きに くい 費 目の 場合 に は ,従 来 の定 義 に従

わ な くて も,同 様 に 劣等 財 の解釈 が 可 能 にな る。

注15)Wold・Jureen〔35〕, P.102に お い て 次 の よ う に書 い て い る 。 Hence com-

   modifiesmay be classified as inferior if their income elas-

   ticity is negative,
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2. 計測された選好パ ラメターと一般均衡型

  多費 目消費需要関数のフィッ ト

2ユ 節 選好 パ ラ メ タ ー と一 般 均衡 型 多 費 目消 費 需 要 関数

 (表1)に は 計測 され た 選 好 パ ラメ ター が ま とめ られ,(表2)に は 選 好

関数 か ら導 出 され る一般 均 衡 型 多費 目消 費需 要 関数 の フ'イッ トが,相 関係 数,

タ イル のU,変 化 の テ ス ト,絶 対 平 均 誤 差 率 を通 して示 され てい る。 変 化 の
                          く   /＼

テ ス ト(var孟atlon test)は,実 際 値EiLE}一1・ と 理 論 値Eit' 一一Eit-1の 符 号

を調 べ る もの で,両 者 が 同 符 号 な ら ば テ ス トに合 格 す る。 変 化 の テス トは

理論 値の傾 向をみ るとい う点 で は 相 関 係数 と似 て廻 る・ 絶 対 平 均 誤 差 率

(ab・ ・1・t・ ・ve・ag・ P・・cent一 ・)は 毒¥{IEit青llLIX1・ ・}で 定 義

                         ユ

され,誤 差 に着 目す る とい う点 で タイ・ル のUに 似 てい る。(表2)を み れ ば,

推定 結 果 は ぼ ぼ満 足 のい くもの で あろ う。

 ざ らに詳細 な推 定 の手 順 につい て は,本 論 文 の最 後 に あ る補 章 に述 べ られ

てい るo

2.2節 フ ィ ッ トに 関 す る コメ ン ト

 前節 で示 した よ うに推 定 結果 は ほ ぼ満 足 の いく もの で あ ったが,い くつ か

理 論 値 が 実 績値 を フ ォ ロー しきれ な い 費 目が あった 。 こ こで は そ の 費 目 とそ

の理 由 を調 べ て み よ う。

 は じめ1260費 目程 度 の費 目分 割 に な る と)各 費 目で固 有 な変 動 が ク リァ

・一に 観 測 され るb例 え ば,

ω め ん ・そ の他(4)で は,昭 和30年 代 の後半 か ら40』 年代 に かけ て即 席 め

ん の ブームがあ った。そして最 近 では カ ップヌー ドルの ブームがあ る。(新 製 品)

(2)ラ ジオ ・テ レ ビ(29)は,昭 和35年 前後 に ラ ジオ や 白黒 テ レ ビの ブ ー ムが

あ り,昭 和40年 前半 に カ ラーテ レビ の ブー ムが あ った。(新 製 品 ・耐 久 財)

(3)電動 器 具(30)は,昭 和30年 代 の 後半 に洗 濯、機,冷 蔵庫,扇 風 機 の ブ ー ム
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があ り,40年 中期は クーラーと大 型 冷 蔵 庫 の ブームがあ る。(新 製 品 ・耐 久 財)

(4)シ ャ ツ ・下 着(38)で,ワ イ シ ャ ツの カ ラー化 は 昭和40年 代 前半 か らで あ

る。(新 製 品)

(5)く つ下 ・手 袋(39)で は,昭 和40年 代 前 半 か らパ ンテ ィー ス トッキ ン グが

普 及 しだ した。(新 製品)

(6)生地 糸 類(40)で は,絹 の3年 周期 の 振 動 が み られ る。(固 有 振 動)

(7)寝具(41)は,昭 和30年 後 半 に ベ ッ ドの ブー ム が あ った。(耐 久 財)

(8)か さ類(43)は,昭 和38年 ごろ か らワ ン タ ッチ の か さ が 出現 し,ブ ー ム を

よん だo(新 製 品)

(9)教育(52)は,年 齢別 人 口構 成 の影 響 を思 わせ るスイングがみ られ る。(制 度)

⑩ 聴視 観 覧 料(55)は,カ ラーテレビの 普 及 に よって昭 和40年 代 の は じめ に は 消

費 が減 っ たが,昭 和45年 ごろ か ら映 画 ブー ムが あ った。(競 争 財 の 出 現)

 以 上 は グ ラフ に現 われ た特 有 の サ イ ク ル にっい て の観 測 事 実 を述 べ た。 こ

こで 出現 した新製 品「,耐 久 財,年 齢 構 成 とい った要 因を わ れ わ れ の 図 式 で は

陽表 化 し て い な いが,フ ィ ッ トを み る と丁 度 山 と谷 の 間を 抜 け る よ うな フ ィ

ヅ トの仕 方 を す る。(図7)か ら(図13)ま で にそ の仕 方 を 示 した。

 一 方,季 節 商 品 で あ る野 菜,果 物 や外 食,家 賃 地代,な ども割 合 フ ィ ッ ト

の しに くい 費 目の例 と して あげ られ るが,こ れ らは従 来 の理 論 構 成 の 中 で十

分 フ ォ ロー さ れ て い る こ とが わ か る。 これ らに つ いて は(図14)か ら(図

18)に 図 示 され て い る。,

 別 の 角度 で 前節 の推定 結果 を眺 め て み よ う。(表3)は(表2)を フ ィ ッ

トの よさ で分 類 した もの で あ るが,こ こで 各項 目の{C)を み てみ よ う。(CJは フ

ィ ッ トの 悪 い費 目 と分 類 され るが,共 通 に(c)に 入 って くる費 目は耐 久 財 関係

の 費 目が 多 い。

 次 章 では さ らに耐 久 財 関 係 の 費 目が,限 界 効 用 曲線 の 漸近 線 の あ り方 につ

い て,理 論 的 に不 満 な結 果 を示 してい る とい うこ とを詳 細 に述 べ,そ こで理

論 的 不一 致 を補 う概 念 を導入 して み る。
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表3 ブ イ ッ ト の 分 類

相 関 係 数

(a)0.99以 上

  3,パ ン,8.肉 類,10.葉 茎 類,12.QLの 野 菜,14.加 工食 品,15.調 味 料

  16.菓 子,17果 物,18,日 本 酒,19.ビ ール,21.飲 料,22.外 食

23.家 賃 地代,24.設 備修 繕,25.水 道 料,27.台 所用 品,32.そ の他 の住 居 費

37.洋 服,38,シ ャ ツ ・下 着,45.他 の 被 服 費

46.保 健 医 療,47.ち り紙,49.そ の他 の理 容衛 生,51.自 動 車関 連

56,他 の教 育娯楽 用 品,57.1Lの 教 養娯 楽 費,59.そ の 他雑費

(b)0.99未 満 0.95以 上

  2.麦 雑穀,4.め ん ・そ の他,5.鮮 魚,6.貝 類,

  11,根 菜,13.乾 物,20,そ の 他 の酒類

7.1un「二f(t介, 9.=tLii卩

26、食器,28,電 気器 具,30,電 動 器 鼻 31.氛 具

33電 気代,34.ガ ス代

36、和 服,39,く つ 下 ・手 袋,40.生 地 糸 類,41.寝 具

42」復4勿, 44.服 食品111

50.交 通 通 信,53.文 房 具,54.印 刷 物,58.タ バ コ

(c) 1.米    類(0.749)

  29.ラ ジオ ・テ レ ビ(0.921)

  35.そ の他 の 光熱費(0.882)

  43.か さ 類(0892)

  48.洗        斉g(0.899)

  52.教    育(0.890)

  55.聴 視 観 覧 料(0.935)

耕製贔,「 射久 財

プロパ ン,灯 油

拶1製 品

新IJ pll l

人 凵構成,制 度

映 画

タ イ ル のU

(a)0.2未 満

  1, 3, 10, 12, 14, 16, 17, 18, 21

  23,25

  42

  47, 49, 59

(b) 0.2以_L  O.5.1く 満

  9, 5, 6, 7, 8, 9, 11, 13, 19, LO, 22

  '19, 'L6, 27, 31, 32

  3;3, 34, 35

  36, 37, 38, 3y, 40, 41, 43, 41, 45

  46, 50, 51, 53, 54, 55, 56, 57, 58

(c)  2.皮    雑    穀(0.054)

  28.㌔E  矢t  暑…き  }誕CO.058)

  29.ラ ジオ ・テ レ ビ/o.ios)

  30.電  重力  暑暑  具(、0.078)

  a8.洗        斉gcO.054)

  52.教          デ∫ (0.075)

新製品,耐 久財

勒 製品,1耐 久財

変 化 の テ ス ト

(a)0

5, 7, 8, 9, 1'L, 13, 19, 15, 16, 17, 19, 20, 21, 22

25,27,31

33

37, 38, 45

46, 47, 49, 57, 59

(b)1,2

  2, 3, 4, 6, 10, 11, 18

  23, 24, 26, 28, 29, 32

  39

36, 39, 41, 42, 49

50, 51, 52, 53, 59, 55, 56, 58

(c) L米     類(5)

  30電 動 器 具(3)

  35.その 他 光 熱費(4)

  40.生 地 糸 類(3)

  43.か さ 類(3)

  48.洗     剤(3)

絹 固有'の ス イン グ

絶 対 平 均 誤 差

(a) 5%未 満

  1, 3, 10, 11, 12, 13, 14, 15, 16, 17, IH, 21

  23, 24, 25, 27, 32

  37, 38, 40, 42, 45

  46, 47, 49, 53, 59

(b)5%以 上 10%未 満

  4, 5, 6, 7, 8, 9, 19, 20

  26, 28, 31

  33, 39, 35

  36, 39, 41, 43, 44

  48, 50, 54, 55, 56, 57, 58

(c) 2.麦   雑i  穀(21.04)

20.そ の 他 酒 類(10.25)ウ ィヌ キ ー

29.ラ ジオ ・テ レ ビ(26.45)

30電 動 器 具(15.52)

51.自 動 車 関 連(19.00)耐 久 財

52教    育(12.07)
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3 消 費 構 造 の 分 析

 本 章 で は第2章 で推定 され た選好 パ ラ メタ ー を使 っ て,様 々の 角 度 か ら消

費 構造 の分 析 を進 め て い く。

3.1節 限 界効 用 曲線 と必 需 度

 必 需度 は 限界 効 用 曲線 の漸 近線 の 位置 を2つ の 範疇 に分 類 す る概 念 で,限

界 効用 曲線 の漸 近 線 が原 点 よ り右側 つ ま り正 の領 域 に ある場 合 を 「必 需度 が

高 い 」 とい い,逆 に負 の領 域 に あ る場 合 を 「必 需 度 が 低 い」 と よぶ 。そ して

最 低 必 需 臨 界量 は,「 必 需度 の高 い」 費 目に 於 け る漸 近線 のqi座 標 の値 で

あ る。 また 「必 需度 の 低 い」 費 目の 最 低 必要 臨 界 量 は0で ある。 今 述 べ た こ

とは 前述 の(図1)で ま とめ て あ る。

 ベ ル ヌ ー イ ・ラプ ラス 型 の限 界 効 用 は,

   (3.1)8uaqi、 。i+bim卑 ㌔iHi+qi(i=1,2,… ・59)

で表 わ され るか ら,限 界 効用 曲線 の漸 近 線 はqii (aoi+bim+ciHi)

で あ る。 従 っ て 漸近 線 の 位 置 は世 帯 人 員 の変 化 な らび に習 慣 形成 効 果 に よっ

て 毎年 シ フ トして い く。

 (表4)は 昭和35年,40年,45年 の 限 界 効用 曲線 の 漸近線 のqi座

標 の値 と,そ の正 負 に よって各 費 目の必 需 度 を示 して い る。 そ して 必 需度 の

高 い費 目をHと か き,必 需 度 の 低 い費 目を:Lと か い て い る。 さ らに 各 費 目ご

とに 昭和33年 か ら46年 ま で の必 需度 の傾 向 の変 化 を示 してい る。 矢 印の

根 元 が33年 で先 端 が46年 で あ る。 そ して 最後 の3カ ラムは,後 述 す るが,

交差 弾 力性 の 絶 対値 が0.1よ り大 きい 費 目を並 べ て い る。

 こ こで(表4)を み て み よ う。 は じめ に昭和35年,40年 ・45年 を各

年 ご とに ク ロス ・セ ク シ ョナ ル にみ て み よ う。

 昭和35年 の列 を上 か ら順 にみ る と,米 類(1),麦 雑 穀(2),パ ン(3),め ん ・
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そ の 他④ まで の 「主 食 」は 全 て 必 需度 が 高 い。 つ ま り漸近 線 が原点 より右 に

あ る。 次 に 「副食 品 」を構成 して い る鮮 魚(5)か ら調 味 料(15)ま で を調 べ て み

よ う。 「副食 品 」は 「主 食 」の よ うに一 本 化 は で き ない が,中 味 を調 べ る と

規 則 性 が み られ る。 「副 食:品 」の 中 で,鮮 魚(5)や 貝 類(6)の 生 鮮 魚 介 類,塩 干

魚 介(7),肉 類(8う,乳 卵(9)は 必 需度 が低 く,葉 茎類(10),根 菜(11),他 の 野 菜

(12)な どの野 菜類 は 全 て 必 需度 が 高 くな ってい る。 そ して乾 物(13)は 必 需 度

が低 く,加 工 食 品(14),調 味 料(15)は 必 需 度 が 高 くな って い る。 こ う して み

る と 「副 食 品 」の 中 で も魚介 類 や 肉類 は 必 需 度 が低 く,野 菜類 は 必 需 度 が 高

く,さ らに:加工 食 品 や 調 味料 な ど も必 需 度 が 高 い こ とがわか る。次 に菓子(16)

.か ら飲 料(21)ま で の 「 し好食 品 」につ い て 調 べ る と,菓 子(16),果 物(17)が

必 需度 が高 い が,日 本 酒(18),ビ ール(19),そ の他 の 酒類(20)の 酒i類や 飲 料

(21)は 必 需 度 が低 い。そ して外 食(22)も 必 需 度 が低 くなっ てい る。 この よ う

に 「食 料 費 」を細 分 化 す る と,各 費 目でか な り性質 の ちが うこ とが わか るが,

そ の性質 の ち らば り方 には 規 則 性 がみ られ る。

 5大 費 目の 中の 「住 居 費 」は家 賃地 代(23)か らそ の他 の 住 居 費(32)ま で で

あ るが,そ の 内容 を調 べ てみ よ う。 「住 居 費 」を大 き く2つ に 分 け る と,消

耗 財的 な性格 を もつ家 賃地 代(23),設 備 修 繕(24),水 道 料(25)と,耐 久 財 的

な 性格 を もつ食 器(26)か らそ の他 の住 居 費(32)ま で の家 具 什 器 とい う範 疇 に

分 け られ る。 しか し必 需 度 の 観 点 か らみ る と,耐 久 財 ・非 耐 久 財 の分 類 よ り

も も っ と生 活 実 感 と 密 着 した 区 別 をみ せ てい る。 つ ま り水 道 料(25)と 食 器

(26)の2費 目は 必需 度 が 高 い が,他 の費 目は 必 需 度 が低.く な って い る。

 次 に 「光 熱 費 」をみ る と,電 気代(33)が 必 需 度 が 低 く,ガ ス代(34),他 の

光 熱 費(35)が 必 需 度 が 高 くな って い る。光 熱 費 の場 合 は熱 源 や動 力 源 と して

の 用途 を もつ か ら,電 気 製 品 な ど耐 久 財 の普 及 の程 度 と密 接 な関係 を持 って

い る こ とが わか る。

 さ らに 厂被 服 費 」と 「雑 費 」を調 べ てみ よ う。 「被 服 費 」は 衣料 費 と身 の

回 り品 に分 け られ る が,衣 料 費 は 和 服(36)か ら寝 具(41)ま で で,身 の 回
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り品は 履物(42)か ら他 の被 服 費(45)ま で で あ る。 衣 料 費 を み る と,生 地 糸類

(40)だ け を除 い て あ とは必 需度 が 低 い。 身の 回 り品 で は履 物(42)と 他 の 被 服

費(45)が 必 需度 が高 く,か さ 類(43)と 服 飾 品(44)が 必 需 度が 低 いQ最 後 に

「雑 費 亅につ い て調 べてみ る。保 健 医療(46)か らそ の他 の理 容 衛 生(49)は 保 健

衛 生 とな るが,保 健 医療(46),ち り紙(47),洗 剤(48)は 必 需度 が 高 い。 ま た

教 養 娯 楽 と して印刷 物(54)か ら他 の教 養 娯楽 費(57)ま で4費 目が あ るが 全 て

必 需度 が 低 い。 「雑 費 」の 中 で必 需度 が 高 い の は,保 健医 療 の3費 目 と文房

具(53),そ の 他 の 雑 費(59)の5費 目で あ る。

 こ こで昭 和35年 に澄 い て必 需 度 の 高 い 費 目 を並 べ てみ る と,主 食,野 菜,

加 工 食 品,調 味 料,菓 子,果 物,水 道 料,食 器,ガ ス代,他 の光 熱 費,生 地

糸類,履 物,他 の 被 服 費,保 健医 療,ち り紙,洗 剤,文 房具,そ の他 の雑 費

の23費 目で あ るQ

 そ こで 次 の よ うな思考 実験 を行 ってみ よ う。(図19)の よ うに3本 の限

Q3
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界 効 用 曲線 を考 え る。 そ して そ れ らはQl, Q2, Q3で 示 さ れ る。 Q1は 漸 近

線 が 正 で あ り・Q2とQ3は 負 で あ る とす る。 そ して実 際値 はA-A水 準 で限

界 効 用 均 等 を満 足 してい る とす る。 そ の時 の均 衡 購入 量 はAQ 1, Ap 2, Aq 3,で 示

され る。 今,3費 目の相 対価 格,世 帯 人員,習 慣 形 式 効果 が 不 変 の 下で,、つ

ま り限 界 効 用 曲線 が 動 か な い こ と と同 義 で あ るが,そ の 時 に所得 水 準 だ け を

減 少 させ て み よ う。A-A水 準 か らB-B水 準 の 間 では,購 入 量 に つ いて

q2〈91〈q3の 順 序 で あ ったが, B-B水 準 でq尹 一 匂尹 とな る。 さ らに所

得 を減 少 させ てい く と,B-B水 準 か らC-C水 準 の間 で はq2<q3<q1と

な り・q1とq3の 順 序 が 逆 転 す る・ そ してC-c水 準 に到 達 す る と・Q2財 の 購

入 量 はoに な り,さ らにC-C水 準以 上 で は ・Q2財 は 消費 購 入 の メ ニ ュー か

ら 消え て しま う ことに な る。 従 って・C-C水 準 か らD-D水 準 の 間 で はQ1

財 とQ3財 だけ が 消費 主体 に:よ って 購入 さ れ る こ とに な る。 そ して1)一D水 準

に お い てQ3財 は 消 費 購入 の メ ニ ューか ら消 え て い く。 D-D水 準以 上 に な る

と,結 局 漸 近 線 の 位置 が0原 点 よ り右 に あ る費 目,い いか えれ ば 必 需度 の 高

い費 目だ け が 消費 主体 の 購入 の メニ ュー の 中 に残 る。 そ してQ1財 の 漸近 線 の

座 標 が 最 低 必 要臨 界量 に な る。

 所 得 が な けれ ば生 存 で きな い のは 自明の 理 で あるが,そ れ を 新 古 典派 的 な

表 現 にす る と ジェ ボ ンス,マ ー シャ ルの よ うなIn ln方 にな る。注16)ジ ェ ボ ン

祖 食 物 の例 で必 需 性 を 説 い たが,マ ー シ ャ・レと ジー ボ 遜 の 関係 は 所得 が

極 め て小 さ くな った時 に最 後 に残 っ た支 出 費 目が必 需 品 だけ に な る とい うこ

とで つ なが って い る・ 従 って費 嘩 適 当 に 統合 すれ ば ・ 限界 効 用 曲線 は正 の

.領 域 で 最低 必要 臨 界量 を もつ よ うに な る。.

 この よ うに考 え て い くと,プ リ ファ レン ス と世帯 人 員が 一定 の 下 で生 活 最

低 必要 量 を維 持す る 実質 所 得 あ るい は 実質 消費 支 出の 合 計 は 各 財 の最 低必 要

臨 界量 の和 に な る。 そ して 昭和35年 では そ の合 計 は,月当 り10,589円(昭

注16)ジ ェボ ン ス 〔11〕,マ ー シ ャル 〔14〕,辻 村 〔31〕 参 照 。
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和40年 不変 価 格)と な るQち なみ に昭 和35年 の観 測 値 にお け る実 質 消費

支 出合計 は41,952円 で,最 低 必 要臨 界 量 の合 計 は実 質 で観 測値 の25%に

あた っ てい る。 そ して 購 入 す る費 目は,上 述 の23費 目で あ るが,こ の23

費 目を調 べ る と興 味 深 い こ とが わ か る。

 「食料 費 」で は主 食:,野 菜,加 工 食:品 を主体 とす る食 生 活 パ ター ンに な り,

魚 介 類 や肉類,乳 製 品 が 姿 を 消 して しま う。 そ して 「住 居 費 」では水 道 と食

器 だ け が残 り,耐 久 財 の 購入 は な くな って しま うQ「 光 熱 費 」は 主 と して食

料 を加工 す る だ け の用 途 しか な くな って しま う。 ま た 厂被 服 費 」で も着 物 類

は 姿 を消 し,生 地 と履物 の 購入 だ け に な る。 「雑 費 」では教 養 娯楽 の費 目は

全 て 消え て しま い,雑 費 の 中 で も保 健衛 生 な どの生 活 必 需 品 とlnわ れ る もの

だ けが 残 る。 この よ うに23費 目を調 べ る と,ま さ に家 計 が生 活 してい くた

め に最:低 これ だ け は必 要 だ と思 われ る費 目だ け しか残 らない ことが わか る。

この こ とは ベ ル ヌ ー イ ・ラプ ラス型 選好 関数 の 漸近 線 と経 済理 論 に澄 け る最

低生 存 費 の概 念 の あ い だ に対 応 を み た こ とを表 わ して お り,関 数形 の理 論 化

に成 功 してい る こ とを 示 して い る。

 同 様 に 昭和40年 をク ロス セ ク シ ョナル に み て み よ う。40年 で35年 と

必 需 度 の傾 向が 変 っ た費 目は4費 目 しか な く,そ れ らは 麦 雑穀(2》,他 の光熱
驢

費(35),シ ャ ツ ・下着(38),文 房 具(53)で あ る。 シ ャ ツ ・下 着 は 必 需 度 が上

った が,麦 雑 穀,他 の光 熱 費,文 房 具 は 必 需度 が下 ってい る。 そ して最 低 必

要 臨界 量 の合 計 は12,328円 で あ 力,観 測 値51,765円 の24%に あ た っ て

い るo

 最 後 に 昭和45年 をみ る と,40年 か ら傾 向の 変 った 費 目は パ ン(3),肉 類

(8),飲 料(21),設 備 修繕(24),電 気代(33),和 服(36),生 地 糸類(40),履 物

(42),自 動 車 関 連(51),他 の教 養 娯 楽 費(57)の10費 目で あ る。40年 か ら

45年 の 変 化 は,35年 か ら40年 の変 化 よ り も ドラス テ ィ ック で あ る。 必

需度 が低 くな った費 目は パ ン,生 地 糸 類,履 物 の3費 目 しか な いがr必 需度

が高 くな つ た費 目は 肉類,飲 料,設 備 修 繕 電 気 代,和 服,自 動 車 関連,他
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の教 養 娯 楽 費 と7費 目も あ り,

そ の内 容 に興 味 が あ る。 つ ま り

従 来 必 需 度 の低 か った 肉類,電

気 代,自 動 車 関 連,他 の教 養 娯

楽 費 とい った費 目が 必 需 的 に な

った こ とで あ る。 そ して45年

の最 低 必 要 臨 界 量 の合 計 は,40

年 不 変 価 格 表 示 で,16,990円

で あ る。 そ して観 測 値 は69,576

円 で あ り,そ の24%に あた っ

て い る。

 (表5)は 昭 和35年 と45

年 に 澄い て最 低 必 要 臨 界量 が0

で な い 費 目を並 べ た もの で ある。

は じめ に35年 に 妹存 在 して45

年 に は 消 え て し ま った費 目をみ

る と,左 側 の 。印 で示 され て い

る が,麦 雑 穀,パ ン,他 の光 熱

費,生 地 糸 類,履 物,文 房 具 の

6費 目で ある。 次 に45年 に新

た に 出現 した 費 目 を調 べ て み る

表5 昭和35年 と45年 における

漸近 線が正 の費 目の変化
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注  ・消えた費目  ◎ 出;現した費 目

と,そ れ らは 右 側の ◎ 印 で 示 され て い るが,肉 類,飲 料,設 備 修繕,竃 気 代,

和 服,シ ャ ツ ・下 着,自 動 車 関連,他 の教 養 娯 楽 費 の8費 目で あ る。

 上 述 の 消 え た6費 目と 出現 した8費 目を比較 す る と,35年 か ら45年 の

11年 間 に 澄 け る 消費 構造 の変 化 が ク リアー に 現 わ れ て くる。 この 変 化 は供

給 構 造 の変 化 とも表 裏一 体 を な して 日本経 済 の 構造 変 化の 原 因 と結 果 を示 し

て い る。 つ ま り工 業化 に よる急 激 な所 得 上 昇 と各 費 目の相 対 価 格 体 系 の変 化
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そ して核 家 族 化 に よ る1世 帯 当 り世 帯入 員 の変 化 な ど消費者 選好 図式 に おけ

る外 生 要 因 と習慣形 成 効 果 と よばれ る内 生要 因 な どの諸 要 因 が 密接 に結 び っ

い て変 化 した結 果 で あ る。

 「食 料 費 」につ い てい え ぱ,麦 雑 穀 や パ ンの か わ りに 肉類 と飲料 が入 っ た

こ とは経 済 発 展 過 程 に お け る食 生 活 の向 上 あ るtoは 主 食 中心 の 食 生 活 か ら副

食 中心 の食 生 活へ の変 化 とい うこ と を意 味 し,厂 住 居 費 」に設 備 修繕 が入 っ

た こ とは 住 居 を 中心 とす る耐 久 財へ の補 修 の余 地 が生 ま れた こ とを示 し,35

年 には住 居 に 対す る経 常 的 な 補 修が なか った こ とを考 え れば,生 活様 式 の高

度 化 が もた ら した結 果 で あろ う。

 「光 熱 費 」をみ る と,ま き,炭,煉 炭 な どの 他 の光 熱 費(35)が 消 え て電 気

代 が45年 に新 た に入 ってい る。 電 気 代 が 入 って い るの は電 気 製 品 の 普 及 と

大 きな影 響 が あ る。 なぜ な らば電 気製 品 の使 用 は,電 気代 の使 用 を通 じてそ

の 目的 を達 成 す るか らで あ る。 逆 の 言 い 方 をす れ ば 電 気 代 が必 需 的 で ある こ

とは,そ れ だ け 電 気製 品 が 普 及 して い る とい う こ とにな る。 そ して他 の 光熱

費が 消え て しま った こ とは・ 生 活様 式 が都 市 で大 き く変 化 してい る.こ とを意

味す る。 また 「被服 費 」では 生地 糸類 と履物 が 消え て和 服 と シ ャ ツ ・下 着 が

加 わ って い るが,こ れ らの変 化 は手 作 りの時 代 か ら製 品 購入 の時 代 に変 って

い る こと を示 して い る。35年 では生 地 糸類 な どの原 料 を購入 して い るが,

45年 では,原 料 素 材 で は な く和 服,シ ャ ツ ・下 着 とい った製 品 の形 で購入

して い る ので ある。 この変 化 は 供給 サ イ ドの大 量 生 産 に よる コス ト ・ダ ウン

や流 通 機 構 の変 化 とい う面 を見 逃 して は考 え られ ない。

 最 後 の 「雑 費 」も興 味 深 い変 動 を示 して い る。 消え た費 目が文 房 具 で,入

った 費 目が 自動 車 関 連 と他 の教 養 娯楽 費 で あ るが,入 った2費 目は 注 目に値

す る。 自動 車 関 連 と教 養 娯 楽 が入 った こ とは,生 活 パ ター ン と して相 当 の向

上 が 昭 和35年 か ら45年 の 間 に あ った こ とを示 してい る。 な ぜ な らば昭和

35年 の23費 目をみ る と,生 活 して い く こ とは主 と して食 べ てい く ことで

あ っ たが,45年 をみ る と食 べ て い く内容 に も改 善 の あ とがみ られ,教 養娯
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楽 が 必 需 的 に な った こと も生 活 に余 裕 が 感 じ られ,経 済 発 展 に よる生 活 の 高

度 化 がす す ん だ 結果 で あ る。

 今 ま で は(表4)を ク ロス セ ク シ ョナル な3時 点 比較 とい うこ とでみ て き

た が,今 度 は 各 費 目 ご とに 昭和33年 か ら46年 ま で の 傾 向 を 調べ てみ よ う。

 米 類(1)は 矢 印 の方 向が 左 を向 い てw' ,必 需 的 な傾 向が14年 間 で下 って

い る こ とが わ か る。 麦 雑 穀(2)も 同 様 に必 需度 が 落 ちて い るが,米 類 以 上 に落

ち て原 点 を 越 え て 左 の方 ま で い って い る。 パ ン(3)は14年 間 で大 体 原 点 の近

傍 に 漸 近 線 が あ り,あ ま り傾 向 の変 化 は な い。 厂主 食 」の 中で めん ・そ の他

(4)だ け が 必 需 度 の 高 ま る傾 向 を示 して い る が,こ れ は 即 席 めん の急 激 な普 及

とい う現 象 が大 き く影 響 して い るた め で あ る。 鮮 魚(5),貝 類(6),塩 干 魚 介(7)

は3費 目 と も同 じ傾 向 を示 し,原 点 の 左 側 に は あ るが 年 々必 需 度 が上 る傾 向

を持 って い る。 肉類(8)の 漸 近 線 の 動 き方 は非 常 に興 味 深 い。 っ ま り昭和30

年 代 の 肉類 の 漸近 線 は負 で あ り,「無 け れ ば無 同 で 済 ん だ 時代 であ ったが,40

年 代 には 「無 くてはな らない」 費 目に変 化 したのであ る。 これ は 肉類 が 非常 に習

慣 形 成 の き きや す い 費 目で あ り,経 済 発 展 に よる 所得 の上 昇 に伴 って ・生 活

必 需 品 と して重要 な タ ン 白源 に な っ た こ と を示 して い る。 乳 卵(9)も 肉類 ほ ど

極 端 では ない が 年 々必 需度 が上 る傾 向 を持 って い る。 キ ャベ ツ,ほ うれ ん 草,

白菜 な どの 葉 茎類(10)や 甘 藷,馬 鈴 薯,人 参 ・ 大 根,玉 ね ぎな どの 根菜(11)

は,30年 代40年 代 を通 じて必 需度 が 高 くそ の傾 向 は変 らな い。 しか しき

ゅ うり,な す,ト マ ト,ピ ー マ ンな どの 他 の 野 菜(12)は 食 生 活 の変 化 と と も

に必 需 度 を 高 めて い る。 乾 物(13),加 工 食uAA(14),調 味 料(15)で は乾 物 が 必

需度が低 く。他 は 必 需度 が 高 い とい うちが い は あ るが 傾 向 に大 き な変化 は ない 。

 次 に し好 食 品 で ある が,菓 子(16),果 物(17)は と もに必 需 度 が上 る方 向 に

進 ん でい る。 しか し果 物 は昭 和33年 の 漸近 線 の位 置 が負 で 原点 を また ぐ形

に な っ てい るが,菓 子 は は じめか ら原点 の右 側 に ある とい う違 い は ある。 次

に酒類 と して 日本 酒(18),ビ ー ル(19),そ の他 の 酒類(20)の3費 目を調 べ て

み よ う。 た だ し,そ の他 の 酒類 の主 た る もの は ウイス キー で あ る。 こ こで み
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る と同 じ酒類 で あ りな が ら三 者 三 様 の 方 向 を示 してい る。つ ま り 日本 酒 は必

需度 が下 り気 味 で,ビ ー ル は上 り気 味,ウ イス キ ーは 横 ば い で ある。 この 三

つ の動 きは 日本 入 の食 生 活,生 活 習慣 の変 化 と密 接 に結 び つ い た 三者 三 様 の

動 きで ある とい え る。 つ ま り欧米 風 の食生 活 パ ター ンの進 行 に よって 日本 酒

の必 需 度 が 落 ち,さ らに家 庭 で ビール とウイ ス キ ーの 選 択 をす れ ば,ビ ー ル

の 方 が手 軽 な ア ル コ ー ル飲 料 と して選 択 され る とい うよ うなパ タ ー ンを表 現

して い る。 ま た 日本 酒 と ビー ル,ウ イス キ ー につ い て は供 給 サ イ ドの 条件 も

大 き くちが う。 飲 料(21),外 食(22)も と もに 必需 度 が上 る方 向 に あ り,飲 料

の方 は原 点 を横 切 って 右 の方 ま で矢 印 が進 ん でい る。

 「住居 費 」は,前 に も述 べ た よ うに,性 質 の違 った2種 類 の 費 目が ある。

つ ま り消 耗 財的 な性 格 の 費 目と耐久 財 的 を性 格 の 費 目で ある。 冢 賃 地代(23)・

設 備 修繕(24),水 道 料(25)な どは ど ち らか とい え ば非 耐 久 財 的 な性 格 を持 つ

が,家 具什 器 と よばれ る食器(26),台 所 用 品(27),電 気器 具(28),ラ ジオ ・

テ レ ビ(29)・ 電 動 器 具(30),家 具(31),そ の他 住居 費(32)で あ る ミシ ン,家

庭 用工 具 な どは 耐久 財 的 な性 格 が 強 い。 耐 久 財 に関 して傾 向 を み る と全 て横

ばい か 左 に 移 動 してい るが,こ の 必 需度 の分 類 を漸近 線 の 正負 で判 断 しては

な らな い理 由が あ る。それ は このモデルでは ス トック効果を陽表 的に入れていないか

らで あ る。 こ、れ は 前述 の2章2節 で提 起 した疑 問 か ら生 じた新 しい理 論仮 説

の 提 示 で もある。

 (図20)に 示 され る

よ うに 耐久 財 では 当期 の

消費 量 と購入 量 が一 致 せ

ず,消 費量 は ス ト ック量

と購入 量 の和 を考 慮 した

もので な くては な らない。

従 って 消 費原 点0'か ら測

れ ば 当然 必 需度 は高 い が,

図20  ス トック原点,消 費原点,購 入原 点
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購入 原点0か ら測 って い るた め に必 需度 が 低 く表 わ さ れ る ように な る。 非 耐

久 財 で は,購 入 原 点 一消費 原 点 一 ス トック原 点 に な っ て い るた め に,消 費 量

と購入 量 の区 別 が不 必 要 で あ った の で あ る。 ま た耐 久 財 につ い て の 左 方へ の

シ フ トもス トック量 を加 味 す れ ば,習 慣 形 成 仮 説 と もコ ン シス テ ン トに解 釈

が つ く。 つ ま り習慣 形 成 効 果 に よる右 方へ の シ フ ト以 上 に ス トック効果 が 大

きけれ ば,結 果 と してそ の差 分 だけ 左ヘ シ フ トす る よ うに な る。 しか しス ト

ック効 果 の 導 入 に よる モ デ ル の有 効 性 の拡 大 とい うこ とにつ い て は今 後 の研

究 に また ね ば な らない。

 従 って,上 述 の理 由か ら,耐 久 財 の必 需度 の 傾 向 を調べ る こ とは危 険 で あ

る。 そ こで 「住 居 費 」の 中で 耐久 財 的 な性 格 の うす い家 賃 地 代(23),設 備 修

繕(24),水 道 料(25)の3費 目を調 べ てみ る と,3費 目 と も傾 向的 に必 需 度 は

上 って い る。

 「光 熱 費 」は住 居 費 の 中の ガス器 具,電 気 製 品,家 具(特 に ス トー ブ)な

ど と結 び つ い た 費 目で あるか ら,こ れ らの財 が 普 及 す る につ れ て電 気 代,ガ

ス 代 の必 需 度 が 高 ま って くるの は 当然 で あ る。 しか し他 の 光熱 費(35)は プ ロ

パ ン ガス も含 ま れ るが,ま きや炭 な どの減 少 に よって 必 需 度 は 下 る傾 向 を持

って い るo

 「被服 費 」 につ い て調 べ て み る と,和 服(36),洋 服(37),シ ャ ツ ・下 着(38)

と も同 じ傾 向 を示 し,3費 目 と も原点0の 左か ら出発 して,原 点 の右 側 で矢

印 が 止 って い る。 この傾 向 は工 業 化,人 口の 都 市集 中の過 程 と も密接 な関 連

を もって い る。 くつ下 ・手 袋(39)は 必 需度 が少 しつ つ 落 ちてlnる が,こ れ は

世 帯 人員 の減 少 に よる効果 が 強 い と思 われ る。 生 地 糸i類(40)は 急 激 に必 需 度

が 落 ちて い る が,和 服,洋 服,セ ー ター な どの大 量 生 産,コ ス ト ・ダ ウ ンの

影響 に よ る相対 価 格 の変 化 に よる と ころが 強 いか らで あ る。 ま た寝 具(41),

履 物(42)は と もに横 ばい 状 態 に あ る。 ま たか さ類(43)の 必 需 度が 落 ちて1《る

の も,ス トック効果 を加 味 して判 断 す る必要 が あ る と思 わ れ る。 服 飾 品(44),

他 の被 服 費(45)は と もに 必 需度 が上 る傾 向 を持 ってい る。
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 最 後 に 厂雑 費 」につ い て調 べて み よ う。 保 健医 療(46),ち り紙(47)は 必 需

度 が 上 る傾 向 を示 して 澄 り,洗 剤(48)は 横 ば い に な って い る。 こ こで 自動車

関 連(51)を 調 べ る と,原 点 を越 え て右 側 に矢 印が 延 び る形 で 必 需度 が 上 って

い る。 これ は ス トック 効果 ま で を考 え れ ば,実 に お どろ くべ きス ピー ドで漸

近 線 の シ フ トが 起 ってい た こ とを示 す もの で ある。 ま た教 育(52)も 必 需 度 が

上 る方 向 にあ る。 タ バ コ(58)の 必 需 度 が 少 しつ つ落 ちてい るが,こ れ は タバ

コをす わ な くな っ た こ とで は な く・ タバ コを世 帯 主 が購 入す る場 合 には ,そ の

他 の 雑 費(59)の こず かい に含 まれ る か らで あ る。 従 って家計 で 購入 す るタバ

コの必 需 度 は下 って い る よ うに み え るの で あ る。 そ して雑 費 全 体 と してみ る

と,必 需 度 は上 昇 す る 方向 を示 して 澄 り,こ の傾 向 は生 活 の高 度化 を示す一

つ の指 標 に な る。

 これ らの結 果 をふ ま え て(図21)の よ うな8つ の パ ター ンで 分類 を行 っ

た。(図21)は 漸 近 線 の傾 向 と,そ の傾 向 が原 点0を 中心 と して どの よ う

な位 置 関係 に あ る か を分類 した もの で あ る。 そ して原 点0は 価 格 弾 力性 が 弾

力 的 か非 弾 力的 か を分 け る軸 で もあ る こ とは 第1章 で述 べ た と澄 りで あ る。

また(図21)に 基 い て 各費 目の分 類 を行 った結 果 が(表6)に 示 さ れ てい

るo

       図21  必需度の傾向の変化 一8つ のパ ターン ー
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表6 必 需 度 の 分 類

分類 5大 費 目 費        目

CI)

④

食 料  費

住 居  費

光 熱  費

被 服 費

雑    費

日本 酒(18)

電 気 器 具(28)*,ラ ジ オ ・テ レ ビ(29)*,電 気 器 具(30)*

くつ下 ・手 袋(39),か さ 類(43)

聴 視 観 覧 料(55),タ バ コ(58)

〔n〕

③

食 料  費

住 居  費

光 熱  費

被 服 費

雑    費

乾物(13),そ の他 の酒類(20)

台所 用品(27)光 家 具(31)*,そ の 他の住居費(32)*

寝具(41)*

交 通 通信(50),印 刷 物(54),他 の教養娯楽用品(56)*

〔皿 〕

◎

食 料  費

住 居  費

光 熱  費

被 服  費

雑    費

鮮魚(5),貝 類(6),塩 干 魚介 く7),乳 卵(9),ビ ー ル(19),外 食(22)

家 賃地代(23)

服 飾品(44)

そ の他の理容衛生(49),教 育(52)

〔N〕

⑥

食 料  費

住 居  費

光 熱  費

被 服 費

雑    費

肉類(8),果 物(17),飲 料(21)

設 備 修繕(24)

電 気 代(33)

和 服(36)*,洋 服(37)*シ ャ ツ ・下着(38)

自動 車関連(51)*,他 の 教養娯楽費(57)

〔V〕

⑤

食 料  費

住 居  費

光 熱  費

被 服 費

雑    費

麦雑穀(2)

他 の光熱 費(35)

生 地 糸類(40)

〔Vl〕

0

食 料  費

住 居  費

光 熱`費

被 服  費

雑    費

米類(1)

CW)

⑧

食 料 費

住 居  費

光 熱 費.

被 月艮 費

雑    費'

パ ン(3),葉 茎 類(10), ,根 菜(11),加 工 食 品(14),調 味 料(15)

履 物(42)

洗 剤(48),文 房 具(53),

〔V皿〕

◎

食 料  費

住 居  費

光 熱  費

被 服 費

雑    費

めん ・その他(4),他 の野菜(12),菓 子(16)

水道 料(25),食 器(26)

ガス代(34)

他 の被服費(45)

保 健 医療(46),ち り紙(47),そ の他の雑 費(59)

(注) *印 は 「全国消費実態調査報告」(総 理府統計局)に おける耐久消費財編に

   含まれる消費財を含む費目
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 〔1〕型 は昭 和33年 の漸 近 線 の 位 置 が 原点 の左 に あ り,傾 向 的 に左 へず れ

る費 目で あ る。 食 料 費 と して 日本 酒,住 居費 と して 耐久 財,被 服 費 で は くつ

下 ・手 袋,か さ類 雑 費 と して聴 視 観 覧料,タ バ コが あげ られ て い る。 〔1〕

型 の特 徴 は,消 費 構造 の変 化 に 伴 っ て必 需度 が下 る費 目で,価 格 弾 力 性 につ

い て い え ば常 に弾 力 的 で あ る費 目で あ る。 た だ耐 久 財 につ い て は,前 と同 じ

理 由 で,は っ き りと結 論 付 け る こ とは 避 け た い。

 〔皿〕型 は漸近 線 の位 置 が原 点 の 左 側 にあ り,漸 近 線 の位 置 が 傾 向的 に安 定

して い た 費 目で あ る。 従 って価 格 弾 力 性 は弾 力 的 で あ る費 目で ある。 〔皿〕型

には食 料 費 と して乾 物,そ の他 の 酒 類,住 居 費 と して台 所 用 品,家 具,そ の

他 の住 居 費,被 服 費 と して寝 具,雑 費 と して交 通 通 信,印 刷物,他 の教 養娯

楽 用 品 が あ るQ〔 皿〕型 の特 徴 は,消 費 構 造 の変 化 の 中 で も安 定 した,大 きな

変 化 の お こ らな い費 目で ある とい うこ とが い え よ う。 概 して 〔1〕型 や 〔皿〕型,

ただ し耐 久財 につ い て の 明 確 な結 論はいえないが,こ れ らのタイ プの特 徴 は,消

費 構造 の変 化 の 中 で大 き く変 化 す る 可能 性 は 少 い 費 目で あ る とい うこ とが い

え るQ

 次 に 〔皿〕型 で あ るが,〔 皿〕型 は 漸近 線 の位 置 が観 測 期 間 の14年 間 で は原

点 よ り左 側 に:あるが,傾 向 と して必 需 度 が上 る方 向へ 変 化 した費 自で あ る。

〔皿〕型 は 食料 費 に つい て 鮮 魚,貝 類,塩 干 魚介,ビ ー ル,外 食 の5費 目が あ

り,,住 居 費 と して家 賃 地代 ・被 服 費 と して 服飾 品,雑 費 と して そ の 他 の理容

衛 生,教 育 が あげ られ て い る。 この タ イブ も価 格 弾 力性 は 弾 力 的 で ある。 こ

の 〔皿〕型 の特 徴 は,後 述 の 〔IV〕型 よ りは 観 測期 間 の 中 で変 化 が 少 ない が,年

々必 需度 が上 る傾 向 を持 つ 費 目で,今 後 の 消費 構造 の高 度 化 の 中で変 化 を与

え る 可能 性 を も った 費 目で あろ う。 も っ と もこの よ うな こ とが い え るの は,

消費 構造 の 高度 化 が 現 在 観 察 され た14年 間 と同 じよ うな外 生 要 因 お よび内

生 要 因 の 下 に 澄 い て で あ る とい った意 味 で,条 件 付 きの 可能 性 で あ る。

 〔1V〕型 は 昭和33年 には 漸 近線 の位 置 が 原 点 の 左 側 に あ ったが,14年 間

に 原点 をま た い で漸 近 線 の位 置 が右 側 に きて しま った とい う費 目で,大 き く
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右 に シフ トす る傾 向 を持 った費 目で あ る。 価 格 弾 力性 は弾 力 的 か ら非弾 力的

に変 化 した 費 目で あ る。 〔IV〕型 には,食 料 費 と して 肉類,果 物,飲 料 が あ り,

住居 費 と して は設 備 修 繕が あ り,光 熱 費 で は電 気代,被 服 費 では 和 服,洋 服,

シ ャ ッ ・下 着,雑 費で は 自動車 関 連,他 の教 養 娯楽 費sと い っ た費 目が含 ま

れ る。 これ らの 諸 費 目は,14年 間の 消費 構造 の変 化 の 中 で,特 筆 す べ き変

化 を も った 費 目で ある。

 一 方,〔V〕 型 につ い て考 え て み よ う。 〔V〕型 は 昭 和33年 には 漸近 線 が原

点 の右 側 に あっ たが,46年 に は 原点 を こえ て左 側 に 移 った費 目で あ り,価

格弾 力 性 で い え ば,非 弾 力 的 か ら弾力 的 に移 行 した 費 目で あ る。 食 料 費 で は

麦 雑 穀,光 熱 費 では 他 の光熱 費,被 服 費 で生地 糸類 が 上げ られ てい る。 この

〔V〕型 も14年 間 で大 き な変 化 を とげた 費 目で,急 激 に必 需 度 が 落 ち た費 目

で ある。

 〔Vl〕に つ い ては 〔皿〕型 と対称 形 を な して い るQつ ま り観 測 期 間 を通 じて 必

需 的 で あ るが・ そ の傾 向 は年 々下 って きて左へ 漸 近 線 が シ フ トしてい る 費 目

で あ る。 この ㎝ 〕型 の価 格 弾 力性 は非 弾 力的 で あ る。 〔Vl)型に は食 料 費 の 中

で米類 だ け が入 り,あ とは どの 費 目 も この 型 に は入 って い ない。

 次 に 〔皿〕型 に移 ろ う。 〔皿〕型 は 〔皿〕型 の逆 で,漸 近 線 が原 点 の右 側 に あ り,

漸近 線 の位 置 が安 定 してい る費 目 であ る。 そ して 当 然 価 格 弾 力性 は非 弾 力 的

で ある。 食 料 費 で は パ ン,葉 茎類,根 菜,加 工 食 品,調 味料 の5費 目が あげ

られ て い る。 ま た被 服 費 は 履物 が あげ られ て い るが,履 物 の 漸近 線 は 非 常 に

微 妙 で,昭 和35年,40年,45年 の3力 年 だ け をみ る と 〔V〕型 の よ うに

み え る が,毎 年 の傾 向 をみ る と,原 点 を 中心 に して漸 近 線 が ふ れて い る こ と

が わ か る。 従 っ て一応 は ㎜ 型 に格 付 けは しては い るが,〔 皿〕の 中 で は む し

ろ特 殊 な費 目 とい って よい。 また雑 費 と しては 洗 剤 と文 房具 が この タイ ブ に

な って い る。 この型 も前 に述 べ た条 件 付 きで,今 後 も安 定 した傾 向 を もって

い くだ ろ うと思 われ る。

 最 後 に 〔恤〕型 に移 ろ う。 〔恤〕型 は 昭和33年 に 知 い て,漸 近 線 が原 点 の 右
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)価格弾力性(実 際値において35,40,45年 所 得 弾 力性7表
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側 に位 置 して 於 り,14年 間 に さ らに右 ヘ シ フ トした 費 目で あ るQ極 端 に い

え ぱ 〔皿〕型 と 〔N〕型 の進 化 した形 といえ る。 この 醗 〕型 に は食 料 費 と して め

ん ・そ の他,他 の野 菜,菓 子 が入 り,住 居 費 と して は 水道 料,食 器,光 熱費

と しては ガ ス代,被 服 費 と して は他 の被 服 費,雑 費 と して は保 健医 療,ち り

紙,そ の他 の雑 費が 入 るo

 この よ うに して8つ の型 に分 類 し,そ れ らの特 徴 と,そ の 中 に含 まれ る費

目を 調 べ た が,も うひ とつ 別 の角 度 か ら,こ れ らの8つ の型 を再 統 合 してみ

よ う。 再 統 合 に よって 新 た に3つ の範 疇 に分 類 し直さ れ る。 そ れ らは,そ れ

ぞ れ④ 型,⑧ 型,◎ 型 と分 け られ,④ 型 には 〔1〕,〔V〕,㎝ 〕,型 が 含 まれ,

⑧ 型 には 〔皿〕,卿B型 が 含 まれ,⑥ 型 には 〔皿〕,〔1V〕,〔vin〕 型が 含 まれ る。

(図21)の 下 段 にそ の対 応 が 明示 され て い る。 ④ 型 の特 徴 は,消 費 構造 の

高 度 化 の過 程 で,必 需 度 が低 下 して い く費 目の集 合 体 で あ る。 言 うま で もな

い こ とだ が,④ 型 に含 まれ る耐久 財 に つい て は,特 殊 ケー ス で あ り,一 括 し

て④ 型 の特 徴 で あ る とい って は な らない こ とは注 意 して 澄 く必要 が ある。 こ

の よ うな④ 型 は,別 の言 葉 でい え ぱ,一 種 の 劣 等 財 的 な性格 を持 ち,経 済発

展 の過 程 で競 争 力 の弱 ま りつ つ あ る費 目で あ る といえ よ う。 ま た㊥ 型 は 消費

構 造 の変 化 の 中 に 診 い て も,大 きな変 動 が な く,安 定 してい る費 目で あ る。

そ して最 後 の◎ 型 は消 費 構造 の 高度 化 に積 極 的 な役 割 をは た した 費 目で あ る

とい うこ とに:なるo

3.2節 需 要 の 弾 力 性

 第1章 で価 格 弾 力 性 と必 需 度 の 関係 は 明確 に な って い る が,必 需 度 が 高い

場 合 つ ま り漸近 線 が原 点 の 右 側 に ある場 合 は 当 該 財 の価 格 弾 力性 は 非 弾 力的

で あ る こ とが解 析 的 に決 って い る。 そ して 前節 で詳細 に 必 需度 を調 べ た こ と

か ら,価 格 弾 力 性 が 弾 力 的 で あ るか非 弾 力 的 で あ るか はす ぐに わか る。(表7)

では 昭和35年,40年,45年 の所 得 弾 力 性 と価 格弾 力性 の値 が 示 され て

い る。 こ こで気 が つ くこ とは 所得 弾 力 性 と仙 格 弾 力性 の絶 対 値 が 非 常 に近 い
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値 で ある とい う ことで あ る。 この 事実 と先 の(表4)に 記 した交 差 弾 力性 の

動 向 をみ る こ とに よ って,交 差 弾 力 性 の値 は非 常 に小 さい もの で あ る とい う

こ とが結 論 付 け られ る。             (

 従 来 費 目を分 割 す れ ば す るほ ど代 替 財 が 明確 に な っ て交 差弾 力性 が大 き く

な るだ ろ うと考 え てい た が,60費 目分割 では代 替 財 をは っ き り した形 で と

らえ る こ とは で きなか ったQ逆 に(表4)を み る と,交 差 弾 力性 が0.1以 上

の費 目は 圧 到的 にそ の他 の雑 費(59)が 多 い。 そ の他 の雑 費 は仕 送 金,負 担 費,

保 険 料,贈 与 金,こ づ か い な どをま と めた もの で,金 額 と して も他 の費 目と

比 較 して大 き く,漸 近 線 の位 置 も一 番 右 に よ って い る 費 目で あ る。 も しそ の

他 の雑 費 を さ らに:細か く分 割 す れば,仕 送 金そ の他 の最 低 必要 臨界 量 はず っ

と 左 に寄 って きて,交 差 弾 力性 は小 さ くな るだ ろ うQこ う考 え る と交 差 弾 力

性 は本来 小 さ い もの で は な い だ ろ うか とい う推測 が され よ う。 一 方,60費

目で は分 類 が ま だ粗 す ぎ るの か も しれ ない。 この解 答 は100費 目な り200

費 目分 割 をや ってみ ては じめ て わ か る こ とで ある。

 最 後 に(表8)に 昭和45年 の所 得 弾 力性,価 格 弾 力性,交 差 弾 力性 の値

を示 して診 く。 一般 均 衡型 消 費需 要 関 数 は

(3.2)崎 ≒y一(%+讐)幽

           +f≒ 」羣1(・・1+bjm+・ 」Hj)P」
             i

であるから・所得弾力磯 鯔 弾力性Eq;Ep
;・ 交差弾力性甜 はそれぞれ

次 の よ うにな る

店

y

E

E

旦里=

Ep;
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a;  y

Σ αj Pi qi
i
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 i

a;

Z,a_, iJ

    P;q;

(α ・・+bjm+・jHj)Pj            (
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 29 EQ29 
 --3Q_ 3Q 

 31 EQ31

-.01008 

-.01029 
-.01244 
-.01576 
-.00854

.00351 

•00359 
•00434 

.00549 

•00298

  32 F032 -.00916 .80-319..-.__.
•00191 
.00156 
•00246 

.00195 

.00200

-.00710 
-,00780 
-.01042 

-.01951 
-.02098 

-.- . 01.712 
-.01380 
-,02021 
-.01832 

-.01424 
-.01064 

-.01247 
 -.02 .748 
-.02804 
-.03391 
-.04295 
-.02327 

  .11249_7.

 33 E033 

 34 EQ34 
 35 EQ35 

--3i. EO6 
 37 Eu37

-.00547 
-,00446 
-.00707 

-.00561 
-.00574

  38 Eu38 -.00468 .00161

-.01490 
-.01216 

-.01927 
-,01528 
-.01563 
- -t-01-2-75-

 39 EQ39 
- -40 EQ40 

 41 Eu41 
__ 42_ E042  4

3 E043

-.00754 
-.00626 
-.00722 
-.00626 
-.00925

•00263 

•00218 

•00252 

•00218 

.00322

 44 EQ44 -.00822 .00286

-.02055 
-.01705 

-.01968 

-.01707 

-.02521 

-.02239

   t-P15 
-.00803 
-.07044 
-.01015 
-.1 .10641 
-.01204 
-.01465 
-.01327 
-,00990 
-.01247 
-.00325 
-.00594 
-.00491 
-.01216 
-.00462 
-.44842 
- .00486 
-.00650 
-.01216 
-.01308 

-,.01.067 
-.00860 
-.01259 
-.01141 
-.00887 
-.00663 
-.-04777 
-.01713 
-.01748 
-.02113 
-.02677 
-.01450 
.-..Il155b 
-.00929 
-.00758 
-.01201 
-.00952 
-.00974 

-_t_0117.95 _ 
-.01281 
 •01063 

-.01226 
-.01064 
-.01571 
-.01396 __

  FP16 
-.01055 
-.09257 
-.o1333 
-.00843 
-.1)1583 
-,01925 
-.01744 
-.01301 
-.01639 
-.00427 
-.00780 
-.00645 
-.01597 
- ..-00607 
-.00582 
-,49363 
-.00854 
-.01598 
-.01719 
-. .01403 
-.01130 
-.01655 
-.01500 
-.01166 
-.00871 
-.01021 
-.02251 
-.02297 
-.02777 
-.03518 
-.01906 
- -.Q2II45 
-.01221 
-.00996 
-.01578 
-.01252 
-.01281 

-.01683 
-.01397 
-.01612 
-.01393 
-.02064

    .4.1834 _--.

45 E(45 
46 E046
47 EQ47 
48 EQ48

 49 EQ49

-.00466 
-.00225 
-.00449 
-.00492 
-.00640

.00162 
•00078 
•00157 
•00172 
•00223

-.01269 
-.00612 
-.01224 
-.01342 
-.01745

-.00791 

-.00382 

-.00763 

-.00836 

-.01088

  50 E050 -.01392 •00485 -.03792 _ -•02363

-•01039 

-.00501 

-.01003 

-.01099 

-.01429

   FP17 
-.00753 
-.06610 
-.00952 
-.00602 
-.01130 
-.01375 
-.01245 
-.00929 
-.01171 
-.00305 
-.00557 
-.00461 
-.01141 
-.00434 
-.00416 
-.00456 
-.65757 
-.01141 
-.01227 
-.01001 
-.00807 
-.01182 
-.01071 
-.00833 
-.00622 
-.00729 
-.01607 
-.01640 
-.01983 
-.02512 
-.01361 
-.. II 14fi4 
-.00872 
-.00711 
-.01127 
-.00894 
-.00914 
-.0 .(1746 
-.01202 
-.00997 
-.01151 
-.00998 
-.01474 

  01-310 
-.00742 
-.00358 
-.00716 
-.00785 
-.01021

-.00528 

-.01728 

-.00951 

-.02078 

-.01342

                8_ -.03106 -90221

51 EQ51 
52 E052

 53 E053 
  54 EQ54 __ _ _ 

 55 E055 
 56 E(56

-.00311 
-.01018 

-•00560 
-.01223 
-.00790 
-.01722

.00108 
•00355 

•00195 
•00426 
.00275 
.00600

-.00847 
-.02773 

-.01525 
-.03334 
-.02153 
-.04691

-.00694 

-.02271 

-.01249 

-.02730 

-.01763

-.00495 

-.01622 

-.00892 

-.01950 

-.01259

-.03842 -.02744

 57 E(57 -.00508 
 58 EQ58 -.0.073_6 
 59 EQ59 -.00056

.00177 -.01385 -.00863 -.01135 -.00810 
•00256 -.02005 -.01249 -.01642 -.01172 

.00020 '-.00153 -.00096 -.0012_6 -.00090

-1 5 8-



      EP1.8 
   .00197 

   .01645 
   .00237 
   .00150 

   .00281 
   .00342 
   .00310 
   .00231 
   .00291 
   .00076 
   .00139 
   .00115 
   .00284 

    .001.08 
   .00103 
   .00113 
   .00152 
 -1.21651 

   .00305 
   .00249 
   .00201 

   .00294 
    .002.66 

   .00207 
   .00155 

   .00181 
   .00400 

   .00408 
   .00493 

   .00625 
   .00339 

   .00363 
    .002.17 
   .00177 

   .00280 
   .00222 
   .00227 
   .00186 
   .00299 
   .00248 
   .00286 
   .00248 
   .00367 
   .00326 
   .00185 
   .00089 
   .00178 
   .00195 

   .00254 
     P .-D 05,52 

   .00123 
   .00403 
   .00222 

   .00485 
   .00313 

   .00202 
   .00292 
   .00022

 FP19 
.00163 
.01432 
.00206 

.00130 

.00245 

.00298 

.00270 

.00201 

.00254 

.00066 
.00121 
.00100 
.00247 
.00094 
.00090 
.00099 
.00132 

.00247
-1.30872

.00217 

.00175 

.00256 

.00232 

.00180 

.00135 

.00158 

.00348 

.00355 

.00430 

.00544 

.00295 

.00316 

.00189 

.00154 

.00244 

.00194 

.00198 

.00162 

.00260 

.00216 

.00249 

.00216 

.00319 

.00284 

.00161 

.00078 

.00155 

.00170 

.0.0221 

.00.480 

.on107 

.00351 

.00193 

.00422 

.00273 

.00594 

.00175 

.00254 

.00019

 EP20 
.00028 
.00250 
.00036 

.00023 

.00043 

.00052 

.00047 

.00035 

.00044 

.00012 

.00021 

.00017 

.00043 

.00016 

.00016 

.00017 

.00023 

.00043 

.00046
-1.06975

.00030 

.00045 

.00040 

.00031 

.00024 

.00028 

.00061 

.00062 

.00075 

.00095 

.00051 

.00055 

.00033 

.00027 

.00043 

.00034 

.00035 

.00028 

.00045 

.00038 
.00043 
.00038 
.00056 
.00049 
.00028 
.00014 
.00027 
.00030 
.00039 

000084 
.00019 
.00061 
.00034 
.00074 

.00048 
90-0-1-0-4 

. .00031 
.00044 

.00003

  EP21 
-.00161 
-.01411 
-.00203 
-.00128 
-.00241 
-.00293 
-.00266 
-.001 .9H. 
-.00250 
-.00065 
-.00119 
-.00098 
-.00243 
-90 ,009.3 
-.00089 
-.00097 
-.00130 
-.00244 
-.00262 
-.00214 
-.86399 
-.00252 
-.00229 
-.00178 
-.00133 
-.0.156 
-.00343 
-.00350 
-.00423 
-.00536 
-.00291 
-.00312 -
-.00186 
-.00152 
-.00241 
-.00191 
-.00195 
-.00 .159-
-o00257 
-.00213 
-.00246 
-.00213 
-.00315 
-tQQ28Q -
-.00158 
-.00076 
-.00153 
-.00167 
-.00218

 FP22 
.01046 
.091P2-.. 
.01322 
.00836 
.01570 
.01910 
.01730

 EP23 
.00356 
.03127

   01241_____

.01626 

.00423 

.00774 

.00640 

.01584

.-k00602

-1

 .00450 
 .00285 

.00535 
 .00650 
.00589 

.- .n044n

.00577 

.00633 

.00847 

.01585 

.01705 

..01391. _ 

.01121 
,24648 
.01488 

.01157 
   64

.00554 

.00144 

.00264 

.00218 

.00540 

:_00205
.00197 
.00216 
.00288 

.00540 
.00581 
.00474

           .00382 
          .00559 
         -1.13950 

           .00394 

.008 .00294 

,a' -ate-- - --. 00345
.02232 

.02278 

.02754 

.03490 

.01891 

.n2n2A.

.01211 

.00988 

.01566 

.01242 

.01270

.00760 

.00776 

.00938 

.01188 

.00644 

.nnAgt

.00412 
.00336 
.00533 

.00423 
.00433

'0103.6_ --. . 0 0 :353
 .01669 
 .01385 
 .01599 
 .01387 
 .02048 
 901 1

.00569 

.00472 

.00544 
.00472 
.00697

.01031 

.00497 

.00994 

.01090 

.01418

  .00620

.00351 

.00169 
.00339 
.00371 

.00483
-&00473 .03081 - .01049
-.00106 
-.00346 
-.00190 
-.00416 

-.00269

.00688 

.02253 

.01239 

.02708 

.01749

.00234 
.00767 
.00422 

.00922 

.00596
  -.00586 .03911 .01298

-.00173 
-.00250 

-.00019

.01125 

.01628 

.00125

.00383 
.00555 
.00042

-1 5 9-



YEAR 45 
  1 Eu 1 
 2 E u 2 
 3 Eu 3 
  4 Eli 4 
 5 EU 5 
 6 Ew 6 
  7 E U- 7 
  8 Eu 8 
 9 EQ 9 
 10 Eu10 

 11 EGrll 
 12 Eu12 

13 EU13 
 14 E014 

15 E015 
16 EQ16 
17 EW17 

 18_ EQ18 19 E
Q19 
 2n EQ2o 

21 EQ21 
 22 E_Q22 

23 EQ23 
24 EQ24 
25 EQ25 

 2b F Q2b 
 27 EQ27 

 28 Fw28 
 29 EQ29 
 3D F.Q.3D 

31 Eu31 
32 ES2 
33 Eu33 
34 EQ34 
35 EQ35 
36 EQ36 3

7 Eu37 
38 EQ3g 
39 E(39 
40 Ew40 
41 EQ41 
42 E042 
43 EQ43 

 44 E,Sy44 
45 EQ45 
46 EQ46 
47 EQ47 
48 E048 
49 EQ49 
Q EQ50 
51 E(51 
2 E952 
53 EQ53 
54 EQ54 
55 E055 

 5h FOS 
57 EQ57 
5$ EQ58 

 59 EQ59

  EP24 
-.00167 
-.01464 
-.00211 
-.00133 
-.00250 
-.00304 
-.00276 
-.00206 
-.00259 
-.00067 
-.00123 
-.00102 
-.00253 
-.00096 
-.00092 
-.00101 
-.00135 
-.00253 
-.00272 
-.00222 
-.00179 
- ..00262 
-.00237 
-.89161 
-.00138 
-.00161 
-.00356 
-.00363 
-.00439 
-.005 .56 
-.00301 
-.00323 
-.00193 
-.00157 
-.00250 
-.00198 
-.00202 
-.00165 
-.00266 
-, .00221 
-.00255 
 ,00221 

-.00326 
-.00290 
-.00164 
-.n0079 
-.00159 
-.00174 
-.00226 
-.00491 
-.00110 
-:00359 
-.00198 
-.00432 
-.00279 
-.00608 
-.00179 
- - _Q.Q26-0 
-.00020

  EP25 
-.00137 
-.01200 

-.00173 
-.00109 
-.00205 
-.00250 

-.00226 
-.00169 

-.00212 
-.00055 

-.00101 
-.00084 

-.00207 
-.00079 

-.00075 
-.00083 
-.00111 
-.00207 
-.00223 
-.00182 
-.00146 
-.00215 

-.00194 
-.00151 
-.66590 

-.00132       ,,
-.00292 
-.00298 
-.00360 
-.00456 
-.00247 
-.00265 
-.0015b 
-.00129 
-.00205 
-.00162 
-.00166 

-.00135 
-.00218 
-.00181 
-.00209 
-.00181 
-.00268 
-.0023$ 
-.00135 
-.00065 
-.00130 
-.00142 

-.00185 
-.00403 

-.00090 
-.00294 
-.00162 
-.00354 

-.00229 
-.00498 

-.00147 
-.00213 
-.00016

  EP26 
-.00067 
-.no589 

-.00085 
-.00054 
-.00101 
-.00122 
-.00111 
-.00083 
-.n0104 
-.00027 
-.00050 
-.00041 
-.00102 
-.00039 

-.00037 
-.00041 
-.n0054 
-.00102 
-.00109 
-.00089 

-.00072 
-.00105 
-.00095 
-.00074 

-.00055 
-.77964 

-.00143 
-.00146 
-.00177 
-.00224 
-.00121 
-.00130 
-.00078 
-.00063 
-.00100 
-.00080 
-.00081 
-.00066 
-.00107 

-.00089 
-.00103 

-.00089 
-.00131 
-.00117 
-.uu066 
-.00032 
-.00064 
-.00070 
-.00091 
-.0014$ 

-.00044 
-.00144 
-.00079 
-.00174 
-.00112 
-.n0Z44 

-.00072 
-.00104 
-.00008

-160-

 FP27 
.00310 
.02718 

.00391 

.00247 
.00465 
.00565 
.00512 
.00382 
.00481 
.00125 
.00229 
.00189 

.00469 

.00178 

.00171 

.00187 
.00251 
.00469 
.00505 
.00412 
.00332 
.00486 

.00440 

.00342 

.00256 

.Q000
- .1.71068

.00674 

.00815 
.01033 
.00560 
.QQkQD 
.00358 
.00292 
.00463 
.00368 
.00376 
.00307 
.00494 
.00410 
.00473 
.00410 
.00606 
.005-;~$ 
.00305 
.00147 
.00294 
.00323 
.00420 
.00912 
.00204 
.00667 
.00367 
.00802 
.00518 
.Q1128 
.00333 
.00482 
.00037

 EP28 
.00213 

.01867 

.00269 

.00170 

.00319 

.00383 

.00352 

.00262 
.00331 
.00086 
.00157 
.0013() 
.00322 
.00122 
.00117 
.00129 
.00172 
.00322 
.00347 
.00283 
.00228 
.00334 

.00303 

.00235 

.00176 

. QD2D6 

.00454
-1.74784

.00560 

.00709 

.00384 

. (11L412 

.00246 

.00201 

.00318 

.00252 

.00258 

.04211 

.00339 

.00282 

.0032_5 

.00282 

.00416 
• "319 
.00210 
.00101 
.00202 
.00222 
.00288 
.00626 
.00140 
.00458 
.00252 
.00551 
.00356 
.00775 
.00229 
.00331 
.00025

 FP29 
.01649 

.14472 

.02084 

.01317 
,02474 
.03010 
.02726 
.02034 
.02563 
.00667 
.01220 
.01009 
.02497 
.ong49 
.00910 
.00998 
.01335 
.02499 
.02687 
.02193 

.01767 

.02588 

.02345 

.01823 

.01362_ 

.01596 

.03519 
.03591

-2.07540

.05500 
.02980 
.02197 
.01909 
.01557 
.02468 
.01957 
.02002 
.4.1633 
.02631 
.02183 
.02520 
.02185 
.03228 

o Q-2-867 
.01625 

.00784 
.01567 

.01718 

.02235 

.04x5 
.01084 
.03551 

.01953 

.04269 

.02757 

.06007 

.01774 

.02567 

.00196



   EP30 
  .01083 

  .09505 
  .01369 
  .00865 
  .016?5 
  .01977 
  .01740 
  .01336 
  .01683 
  .00438 
  .00801 
  .00663 
  .01640 
  .00624 
  .00548 
  .00656 
  .00877 
  .01641 
  .01765 
  .01440 
  .01160 
  .01700 
  .01540 
  .01197 
  .00895 
  *01,048 
  .02311 
  .02358 
  .02851 

-2.64819 
  .01957 
  .02100 
  .01253 
  .01023 
  .0162.1 
  .01285 
  .01315 
  .01072 
  .01.728 
  .01434 
  .01655 
  .01435 
  .02120 
  ,-01883 
  .01067 
  .00515 
  .01029 
  .01128 
  .01468 
  :0.3189 
  .00712 
  .02332 
  .01283 
  .02804 
  .01811 
  •03945 
  .01165 
  .01686 
  .00129

 FP31 
.00490 
.04303 

.00620 

.00392 

.00736 

.00895 

.00811 

.00605 

.00762 

.00198 

.00363 

.00300 

.00743 

.00282 

.00270 

.00297 

.00397 

.00743 

.00799 

.00652 

.00525 

.00769 

.00697 

.00542 

.00405 

.00475 

.01046 

.01068 

.01291 
.01635

-1.44548

.00951 

.00567 

.00463 

.00734 

.00582 

.00595 

.00485 

.00782 

.00649 

.00749 

.00650 

.00960 

.00853 

.00483 

.00233 

.00466 

.00511 

.00664 

.01444 

.On322 

.01056 

.00581 

.01269 

.00820 

.01786 

.00527 

.00763 

.00058

 EP32 
.00318 
.02794 
.00402 
.00254 
.00478 
.00581 
.00526 
.00393 
.00495 
.00129 
.00236 
.00195 
.00482 
.00183 
.00176 
.00193 
.00258 
.00482 
.00519 
.00423 
.00341 
.00500 
.00453 
.00352 
.00263 
.00308 
.00679 
.00693 
.00838 
.01062 
.00575

-1.55413

.00368 

.00301 

.00476 
.00378 
.00386 
.00315 
.00508 
.00422 
.00486 
.00422 
.00623 
.00554 
.00314 
.00151 
.00303 
.00332 
.00431 
.00937 
.00209 
.00685 
.00377 
.00824 
.00532 
.01160 
.00342 
.00496 
.00038

   EP33 
-.00222 
-.01952 

-.00281 
-.00178 
-.00334 

-.00406 
-.00368 

-.00274 
-.00346 
-.00090 
-.00165 
-.00136 
-.00337 
-.00128 

-.00123 
-.00135 
-.00180 
-.00337 

-.00362 
-.00296

-.00238 
-.00349 
-.00316 
-.00246 
-.00184 
-,00215 . 
-.00475 
-.00484 
-.00586 
-.00742 
-.00402 
-.0,043 .1 
-.93399 
-.00210 
-.00333 
-.00264 
-.00270 
-, 0 02R 0--
-.00355 
-.00294 
-.00340 
-.00295 
-.00435 
-900387 _. 
-.002 .19 
-.00106 
-.00211 
-.00232 

-.00301 
-s 0 -06.5-. 
-.00146 
-.00479 
-.00263 
-.00576 
-.00372 

-.0.0810__ . 
-.00239 
-.00346 

-.00026

   FP34 
-.00258 
-.0??67 
-~ 0027 
-.00206 
-.00388 
-.00472 
-.00427 
-.00319 
-.00402 
-.00104 
-.00191 
-.00158 
-.00391 
-.00149 
-.00143 
-.00156 
-.00209 
-.003Q1 
-.00421 
-.00344

 FP35 
.00239 
.02096

.00302 

.00191 

.00358 

.00436 

.00395 

.00295

.00371 

.00097 

.00177 

.00146 

.00362 

.00138

.00132 

.00145 

.00193 
.00362 

.00389 

.00319
-.00277 
-.00405 

-.00367 
-.00286 
-.00213 

-•_00250 
-.00551 
-.00563 
-.00680 

-.00862 
-.00467 

--c005U_ ... 
-.00299 
-.76243 
-.00387 

-.00307 
-.00314 

-~0 (1256 -__. 
-.00412 
-.00342 
-.00395 
-.00342 
-.00506 

  0(149--

.00256 

.00375 

.00340 

.00264 

.00197 

.00231

.00510 

.00520 

.00629 

.00797 

.00432

  .00463 
  .00276 

       o00226 
-1.20072 

  .00283 
  .00290 
  ,00237

-.00255 

-.00123 

-.00246 

-.00269 

-.00350 

-.00761

.00381 

.00316 

.00365 

.00317 

.00468 

.00415

.00235 

.00114 

.00227 

.00249 

.00324 

.00703
-.00170 

-.00556 

-.00306 

-.00669 

-.00432 

-.00941

.00157 

.00514 

.00283 

.00618 

.00399 

.00870
-.00278 
-.00402 
-.00031

.00257 

.00372 

.00028

-161-



YEAR 45 

  1 Eu 1 

  2 Ear 2

  EP36 
-.00080 

-.00703

 F P37 
•00026 
•_00229

3 Eu 3 
4 Eu 4 
5 Eu 5 
6_ EGG 6 7 

E0 7

-.00101 

-.00064 

-.00120 
-.00146 

-.00132

   8 Eu 8 -.00099

9 Eu 9 
10 EulO 
11 E(11 
12 E(12 
13 Eu13 

14 Eu14

-.00125 

-.00032 
-.00059 

-.00049 

-.00121 

-.00046

.00033 

.00021 

.00039 
•00048 
.00043 
.._D-0_Q 32
•00040 

.00011 
•00019 

•00016 

.00039 

.00015

15 EQ15 
16 EOt16 . 
17 E(17 
-1$_ "18 
19 E(49

-.00044 
-.00049 

-.00065 
-.00121 
-.00131

.00014 

.00016 

.00021 
•00039 
.00042

 20 E020 -,f)0107 .00035
-.00086 
-.00126 
-.00114 
-.00089 

-.00066

.00028 

.00041 

.00037 
•00029 

.00022

   EP38 
-.00267 
-.02347 
-.00338 
-.00214 
-.00401 
-.00488 
-.n0442 
-.10330 
-.n0416 
-.00108 
-.00198 
-.00164 
-.00405 
-._00154 
-.00148 
-.00162 
-.00216 
-.00405 
-.00436 

.-,.n D51i- -
 21 EG 21 

-22-E(12-2 
 23 Eu23 
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YEAR 45 
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3.3節 所 得 効 果,価 格 効 果,世 帯 人 員 効 果g習 慣 形 成 効 果 の 大 き さ

 この節 では 各 種 の シ ミュv一 シ ョン を行 い,図 式 に含 まれ る諸変 数 の経済

効 果 を調 べて み る。 シ ミュ レー シ ョンは 習慣 形 成 効 果,所 得 効果,世 帯 入 員

効 果,価 格 効果 に つ い て,発 展 の形 態 に差 の ある2時 点 を比 較 し,変 化 の様

子 を調 べ る。

 習慣 形 成 効果 の シ ミュ レー シ ョン の場 合 には,昭 和35年 の 習 慣 形 成 項

 35Hi(i-1,2,…,59)に 固 定 して40年 ま で 体 系 を 動 か す ケ ー ス と 昭和40

年 の 習 慣 形 成 項 40Hi(i-1,2,…,59)に 固 定 して45年 ま で体 系 を 動 す ケ

ー ス を行 う。 そ の時 に他 の 諸変 数,所 得,価 格,世 帯 人 員 は各 年 の 実 際値 を

使 う。 本 来 は習 慣 形 成 効果 が35年 や40年 に 固定 され た場 合 は,供 給 サ イ

ドか らの リパ ー カ ッシ ョンが あ り需 要 と供 給 両 サ イ ドの一 般 的 相互 依 存 に よ

って 諸変 数 の値 が決 るか ら,各 年 の実 際 値 は 実 現 しな い。 そ こ で シ ミュ レー

シ ョンを行 う時 に消 費需 要 サ イ ドで2つ の制 約 を導 入 して 澄 く。 それ は(1)消

費支 出 金額 が正,(2)所 得 の 限 界効 用 が正 とい う2つ の制 約 で あ る。 そ して シ

ミュ レー シ ョン を や って い る間 に2つ の 制 約 の うち少 くと も1つ の 制 約 に低

触 した ら,そ こで シ ミュ レー シ ョン を止 め る こ とに した。 ま た 昭和35年 と

40年 の2時 点 を 固定 した とい うこ とは,消 費 構造 の発 展 の度 合 が5年 間 で

は大 き く違 って い るか ら,習 慣 形 成 効 果 の き き方 が2時 点 で相 違 す る と考 え

た か らで あ る。 所 得 効 果,世 帯人 員効 果,価 格 効果 も同様 の や り方 で シ ミュ

レー シ ョン を行 ってい る。 そ して3つ の効果 の 場 合 の 習慣 形 成 項 は シ ミュ レ

ー シ ョ ンの理 論 値 を使 って い る。

 習慣 形 成 項 を 固定 した場 合 には 相 対的 に習 慣形 成効 果 の き きに くい 費 目は

シ ミュ レー シ ョ ンの値 が フ ァ イ ナル ・テス ドの 値 を上 回 る傾 向 が あ るQ

 所 得 を固定 した場 合 に は 相 対的 に所 得 効果 の 小 さい 費 目は シ ミュ レー シ ョ

ンの値 が ファ イ ナル ・テス トの値 を上 回 る傾 向 を持 つ。 そ して部 分 均 衡 分析

の所 得 の弾 力 性 を一 般 均 衡 的 に と らえ た形 とい え る。

 世 帯 人 貝 を 固定 した場 合 は 相 対的 に世 帯 人 員 効果 の小 さ い 費 目は シ ミュ レ
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一 シ ョンの値 が フ ァイ ナ ル ・テ ス トの値 を下 回 る傾 向 を もつ。

 価 格 を固 定 した場 合 に は名 目 と実質 の両 面 か らと らえ て み るが,相 対 価 格

が上 っ た費 目の 実 質量 は 減 る傾 向 を もつが,名 目値 が減 少 す る か否 か は 各 費

目の価 格 弾 力性 と密 接 な関 連 を持 ってい る。

 (表9)に は 各 シ ミュ レー シ ョンの有 効 範 囲 の最 後 の年 の支 出構成 比 の変

化 を5費 目と25費 目につ い て表 わ して い る。 シ ミュ レー シ ョンは59費 目

で行 っ てい るが,み やすさの点 で アグ リゲー トした 方 が み や す いた め に5費 目

と25費 目に ア グ リゲー トして い る。 そ して 各 項 目で フ ァ イナル ・テ ス トの

値 との比較 を行 ってい る。 さ らに 価格 効 果 につ い て は 実質 値 も示 して あ る。

 習慣 形 成 効果 の場 合 は35年 か ら40年 ま で と40年 か ら45年 ま で と、

両 時 点 で5年 間 の シ ミュ レー シ ョンが で きた が,所 得 効果 の場 合 は38年 で

他 の教 養 娯楽 用 品(56)の 支 出 額 が負 に:な り,43年 で麦 雑 穀(2)の 支 出額 が負

に な った。 従 って所 得 効果 の場 合 は35年 か ら37年 まで と40年 か ら42

年 ま でが シ ミュ レー シ ョ ンの期 間 に な る。 世 帯 人 員効 果 の 場 合35年 固定 の

ヶ一ス は40年 ま で い った が,40年 の ケー ス は44年 で麦 雑 穀(2)の 支 出額'

が 負 に な っ た。 最 後 の価 格 効果 の場 合 は35年 固定 のケ ー ス は38年 で そ の

他 の雑 費(59)の 所得 の 限界 効 用 が 負 に な り,40年 固定 の ケー スは43年 の

そ の他 の雑 費(59)の 所得 の 限 界 効 用 が負 に な ったQ

 =習慣形 成 効果 に つ いて(表9)を 調 べ てみ る と,・35～40年 と も5費 目

で は食 料 費 と光 熱 費は 大 き な変 化 が な く,住 居 費 が3%ポ イン ト,被 服 費 が

40年 で1.8%ポ イ ン ト,45年 で2%ポ イ ン トの 増加 を 示 してし(る。 そ し

て雑 費 は40年 で4.6%ポ イ ン ト,45年 で5.4%ポ イ ン トの減 少 を示 して

い る。 この よ うに5費 目で習 慣形 成効 果 が相 対 的 に 強い 費 目は,雑 費,食 料

費,光 熱 費,被 服 費,住 居 費 の 順 序 で あ る こ とが わ か る。 ま た25費 目に つ

いて み る と,食 料 費 の 中で 主 食 と副食 品 の間 の代 替 が み られ る。 これ は 食生

活 の 高度化 の 裏因 と して の 習慣形 成効 果 に よる主 食 か ら副 食 へ の シ フ トを示

してい る。 また 住居 費 の プ ラスの効 果 の うち90%以 上 を家 具 什 器 が 占め て
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.
齢 り,こ の結 果 は 保 有 量効 果 と も密接 な関 係 を持 つ。 ま た被 服 費 の 内容 をみ

て もほ ぼ一 様 に プ ラス の 効 果 を示 し,家 具 什 器 ほ どでは ないが,保 有 量 効 果

を示 す よ うに見 え る。 ま た家 具 什 器 の 中 で ラジオ ・テ レ ビ(29)が0.g%ポ イ

ン ト,電 動器 具(30)1%ポ イ ン ト,家 具(31)0.5%ポ イ ン トの増 加 に な っ て

い るo

 ま た 所得 効 果 では 食 料 費 と住 居 費 の間 で代 替 関 係 が み られ る。 そ して食 料

費 の 中 で外 食 とそ の他 で区 別 が み られ る点 は お も しろ い。 所得 効 果 は40年

の 方 が35年 よ り全 体 に 弱 ま ってい る。

 世 帯人 員 は食 料 費 に きて い るの は当 然 で あ るが 被 服 費 と教 育 費 に も強 く影

響 さ れ て い る こ とが わ か る。
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ま と め

 本 論文 は新 古 典 派以 来 の 一般 均 衡 型 消費 者 選 好理 論 に基 い て,消 費者 行 動

理 論 の基 礎 研 究 を行 っ た もの で ある。 こ こで この 論文 で 明 らか に され た点 と

今 後 の方 向 をま とめ てみ よ う。

 は じめ に60費 目と い う細 い分 類 に よ る 消 費需 要 関数 を 一般 均 衡 型 の 図 式

の 中 で安 定 的 に と らえ られ た こ とが あ る。 そ して 今 まで の 実 証研 究 で16費

目分割 までは 習慣 形 成仮 説 の有 効 性 が検 証 され て きて い た が,今 回の60費

目分 類 に お いて も習 慣 形 成 仮 説 の 有効 性が 検 証 され た。 そ して さ らに保 有 量

調 整効 果 と い う新 し い フ ァクタ ー も抽 出 され た。

 ま た,第1章 で も述 べ た よ うに,選 好 関数 の特 定 化 と理 論化 に大 きな興 味

を持 って い たが,ベ ル ヌー イ ・ ラプ ラス 型 選好 関数 の漸 近 線 を経 済 理論 上 の

必 需 の概 念 と結 びつ け,漸 近線 を最 低 必 要 臨 界 量 の概 念 で理 論 化 した こ とは,

第3章 か ら も明 らか な よ うに,少 くと も今 ま で の観測 事 実 との 間 に矛 盾 は な

い と思 わ れ,経 験科 学 に 訟け る一 つ の理 論 式 と してベ ル ヌー イ ・ブ ラス 型選

好 関数 を位 置 付 け る こ とがで き る。 さ らに選 好 理 論 の必 需 度 の概 念 が 消費 需

要理 論 の弾 力性 の概 念 と解 析 的 に結 びつ け られ た こと に:よ り,今 後 の 消費 需

要 分析 を行 って い く上 に も大 き な手 が か りを一与え た こ とに な る。 そ して さ ら

に今 後 は 新型 選 好 関数 のテ ス トも行 って い くこ とに な る。

 さ らに60費 目分 割 とい う細 い分 類 で一 般 均 衡 型 消 費 需 要 関数 系 を安定 的

に と らえ た こ とは,選 好理 論 に さ か上 って,各 費 目の 費 目特 性 を5費 目や10

費 目では と らえ きれ ない ほ ど具体 的 な品 目 との 対応 と して と らえ た こ とに な

り,一 層 明 確 に各 費 目の特 性 をつ か ま え た こ とに な るoそ こで 費 目の特 性 と

して最 低 必要 臨 界量 が 正 で あ り,価 格 弾 力性 が非 弾 力的 で ある 費 目が 少 くは

ない とい う事 実 は,今 後 の 市 場理 論 あ るい は経 済政 策 の あ り方 に大 き な影響

注17) 辻 村 〔31〕,参 照 。
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を与 え る こ と にな るX170)

 そ して一 般 均 衡 図式 の 中 で60費 目の 選 好 パ ラメ ー タ ーを 安 定 的 に とら え

た こ とは,補 章 で述 べ てい る よ うに統 計 理 論 的 には 未 完 成 で は ある が,推 定

法 として完 全 決定 法 の有 効 性 を示 した もの といえ る。 そ して 統計 学 的 解 明 は

今 後 の課 題 の一 つ で あ る。

 ま た耐 久 財 に つ いて は,習 慣 形 成効 果 以 外 に,保 有 量 調 整効 果 を理 論 仮 説

と して 内蔵 させ なけ れ ば解 釈 しに くい点 が 生 じた が,こ の点 に つ い て もさ ら

に研 究 を発 展 させ て い く必 要 が あ る。注18)そ して耐 久 財 を扱 う場 合 に は家

計 の貯 蓄 行 動 に つい て も一 般均 衡 図式 の体 系 の 中 で理論 化 す る必 要 が生 じる

可能 性 は高 く,こ の点 に つ い て も未 解 決 の問 題 と して 今 後 の 課 題 の一 つ に な

って い る。注19)そ して最 後 に労 働 供 給 理 論 まで 包 含す れ ば, 「家 計 の理 論 」

は 完結 す る。

注18) Houthakker・Taylor〔9〕 では構造方程式のstate variable Q の正 負に

   よっ て習慣形成効果 と保有量 調整効果 に分類 したが,わ れわれの理論 を発展 させて

   い け ば,理 論概念 として,習 慣形成効果 と保有 量調整効果 が相対的な大きさではな

   く,両 効果を識別可能な形 として分離す ることができる。

注19)井 原 〔10〕参照。
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補 選好パラメターの推定と一般均衡型

多費目消費需要関数の導出

A.1節 選 好 パ ラ メタ ーの 推 定 と内挿 テ ス ト    ,

 選 好 関数 はベ ル ヌー イ ・ラプ ラ ス型 に特 定 化 し,世 帯 人 員 な らび に習 慣 形

成 効果 が 内蔵 され た形 にな ってい る。

       ら 

(A・ ・)uL i望1αi 1・9(a。i+bimt+・iHl+ql)

こ こ でaoi,bi, ci,αiは 選 好 パ ラ メ タ ー で あ り,mtはt年 の 世 帯 人 員,

Hl曙 慣 形成項 でH!一 ・,H}気q气 と特定化 してあ る。

(A.1)式 に おい て 限 界 効 用均 等 式 は次 の よ うに な る。

(A.2)   αi   一   αj   _λ    

pi(a・i+bim+6iHi+qi)P」(・ ・j+bjm+・ 」Hj+qj)

     (i≒j; i,j=1,2,・ ・・… ,59)

(A.2)式 の 限 界効 用 均 等 式 と収支 均等 式 を 連 立 さ せ て,59費 目に分 割 さ

れた各 費 目の 消費 需 要 関数 を 求 め る と,次 の よ うな形 にな る。

(A.3)piqi ・=籌y一(a・'+b'箋+c'H')j聖pi

        jヨ、   j望、αj

          αi

        +Sg」 ミi(・ ・j+bjm+・jHj)Pj
         j=1

                     (i=1,2,… 。・・59)

     うむ

(A・3)式 望 αj=1と ノー マ ラ イズ した と して も 洛 消 費額 関数 に入 っ

て くるパ ラ メ ター の数 は178個 にな る。178個 のパ ラ メタ ーを 推 定 す る

場 合 に普通 の最 小 自乗 法 で ば少 くと も178個 以 上 の サ・・/プルが 必 要 にな る。

時 系 列 な ら ば,年 ベ ー ス で178年 以上,月 ベ ース で も15年 近 い デー タ が
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必要 で あ る。 また も しデ ータ を 入 手 した と して も,178個 の パ ラメ タ ー の

値 を安 定 的 に推定 す る こ とは ほ とん ど不可 能 に近 い6そ こ で 推 定 上 の 工 夫

として消 費需 要 関数 を直接 フ ィ ッ トす る こ とはせ ず,限 界 効 用 均 等 式 を フ ィ

ッ トす る方法 を とっ て い る。 この 方法 は コー ノレズ ・コ ミ ッシ ョン流 に い うと

構 造 推 定 法 に な る。 そ して 限 界 効 用 均 等 式 を 推 定 して 得 られ た 選 好 パ ラ

メタ ー か ら導 出さ れ る消費 需 要 関数 系 は 厳 密 に収 支 均 等条 件 を 満足 す る。

 こ こで(A.2)式 の 逆数 を とる と,

   pi(・ 。i+bim+・iHゴ qi)
(A.4)

          a.1

      (i≒j; i,j=1,2,・ ・・… ,59)

と な り、 さ ら に(A.4)式 を 書 き 直 せ ば

(A・5)(aoi
a.、 α .1α.、 、     1      -1       1

Pj(aOj+bj鴫cjHj+qj)1

)P.+(._bL')P.m+(⊥)P。H.+(⊥)Piqi

                a.i

一鞭)Pj+(静Pi
m+(翻PjH」+÷)P」qj績

  J      J       J       J

ζな る・ こ こ翌 一*÷bi*・Cia .・i*1一 一aiai*・

1!j-a・ ・j*・ 簧 一bj*・ 舞 一 ・j*・ 罠 一 α」*÷R"と 一(A・5)

式1烙 パ ラ 〃 一a。f・bil・ ・i*・ α1・ ・。]・bj*・ ・∫ ・ αj*に 関 し て線 型

の 方程 式 にな る。 っ ま り,

                                            
(A・6)・ 。ipi+biP・i

.m+・i piHi+αipiqi

                                     

   =a・jPj+bj Pjm+cj PjHj+αj Pjqj

わ れ わ れは(A・ ・6)式 を 使 うこ とに よって ・組 の 選 好 パ ラ メ タ ー の セ ・ ト(・
。、*・

b・*…*・ 
.…*・a・ ・*・b・*・ ・∴ α・*・ … …,・ 。,鋤,♂,・,ぴ,α,♂)な ら び
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に昭 和33年 か ら46年 まで の 各年 の所 得 の限 界 効 用R・ ・*,λ,4*,… …・み6*

を求 め る こ とが で き る。

 最 も簡 単 に選好 パ ラメ ター を推 定す る方 法 は 、(A.6)式 に お げ る添 字iの

費 目を特 定 の1費 目,例 えば 第1費 目の 「米類 」 に 固 定 し,添 字jは 第2

費 目の 「麦雑 穀 」か ら第59費 目 の 「そ の他 の 雑 費 」に して,(A.6)式 の均

衡 方程 式 に シ ョック(random schock)を 加 えた 形 で最 小 自乗 法を 適用 し,

各費 目の選 好 パ ラタ ー を 推定 す る方 法 が 考 え られ る。 そ して,そ の時 に任 意

                                 
の1つ の 選 好 パ ラ メ タ ー を ノ ー マ ラ イ ズ す る こ とが 許 さ れ るか ら,α1=1と

ノ ー マ ラ イ ズ す る。 そ うす れ ば,

(A.7)q、 一 一a。 、*b、*m一 ・、*H・+a。j*(Pj)

                         P1

+bj*(m pjり+・j*(Hj弖)+αj*(q」 亙)+v

    PI       PI       P1

た だ しv～N(0,σ2)と な る。

 (A.7)式 をj-2,3,… …,59に つ い て推 定 す る と,固 定 した第1費 目

にっ い 一とは58組 のao1*,b1*,cl*が 求め られる。その推定結果は(表10)に 示 さ

れている。(表10)で は*を は らって もとの選好 パラメターに逆算 した形 にしてあるが,

第一に気が付 くことは,ao,,b,,c1の 値 が 各費 目の間 で安 定 してい な い こ とで あ

る。 さ ら に選好 パ ラメ タ ー の符 号 条 件 として,最 低 限 α.i>oが 必要 であ るが,

こ の条 件 を 満 足す る聟 目は58費 目中25費 目に す ぎ な い。 このよ うに,推 定

さ れ たパ ラ メタ ー が不 安 定 で あ るの は 多重 共 線 性(multicollinearity)の

た め で あ る と考 え られ る。 従 って,こ の 推定 法 で は安 定 した選 好 パ ラメ タ ー

の セ ッ トが 得 られ に くい こ とが 確 認 され た。

そこで推定法 として 「完全決定法 」と よばれ る推定法を採用 した。注2処の

注20) 辻 村 〔27〕,第5章,Tsuj imura・Sato〔28〕,

   辻 村 〔29〕,第15章 を参照。
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表10 最 小 自乗法 による選好 パラメータの推定
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推 定 法 は エ ラー ・モデ ル の 発 想 にな ってい る。 前 に行 った最 小 自乗 法 の 時

と同 様 に α1*=1と ノ ー マ ライ ズ して(A.6)式 を 書 き直せ ば,次 の よ うに

な る。

(A.S)q、 一 一 ・。、*一b、*m一 ・、*H、+・ 。」*(恥+

                      Pl

      bj*(mll)+・j*(Hj葺)+αj*(qj笥)

(A・8)式 の 未 知 数 は ・。 ・*・b、*・ ・},a。j*・bj*・ ・j*・ αj*の7個 で あ り ・

14年 の観 測 期間 か ら重 複 を許 さ ない で任 意 の7年 を とれ ば ユ ニ ー ク に7個

の パ ラメ ータの 値 が 決 定 され る。 これ を マ ト リク ス表 示 の形 で 書げ ぽ 、 次 の

よ うに な る。

(A.9)

1

 

2

ムし

 

↓
し

ユ

 
 

ユ

q

q

 tqq
1

一・・細 ㌔・pjtl
Pltl・ 詳lm材 ・1密Hjt・ ・1詈iq」 ち

一・・細t2・p.t2J

plt2・tgpJ tplt2m・・ξゴ;H.t2J÷ 髦q」碗

・・壽 ・・謹 ・・P't7J

Plt7・ 籌;mt・ ・.Pjt'HtPltv J・ ・1{1;qjt・

  

aol

b*1

 *

c1

 ネ

aoj

b.*J

 *
Cj

α *

j

こ こ でt、,t2,…,t7は 任 意 の 重 複 を 許 さ な い で選 択 した7年 で あ る 。(A.9)

式 は 、q=Axで あ る か ら,パ ラ メ タ ー ・ベ ク トルxぱx-A-lqで 求 ま る。

そ して 任 意 のj費 目(j-2・3・ … …59)に つ い て,各 費 目 ご と に 、4 ?

一3432個 の 標 本 点が え ら れ る。

 この よ うに して得 られ た標 本 点 の 分布 を 数理 統計 学 的 に解 明 し,選 好 パラ メ

タ ー の統 計 量 の性 質 を吟 味 す る こ とは 重 要 で あ る。 しか し,現 在 まで の と ころ

応用 面 では こ・の完 全 決 定法 が 有 力 な 推定 法 で あ る こ とが く り返 し確 認 され ては
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いて も,統 計 学的 解 明 に つ いて は,そ の 一部 しか 明 らか で は な い。注21)

注21) 西川 ・岩田 〔20〕,松 野 〔18〕,参 照。

    西 川 ・岩 田C20〕 は 入手 しに くいので,こ こで岩田暁一教授 の解法 に基 いた形で若

    干 発 展を させた形を展開 してお く。 ここでは独立変数 が1つ の場合 の完全決定法 に

    よ る推定値の分布を導 出してい る。

     X・Yは2変 量正規分布N(μ ・X)縦 う磁 変数とする・ここで…一〔寄 〕・

    x一 〔蹴1灘 である・膿 勳 ま・

    一{:∴ 歎零 毒 漏(y一 μy)2 6y}
    こ こ でxを 与 えた時のYの 条件付 き期待値は次の よ・うになる。

    (A・ ・1)E(Yl・ ・v)一 μy+・ 噐(x-icz x)

    従属変数 と独立変数1つ の場合は,2本 の方程式で完全決定ができる。

    (A・・2){鄒 ‡鵲
    .(A.12)を 解 けば,b=翅 一Y1と な る。 ここでbの 分 布を決 め,そ の性質 を調

    べ る。夸(X、,Yl)お よび?f、?iY 2)が そ れぞれ2変 量正規分;布に従い,相 互 に

    独 立 で あ る とす れ ば,結 合 密 度 関 数 は 次 の よ うに な る。

    (A.13) f(xl,x2,Yl,y2)=f(xl,Yi)f(x2,y2、)

    ま たX=X2-X1,Y =・ Y2 一一 Y1・ と し,積 率 母 関 数 を 考 え る と,

                    くカ      

    (A・14)M(t・,t・)一///!・xp〔t・,(x・ 一一 x・)+t・(y・"y・ 〉 〕                一一◎◎一◎O-OO一 ◎Q

                                  

          f(x、 ・x、,Y、・Y、)dx・dx・dyl dy2一/!・xp〔t、x、+t、y'、 〕
                             一〇〈) 一CC
                          

          f(x・,y・)dx・dy・ ・!/・xp〔 一t・x、 一t・y・ 〕f(x・ ・y、)dx・dy・
                     一◎Q一◎o

          一・xp〔μ必t・+μyt、+σx2t・2+2ρ σ∬ly賜 σy2 t・2〕 ・

           ・xp〔二μ認t、.一…Yt、+σx2t・2+2ρ σ孑σyt・t・+σy2t22〕

          一・xp〔2σx2t・2+4ρ σ躍lyt・t・+2σy2t22〕

従 ってX,Yは2変 量正規 分布N(0,Σ!)に 従 う。 ただし

(A.・5)Σ ・ 一 〔2ax22pQxaY 2pQxQy2Qy2〕

次 に ・一Y_Xの分 樅 敖 る・Uの 分布 は まさにbの 肺 で坑

              一17_g一

次頁へ続く/



        Y
(A.16){ux
      V=x

y=uv,x=vと な るからヤコビアンは,

        ay   ay

(A.、7)J一 茄 ・ 茄 一v        a
x   ax

        茄 垣 万五

σ1=V7σ 卯,σ2=籍 σyと おけば,

(A・ ・8)9(u,v)一(2π ・・σ・砺 『アもxp(1-2・)1・1

た だ し 士一Q一 ρ2)一1{(uv
,)%・2-2pai(U¥Q2+・}(駆

ここでuに 関する周辺分布を求めると,

(A・ ・9)9・(・)一 義 咳2・π・・az )一1・xp←12r)1・ld・

    一(π σ1σ2》T=ア)一10・xp〔A(溌2〕 ・d・

た だ しA=一{2(・ 一p2)}一i{(㌘ ・・z-2… 職+・}

こ こ で(VQ
1)2-tと お け ば ・(A一 ・9)式 の積 分 は ・

(A・2・)fexp
O〔A(V¥2Q1〕 ・d・一 穿 イ 覧 ・p(At)dt

    一 魯2去 〔・xp(At)〕0

    _a、2  2(1一 ρ2)

      Z+(Q2)012-2p(U201一}一1
従 って(A.19)式 は 次の ように なる。

縲 二鯖 臨 纛 弄(曜厂π(論
(A・19)ノ 式 の91(u)は コ ー シ ー 分布 に な る・(Kendall・Stuart〔12〕,

vol.1,p.268)

(A.19)!の モ ー ドを とれ ば,

(A.21)gi(u)=0 .'.u=pQ=Pa'
1

従ってuの モー ドは回帰系数 に一致す る。

 以上 に よって独立変数 が1個 の場合 の完全決定分布は コーシー分布になり,そ の

モー ドが回帰 系数 に一致す るこ とは証 明されてい る。 しかし実際に使 われている構

造方程式は独立変数が1個 ではな く,目 下行 われている消費需要分析 におけ る実験

計画 と統計理論 における仮定が厳密 に1対1対 応 した形 にはな っていない。 従 って

完全決定法 の数理統計学的 な意味付 けについては,今 後 に解 明すべ き問 題として残

されてい る。
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図21 米 類 の 頻 度 分 布
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図 .22 '肉 類 の 頻 度 分 布
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図23 保 健 医 療 の 頻 度 分 布
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 選 好パ ラメタ ーを 推定 す る た め に,完 全 決 定法 に よ って,α'=享 と ノー

マ ラ イ ズ し た 米 類(1)と 」費 目( 、j=2,3,・ ・■一,59).に 関 す る各 費 目3432個

                                    
の 標 本 点 が(A・9)式 に よ っ て 計 算 さ れ た ・ そ こ で 各 パ ラ メ タ ー ・セ ッ ト・(ao1・

b、*・ ・、*・・。」*,bj*・ ・j*・ αj*)・(j-2・3・ … ・59)に つ い て ・3432

個 の 標 本 点 が どの よ うな分 布 型 を 示 し て い る か を 調 べr(み た 。(図21)か

ら(図23)は,米 類(1),肉 類(8),保 健 医 療(46)の 頻 度 分 布 が 示 さ れ

て い る。 他 の 費 目 に つ い て も,各 パ ラ メ タ ー に つ い て2つ の 山(bi-modal)

を 持 っ た 頻 度 分 布 が 現 わ れ,2つ の 山 の モ ー ドの 値 は ほ ぼ 原.点 を 軸 と し て 対

                      
称 な 形 を示 してい る。 こ こでaoiζbiの 山 は は っ き り2つ に 分離 され て い

るが ・・i*と αi*は そ の山 が非 常 嗾 近 してい る・

 このbi-rnoda1な 分 布 の 出現 は二 つ の意 味 で興 味 が あ る。 一 つ は数理 統 計

学 的な意 味 で,こ の よ うな分 布 が 生 じた 原 因 お よび統計 的性 質 を 明 らか にす る

こ とで あ る。 も う一 つ の 興 味 は,選 好 関数 の特定 化 に付 随 した 選 好 パ ラメ タ

ー推 定 の手 続 きに あ る。

 今 回 の特 定 化 ぱベ ル ヌー イ ●ラ プ ラ ス型を 採 用 してい るが,,ゴ ッセ ソ型 に

特 定 化 してい た こ とが あ った 。注22)2つ の選 好 関 数 にお け る限 界 効用 式 を書

げば,そ れ ぞ れ

(A・22)ll

i-a。i+bi蓋'+,iHi+qi

    au(A
.23)       =aoi十bim十ciHi十aiiqi    a

q.
      1

(A.22)式 が ベ ル ヌ'一 イ ・ ラ プ ラ ろ 型 で,(A.23)式 が ゴ ッセ ン 型 で あ る。

次 に ベ ル ヌ ー イ ・ ラ プ ラ ス 型 と ゴ ッセ ン型 の限 界 勅 用 均 等 式 を た て て み る。

ベ ル ヌ ー イ ・ラ プ ラ ス 型 は,

注22) 辻 村 〔29〕,第15章 参 照。
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(A.24)P、(・ 。、*+b・*m+・ ・*H・+α ・*.q・)

   一Pj(a。j*+b」*m+・j*Hj+αj*qj) (j-2・3・ …59)

さ らにα1*二1と お い て,(A.24)式 を 書 き 直 す と,

                     ネ          

(A.25) qi=一ao1_blm_. ClHl

      +。 。j*£j+bj*m澱j+・j*Hj2j+α 」*皇jqj
                        Pl                    Pi         Pl     p1

ま た ゴ ッ セ ン型 は,

(A・26)P'j(・ 。・+b・m+・ ・H・+aBqi)

   一P・(・ 。j+bjm+・jHj・+・jjqj) (j・= 2・3ヂ ・'・59)

こ こ で ゴ ッセ ン型 の 場 合 に は 限 界 効 用 逓 減 の形 でa、1一 一1と ノ ー・一'マラ イ ズ

す る こ と は 無 理 の な い ノー マ ラ ィ ズ の仕 方 で あ る 。 そ こ で(A,26)式 を 書 き

直 せ ぽ,

        ・             PI     PI    PI   P1

(A・27)q・=…+b・m+c・H一a・j可}bjm可 一cjHj圷aj j可q」

と な る 。(A.25)式 と(A・27)式 のq1は 等 し い か ら ・

(A.25)=』(A.27)と 等 置 す る と,

(A・28)一a・ ・*一bum一 ・・尿H・+・ ・j*PjP
i+bj*m笥+・j*H」 慰+α 」*PjPqJ

   一a・ ・+b・m+・ 凸 一 ・・jPl bJm PIPj Pj・PIJHJp-J・PiJJpgJ

こ こ で㌦ 塾 は,ほ 騰 しい と して も大 き醸 い 脚1。 そ こで 仮 に9-Pl
                                Pj   PI Pj                     Pl

とおげば,各 項を 比較す ることによって,次 の7つ の条件がで て くる。

(A.29){=二r二二謡 譌11∴ 峠 一
j、

つ ま り各 パ ラ メタ ー につ い て 符 号 が 反 対 で,絶 対 値 が等 し くな る。 こ の こ と

を 推 定 の 手続 き とい う観点 か ら眺 め る と,bi-moda1な 分 布 が 出 た こ と と
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ベ ル ヌ ーイ ・ラプ ラ ス型 と ゴ ッセ ン型 の両 方 ともが 完 全決 定法 に ょ る選好 パ

ラメ タ ーの推 定 に有 効 で あ っ た こ と とは表 裏 一 体 の関 係 にあ る とい え る。

(1.7),(1.15),(1.16)式 で表 わ され るベ ル ヌー イ ・ラプ ラス型 の正

常型 と,ゴ ッセ ン型 の正 常 型 は,(図24)に 示 され る。

 しか し こ こで 注 意 しな けれ ば な ら ない こ とは,ベ ル ヌー イ ・ラ プ ラス型 と

ゴ ッセ ン型 の推 定上 の手 続 に 関 して関 連 性 が み っか った と して も理論 上 の 類

似 点 を示 した もので はな い とい う こ とで ある。 この点 に つい ては1章 で詳 細

図24 ベル ヌ ーイ ・ラプ ラス型 と ゴ ッセ ン 型 の推 定 上 の 関係

胤

。
。5

弋

ρ

旭

。

A し A

 、  、
/    、 、 、  、 、
/ 、 、

、
/ 丶 丶
i

、

/

丶
丶 丶
、 乙:o
＼

/
/

、、

/
/
/

丶
丶
丶 丶

蒡
菩

0

ベルヌーイ・ラブラス

型 正常型

丶

丶 ゴ・セン型
  正常型

に 述 べ た こ とで あ る。

 この よ うに して ベ ル ヌー イ ・ラプ ラス型 選 好 関数 とゴ ッセ ン型 選 好 関数 の

「推 定 上 の類 似点 」が 見 出 され た こ とは,観 測期 間 と基 準 価 格 年 に相 違 が あ

・るが
,デ ー タ と して 『家計 調 査 』の 「全 都 市全 世 帯 年 間 月当 り平 均 消費 支 出 」

を とってい る 『消 費 構 造 と物 価 』 の 中 の 所 得 の 限 界 効 用 λの値 に つ い てサ
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表12 1.類 型
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イ ド ・イ ンフォメーシ ョンとして参 考 にで きるとい うことにな る。こ うして完 全 決

定 分布 のbi-modalな 分 布 に関す る経 済 理論 的 意 味 付 げ は は っ き りした。

 次 にパ ラメ タ ー セ ッ トの 類 型 分 げ を 行 った。注23)類 型 の候 補 と して は,

αi*>0は 理 論制 約 の 中で最 も きつい もの で あ るか ら先 ど り した とし て も,

26=64通 りが考 え られ るが,実 際 に現 わ れ た の は13通 りにす ぎな い。 そ

の うちで 有 力 な類 型 と して6つ の形 が あ った。(表11)に は そ の類 型 が示 さ

れ てい る。 そ して(表12)で は各 費 目で6つ の 類型 に入 った 標 本 の 個数 溝 よ

表11 類 型 と各 パ ラ メタ ー の符 号

aラメ ター

類 型

 *
aoi b

 、*

ci

 *
a of

 ,*

bj
 *

C,
 *a
.
J

1 一 十 十 一 十 冖 千

2
一 十 十 一 十 一十. 一f一

3 十 一 一 一 一}一 一 十

4 十 『 一 十 一 一 一}一一

5 十 一 十 一F一 一 一 一f一

5 一1一 一 十 十 一 十 十

正常型

び そ のパ ー セ ン トを 示 して い る。 こ こで経 済 理論 的 な符 号 制 約 として 最 も無

理 のな いa。 ・*>0,b・*〈0,・ ・*〈0,・ 。j*>0,b」*〈0,・ 」*<0,α 」*>0の

符 号 類 型 を 正常 型 と よぶ。(表12)で み るか ぎ り必 ず し も正 常型 に標 本 点 が

集 中 して い る とはい えな い 費 目 もあ るが,経 済 理 論 的 要請 を 重 視 して,正 常

型 を 今後 の推 定の 基 本 形 と した。 しか し,推 定 を進 め て い く段 階 で正 常 型 を

は ず れる 費 目が 出 て くるだ ろ うとい うこ とは念 頭 に お く必 要 が あ ろ ㌔

 次 に正 常型 に類 型 され た 各費 目の各 々 の選 好 パ ラメ タ ー のモ ー ドを み つげ

る ことが 必 要 に な る。 元来 モ ー ドは密 度 関数f(の が 解 析 的 に決定 し てい れ

注23) 辻 村 〔29〕,PP・227～229参 照,
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ぽ,誌fω 一 ・となるx・とす れば よL・のだが ・甑 関数蠏 析的 に齪 さ

れ てい な い の で 階 級 分 け した 頻 度 分 布 か らモ ー ドを 捜 さな け れ ば な らな い。

                                            

 そ こ で 各 パ ラ メ タ ーaoi,bi,Ci,αi の 頻 度 分 布 の 形 を み る と ・

aoi*は 分 布 の す そ が 広 く 山 の 高 さ が 低 い ・ 従 っ て モ ー ド と思 わ れ る領 域

は 大 き く広 が る こ と に な る 。bi*もaoi*ほ ど は 広 が ら な い が,か な りの 広

                                                        
が りで 分布 して い る。.Ct iは 最 も広 が りが 小 さ く分 布 の 山 が 高 く ・Ciは

αi*の 分 布 よ りや や広 が った 形 を してい る。 この よ うに,パ ラ メ ター に よ っ

て 頻 度 分 布 の ち らぽ り方 が ちが い,相 対 的 に頻 度 分 布 の 山が 高 くす そ の狭 い

パラ メ タ ーの 方 が モ ー ドの位 置 を確 定 しや す い こ とが わ か る。

                                                                         

 こ の よ う に し て 求 め ら れ た パ ラ メ タ ー ・ セ ッ ト(ao1・b1・Cl・aoj・

bj*・cj*・ αj*)(j二2・3・ …59)の モ ー ド の 値 は ・ao1*・b1*・c1*

に つ い て58組 ・aoj*, bj*,cj*,αj*(j≒1)に つ い て1組 在 存 す る ・

                                       ネ
本 来 米 類(1)の パ ラ メ タ ーao1,b1,c・ は1組 し か 存 在 しな い もの で

                                     
あ る 。 そ こ で58組 の パ ラ メ タ ー ・セ ッ トao1,bi,el か ら1組 の

パ ラ メ タ ー ・セ ッ トを 選 択 し た 。 そ の た め に 限 界 効 用 均 等 条 件 を 使 っ た 。

(A.3。)  α・  一  αj  ・・ Zt

    P、t(・。・+b・mt+・ ・H, t+ q・t)Pjt(a。j+bjmt+・jHj t+qjt)

                    (」 ≒1)

λtは 所 得 の 限 界 効 用 で,λt>oが 理 論 的 に 要 請 さ れ る 。 従 っ て(A.30)式

を 書 き 直 す ど,

(A.31)・ 。、*P、t+b、*mtp、t+・ 、*H、t P ,t・+P、tq、t

   -a。j*Pjt+b」*mtpjt+・j*Hjtp」t+α 」*Pjt qjt ・ Rt*

と な り,λt*は λtの 逆 数 で あ る。

 こ こで(A.31)式 の 左 辺 を 利 用 す る と,

(A.32)a。 、*P、t+b、*mtp、t+・ 、*H、tp、t+P、tq、t・ ・一 λ、t*

と 書 げ る 。(A.32)式 の λt*は λ1t*と 書 い て お く。 そ こで(A.32)式 に完

全 決 定 分 布 か ら得 られ た58組 のao、*,b、*,c、*の モ ー ド値 を 代 入 す れ
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ば,R、t*(t-33,34,…,46)の 値 が 決 ま る 。 こ こ で58組 のa。',b、*,

Cl*とRltfに つ い て,次 の よ うな4つ の 制 約 の下 で,吟 味 を 行 っ た 。

(1海 年 のZit*が 正 で あ る こ と。

   

(2)ao1は10, 000か ら100,000の 間 に あ る こ と 。

 こ れ は58費 目全 体 を プ ー ル し た 時 の 正 常 型 のao1*が10,000か ら100,000

 の 間に61%が 入 る こ とが わ か って い るため であ る。

(3)正常 型 の個 数 が700以 上 ある こ と。

 700と い う個i数 は3432個 のほぼ20%に あ た っ て い る。

(4)R 1!・・ は1,000か ら10,000の 間 の値 で あ る こ と。

 ここ で前 述 の 『消 費 構 造 と物 価 』の サ イ ド ・イ ン フォメ ー シ ョンを 利用 し

 てい る。 そ こで は基 準 年 昭和35年 の λを3,000 とお い て お り,時 系 列

               注24) 的 に 増加 傾 向 が み られ てい る
。

上 述 の4つ の 条 件 に よっ て吟 味 した結果 が,(表13)に ま とめ られ て い る。

(1)の条 件 に よっ て26組 が 不 合 格 にな り,(2)に よ って4組 が 不合 格 に な り,

(3)に ょって24組 が不 合 格に な り,(4)に よ って1組 が 落 ち,最 終 的 に3組 の

a Ol*,b1*,c1*,λ1t*が 残 る。 そ れ ら は対10.葉 茎 類,対13.乾 物,対

5・5・聴 欟 覧 料 のa・ ・*・b'・ ど ・ λ ・t*で あ る。 さ らに上 述 の3組 のZ、t*

の時 系 列 変 化 をみ る と,対10.葉 茎 類 の λ, t*は 時 系 列 的 にや や 増加 し,対

13.乾 物 の λit*は 急増 し,対55.聴 視観 覧 料 のR, t*は 横 ば い も し くは減

少 傾 向 を示 して い る。(表14)に そ の具 体的 な数 値 が 示 さ れ てい る。 この よ

うに特 徴 の違 った3種 類 の λit*系 列 か ら1つ のZlt*系 列 を選 択 す る こ と

が 必要 に な って くる。

 今迄 は限 界効 用 均 等 式を 米 類(1)対j費 目(j≒1)の 形 で考 え て きたが,こ

こか ら59費 目全 体 の限 界効 用 均 等 式 と,誘 導 形 と して の一 般 均 衡 型 多費 目

消費 関 数 の フ ィ ッ トの よ さに関 心 が移 る。 つ ま り推 定 は限 界効 用均等 式 で行

注24)辻 村 〔29〕,p.257参 照 。
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表13 ao1, b・*, c1*の 確 定

(4)(31(2)(1)

費目 "lt*>0
*

aoi
10,000

くao1<100,000
N 700<N

*

λ140
,

1⑩00K注)

<λ1覧 。ao,ooo
,

判   定

2 0 43>000 O 20 x 17,704

3 ○ 21,000 0 16 x 1,631 △

4 0 17,000 0 50

1

x 6,142』  △
.

5 x

6 x

7 x

8 x

9 x

10 0 17,000 0 840

㌦

0 1,s7iI O ◎

11 0 25,000 O 373 X 15,815 冒L

12 0 23,000 0 489 x 1,374 △

13 0 33,000 0 1,114 0 3,456
「㌦

○ 0

14 0
`

25,000 0 48?
L

x 1,391 ヤ

15 x

16 X

旧 ヒ

广

17 x

18 0 7,000 x

19 0 5,000 x

20 0 11,000 O, 120 x 1,807 △

21 0 39,000 0 358 X 11,156

22 x

23 x

24 x

25 X

26 O 45,000 0 860
「L

0 90,4 .18 x

271 O 43,000 0 26 X 4,128 △

28 0 9,000 x

29 0 15,000 0 500 x 3,264 D

30 x

31 X

32 x

33 x

34 0 7,000 x 「

35 x

36 O 29,000 0 514 x 10,484

37 x

38 0 23,000 0 180 X 9,571 △
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表1」 っ づ き

醐 λ、t>o
*

aoi
10,000

くa。 ・*<100,000
N 700<N 驫 撒鑞 判   定

39 x

40 x

41 x

42 x

43 0 33,000 0 227 x 3,880 △

44 1, 57,000 ○ 冖 311 x 14,742

45 O 37,000 0 282 x 11,701

46 0 45,000 U 15 ?C 34,978

4? X

48 0 13,000 0 424 X 989

49 x

50 x

51 0 19,000 O 76 x S,115 △

52 0 93,000 0 330 x 47,384

53 ○ 11,000 0 65 X 3,504 △

54 0 71,000 0 462 x 49,129

55 0 20,000 0 1,07? O 5,462 0 ◎
56 O 17,000 0 61 x 9,507 △

57 0 68,000 0 178 .x 23,203

58 O 17,000 0 501 x 1,022 D

59 x

(注)参 考のた めに700〈Nの 規 準をはず した場合の λ1㌧oの 値を入れてあ る。 これに よって

  Itが}ま ぽ どのゆ なオーダーの値 を とるかがわか るであ ろ う。

  ま た△ 印は700〈Nの 規準をはずした場合 の1>000<λ 適・・<10,000に 合格 した ケース

 で あ る。.

うが,最 終 的 な フ ィ ッ トに 対 す る チ ェ ッ ク は 消 費 需 要 関 数 系 で 判 定 さ れ る か

ら で あ る 。 限 界 効 用 均 等 式 は,

(A.33)・ 。、*P、t+b、*mtp、t+・ 、*H、tp、t+pltq、t一 λ、t*

   =a.Og*pet+b$*mtpzt+C2*H2t pet+a2*p2t q2t

      *t_*tt *__tt.                          t t   
=ao5gP59十b5gmp59十c59H5gP59→ 一α5gP59q59

と な り,消 費 需 要 関数 は,
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.響

(表14)
嬾 の …*・b・f・ ・*お よ び λ・t*

費   目 10 13 55

aol* 17,000 33,000 20,000

bl* 一4
,300

一7
,700

一3
,500

C1
一 〇.oi 一 〇.oi 一 〇.i1

λ1t*

33 1,239.4 1,562.5 6,269.7

34 1,213.2 1,558.0 5,857.0

35 1,431.7 1,976ユ 5,678.8

36 1,637.6 2>539.4 5,499.6

3? 1,671.4 2,749.2 5,277.2

38 1,669.2 2,841.7 5,371.5

39 1,650.8 2,912.1 5,113.6

40 1,870.8 3,455.7 5,462.0

4.1 2,008.2 3,962.9 5,435.8

42 2,114.4 4,298.2 5,294.4

43 2,503.6 5,2S7.1 5,608.1

44 2,813.3 6,151.3 5,673.1

45 2,863.? 6,328.9 5,384.1

46 2,899.2 6,480.4 5,070.6

=
出
J
E 34八(

0るなと

    tY

・+αj*
iミj去i・

       十

(・ ・j㍉bj*mt+・j*Hjt)iミ 」毒 ・p」t

    ・+αj*i翼j表i・

i望」(・・i*+bi*tm+・i*Hit)Pit/αi*

                    ・+αj翼j毒・

は じめ に全 費 目 につ いて 限 界効 用均 等式 を作 る。 こ こで 先 に 求 めた λ、t*
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の 時 系 列 が 重 要 な 役 割 を 演 じ る。(A.33)式 よ り。

(A.35)λ ・t*一a。j*Pjt+bj*mt Pjt+・j*Hjt Pjt+αj*Pj*qj*

        (j=2,3,… ,59;t=33,34,… ,46)

し か し,(A・35)式 の 右 辺 のaoj*・bj*・Cj*,αj*に 先 に求 め た モ ー ド .

の 値 を 代 入 して も,Zi t*に 一 致 は しな い 。 この よ うな 結 果 を も た らす 原 因 .

は ・aoj*とbj*の 分 布 の 広 が りが 大 き い と ころに あ る・か り に分 散 の小 さい

・j*,αj*で 適 切 な モ ー ドが とれ て も ・分 散 の 大 き いa。j*・bj*で 適 切 な

モ ー ドが と れ な い こ と は 十 分 あ り う る。 従 っ て 先 に 決 定 した3組 の λ、t*を

使 っ て,限 界効 用 均 等 式 が 全 て の 費 目で 成 立 す るよ うに,最 小 自乗 法 を 使 っ て

aoj*,bj*,Cj*,αj*を 推 定 した 。 完 全 決 定 法 は エ ラ ー ・モ デ ル の発 想

で あ った が,こ こか ら エ ラ ー ・ ア ン ド ・シ ョ ッ ク ・モ デ ル(error and

schock mode1)に な る 。(A.35)式 を 展 開 して,

       

(A・36)・ 詳 一a・j"+ bj*mt+・j*且jt+α 」*q」+vt

こ こ でVt～N(o,σ2)で あ る 。

(A・36)式 撮 岶 乗 法 樋 用 すれ ぽ ・£。」論*・aj*・ ら*が 求 まるが ・

             ヘ          ノ          ヘ          ム

そ の 時 の 理 論 的 な符 号 条 件 はaoj*>0・bj*〈0・Cj*〈0・ α」*>0で あ

                                ネ
る 。 さ らに(A・36)式 に 完 全 決 定 分 布 の イ ン フ ォ メ ー シ ョ ンを 加 え ・Cjあ

     
るいは αjの 値に点制約を加 えた制 約付最 小 自乗法 も行 った 。 そこで,3組

の λ、t係 列 の うちで対5・5.聴 欟 覧 料 のZ、t*に つ い ては 論j*,ej*,む*,

G」*を 麦 雑 穀(2)か ら そ の 他 雑 穀 費(59)ま ・で58組 に つ い て 求 め た が ・

正 常 型 の 符 号 条 件 を示 す 費 目が 少 く,こ の λ、t*系 列 は 使 え な かった 。 しか

                      ヘ       ノ      ノ      へ

し,対10.葉 茎 類 と 対13.乾 物 の λlt*を 使 っ てaoj*・bj*,cj*,αj*

!j=2,3,…,59)を 推 定 す る と,両 者 と も正 常 型io 1'多 く,最 小 自乗 法 に

関 して は優劣の判定がつげ られなか った。

 そ こ で,2組 のZlt*系 列 か ら 求 め ら れ た そ の ぞ れ のaoi*,bi*,Ci*,

αi*(i=1,2,…59)を(A.34)式 に 代 入 し て,消 費 需 要 関 数 系 全 体 の フ
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表15 λ選択 のための費 目別.および年別 の決定係 数
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(注)レ 印は支 出金額 に負がある。
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イ ッ トを 調 べ た 。 そ の 結 果 が(表15)に ま と め ら れ て い る 。(A.34)式 の 理

論 値 と 実 際 値 に つ い て 費 目 と期 間 を プ ー ル し た 相 関 係 数 は 、 対10.葉 茎 類

の λLt*を 使 っ た ケF一 一ス は0.8637で あ り,対13.乾 物 の 場 合(* O.7029で

あ っ た 。 従 って こ こ で λit*は 対10.葉 茎 類 の 系 列 を 採 用 し,ao1遊=・17,000,

b、*=:=一一 4,3 O O,c1*一 一一 O.O 1と 米 類(1)の 選 好 パ ラ メ タ ー の 初 期 値 が 決 っ た 。

 し か し,ま だ 全'体 の 選 好 パ ラ メ タ ー の セ ソ トは 実 用 に 耐 え る 形 に は な っ て

い な い 。 な ぜ な ら ば,消 費 支 出金 額 に 負 の も の が あ っ た り,費 目 ご と の相 関

係 数 に つ い て も 高 い もの は そ の 他 雑 費(59)の0.999か ら 低 い も の は ビ ー

ル(19)の0.055 ま で フ ィ ッ トに つ い て 大 き な 広 が りが あ る か らで あ る。

 そ こ でao、*,bi*,c1*,Zlt*(t=33,34,…46)は 決 定 さ れ た 上 で

59費 目全 体 の 消 費 需 要 関 数 系 の フ ィ ッ トを 向 上 させ る た め に,aoj*,bj*,

Cj*,αj*(j=2,3,…,59)の 値 を 改 善 す る 方 向 に 進 ん だ 。 '

 一 般 均 衡 型 消 費 需 要 関 数 系 は(A.34)式 か らわ か る よ うに,j費 目の

消費 量 に つい て も当 該 費 目の 選 好 パ ラ メ タ ー と価格 と所 得 だげ の関数 では な

く,59費 目全部 の選好 パ ラ メ タ ー と諸価 格 お よび 所得 の関 数 にな って い る。

従 って1つ の費 目の選 好パ ラメ ター の 変 更 は 体 系 全 体 に 影 響 を 及 ぼ す こ

とにな るか ら,全 体 の バ ラ ンス を考 え な が ら 改 良 してい か な くて は な らな

い。 この 点 は マー シ ャ リア ンの部 分均 衡 分析 には な い推 定上 困 難 な ところ で

あ り,興 味 の あ る と ころ で あ る。

 こ こで 米 類(1)以 外 の パ ラメ ター を決 定 す る にあ た っ て,再 び 完 全決 定 分

布 に もどっ て頻度 分 布 のモ ー ドの と り方 に 修 正 を 加 え た 。 つ ま り 」費 目

      ネ       
につ い て,Cjか α」 の モー ドの値 を 完 全 決定 分布 か ら選 び 直 し,(A.36)

式を 使 って 残 りの選 好 パ ラメ ター を 最 小 自乗 法 で 推定 し,λjt*>0(t=33,

… ,46)の 制 約 を 満足 した パ ラメ ター ・セ ッ トを(A.34)式 に代 入 し,消 費

需 要 関数 系全 体 の フ ィ ッ トを上 げて い くとい う方 法 を く り返 した。

 対10.葉 茎 類 の λ1t*を 決 め たあ と,最 初 の修 正 に よって 全 体 の決定 係数

は0.9806,つ ま り相 関 係 数 で0.990,ま で 上 っ た が,消 費 支 出 金 額 が 負 に
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'表
16〔 修 正0一 ユ〕

1.消 費支 出金 額が 負 にな る 費 目

費 目番号および費目名

2 麦  雑  穀

4 め ん ・そ の 他

19 ビ   ー   ル

36和      服

年

45年,46年

39年,40年,41年,46年

36年,37年

38年

2. 決定 係数 く0.5

費目番号および費目名 決定係数 (参考)相 関係数

2 麦   雑   穀 .376? .614

4 め ん ・ そ の 他 .020噛8 .144

19  ビ    ー    ル .1998 .447

24 設  備 修 繕 .4133 .643

26 食       器 .4398 .663

40 生       類 .0277 .166

43 か   さ   類 .2265 .476

53 文   房   具 .0024 .049

58 タ    バ    コ .2483 .498

参考;全 体 の決定係数.9806(相 関係数0.990)

な る費 目が4費 目,係 定 係数 が0.50未 満(相 関係 数0.707未 満)が9費 目

あ った。 そ して 両方 に オー バ ー ラ ップ した 費 目 は3費 目で あ る。 そ の結 果が

(表 ヱ6)に 示 され る。 さら に修正 を加 えてい'く うち に,次 の6つ の チ ェ ック・

ポ イ ン トを お い て,フ ィ ッ トの悪 い 費 目の 目安 に した。

(1)消 費支 出金 額 が負 で あ る費 目

(2)相 関 係数 く0.8。

(3) タ.イル のU>0.1。
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(4)変 化 の テ ス トに 不 合 格>5。

(5)絶 対 平 均 誤 差 率>10%。

(6){'alt*一 一11>2・%。

   λjt*

7回 目の修 正 まで で 上述 の(1)か ら(6)の チ ェ ック に抵 触す る費 目が,(表17)

にまとめてあ る。こ こで み る と,59費 目中米 類(1)を 除 い た26費 目が まだ フ

ィ ッ トにつ い て満足 の い く結 果 を み せ て い ない こ とが わ か る。

 そ こで,選 好 パ ラ メ ター を さ ら に改 良 して い く上 で,(A.36)式 の最 小

自乗法 とちが った 推定 法 を考 えた 。(A.36)式 で は1方 向 の 誤差,つ ま り

所得 の限 界 効 用 の 方 向 だ け の誤 差 を考 え て いた 。 しか し,新 た に購 入 量 の 方

向の誤差を も考慮 に入れて,両 方の方 向の誤差 撮 小 化す る方法 を とっ譱24)

目的 関 数は,

       48  λit*      2             -1)X100}一F一{       、Σ 〔{((A.37) φiニ=           λ

lt*      t=8S

〈t
al
t-1)X100}2)
qi

と した。 こ こでiは 費 目の 番 号 で あ る。

 この よ うに して改 良 され た結 果 が(表18)に 示 され て い る。 こ こで わ か る

こ とは,従 来 フ ィ ッ トの悪 か った 費 目ほ ど大 き く改善 され たこ とで あ る。 相

関係 数 で は8費 目中7費 目が0.8以 上 にな り,タ イ ルρUも10費 目中6費

目が 改 善 さ れ,変 化 の テス トで3費 目,絶 対 平 均 誤 差 率 で4費 目が 改善 さ れ

た。 そ して さ ら に麦雑 穀(2)の 負 が 消 えた。 また,59費 目全 体 につ い てみ る

と,相 関 係 数 は0.9958か ら0.9972に な り,タ イル のUは0.0365か ら

0.0301に 改 善 され た。 フ ィ ッ トの悪 か っ た26費 目の選 好 パ ラメ タ ーを

(A.37)式 で修 正 す る ことに よっ て,費 目別 に 消費 需 要 関数 の フ ィ ッ トを調

べ る と,相 関 係 数 で59費 目中35費 目が改 善 さ れ,タ イ ル のUで28費 目

注24)牧 〔17〕,pp.28～31を 参 照 。
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1.消 費 支出金額 負

表17

2 

  

9 1

麦 雑 穀

ビ ー  ル

45年,46年

36年

2.相 関 係 数 く0.8

1 米   類 .797

2 麦 雑 穀 .sip

4 めん・その他 .739

18 日 本 酒 .777

19 ビ  ー  ル .793

40 生 地 糸類 .544

41 寝   具 .722

43 か さ 類 .613

52 教   育 .778

参考;全 体の相 関係数.9959

3. Theil U>0.1

2 麦 雑 穀 .323

4 めん・その他 .170

19 ビ ー  ル .166

24 設備 修繕 .113

29 ラジオ ・テレビ .104

30 電動 器具 .126

31 家   具 .104

41 寝  具 .138

52 教   育 .iis

57 他 の教 養
娯 楽 費

.117

4.変 化 の テ ス ト>5

1 米   類 6

3 ノく     ン 5

4 めん・その他 6

is 日 本 酒
F

 6

40 生 地 糸類 9

41 寝   具 6

43 か さ 類 6

〔 修 正 w〕

   5. AAPE>10%

9

2 麦 雑 穀 152.3

4 めん・その他 37.7

6 貝   類 12.4

18 日 本 酒 17.5

19 ビ ー  ル 47.2

20 その他の酒頃 14.6

24 設 備修繕 16.3

26 食   器 12.0

28 電 気器具 12.4

29 ラジオ ・テレビ 27.9

30 電動 器具 24.1

31 家   具 12.5

40 生地 糸類 14.3

41 寝   具 17.7

43 か さ 類 11.4

51 自動車関連 20.8

52 教   育 17.4

57
他 の教養
誤 楽 費

27.2

   ぺ6
. 1一 一11 20%

   λ'

4

7

9

3

4

6

6

8

9

 

1

1

3

3

3

4

4

5

めん・その他

果  物

ビ ー ル

電 気 代

ガ ス 代

和  服

保 健 医療

洗  剤

その他の雑費

33,34,35,36,37,38,

39,45,46

39年

33年

33年

33年,34年

38年

34年,35年,39年

33年,34年,36年

33年,36年,38年,39年,

45年,46年
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表18  26費 目に対す るパター ン法後 〔修正X〕 まで

費目番号および
費  目  名

収  束
ス テ ップ 相関係数 タイルのU

変 化 の

テ ス ト
RAPE 限.界 効 用 均 等

2麦  雑  穀 X ｮ.985 O.oso * 24,2

3 パ       ン 32 ｮ  1

4め ん ・その他 X x.856 >k.150 遷) 4 * 27.0
*34.36.37.38.

39.40.45.46

6貝     類 8 * 10.8

17果     物 9

、

*39年

18 日  本  酒 12 $.852 *  5 >k 14 .5

19 ビ   ー   ル X ㊥.957 *.125 >k 24 .0
*36年,37年,39年,

45年,46年

20そ の 他 の 酒 類 14 * 14.5

24設 備 修 繕 33 OO.ozo ｮ 4.2

26食     器 27 ㊥ 6.2

28電 気 器 具 34 * 14.0

29 ラ ジ オ ・テ レ ビ Z6 >K .106 >k 26 .8

30電 動 器 具 17 ｮ.072 >k 13.3

31家     具 23 ㊤.042 ｮ 8.2

33電  気  代 6 ㊥

34ガ  ス  代 9 *33年,44年

36和     服 9 *38年

40生 地 糸 類 7 >k .60? *  8 * 13.4

41寝     具 17 ｮ.934 *O.os2 ｮ  3 * 19.3

43か  さ  類 X x.883 *  5 ｮ 6.1

46保 健 医 療 8 *34年,35年,39年

48洗     剤 14
*33年,34年,36年,

46年

51自 動 車 関 連 14 >k 17 .8

52教     育 X ｩ.822 >k .123 * 19.1

57他 の教養娯楽費 19 ｮ.058 * 11.2

59そ の 他 の 雑 費 X
*33年,36年,38年,

39年,45年46年

(注)㊥ は改良,*は 改良 されていない。 max 40ス テ ップ0
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が 改 善 され,絶 対平 均 誤 差 率 で29費 目が改 善 さ れ た 。

 こ の結 果 を み る と,フ ィ ッ トの悪 か った 費 目が 大 き く改善 され,フ ィ ッ ト

が よか っ た費 目は小 さな変 動 しか なか った こ とが わ か る。 この よ うに体 系 の

一 部 を修 正 す る と ,そ の影 響が 体 系 全 体 に ま で及 び,今 まで フ ィ ッ トが よか

った 費 目の フ ィ ッ トが若 干 落 ち る とい うこ とは十 分 あ り うる。

 そ こで 前述 の(A.37)式 に よる選 好 パ ラメ ター の修 正 を残 りの32費 目に

つ い て 行 った 。 これ に よっ て若 干 の推定 上 の改 善 が あ るか と思 った が,逆 に

フ ィ ッ トの悪 い米類(1)と 生地 糸 類(40)に 全 体 の誤 差 が しわ よせ され た形 に

な っ て しまい,改 善 され た とは い えな か った 。

 そ して最 終 的 に次 の よ うな 目的 関 数 を考xて 収 束 計 算 を行 った 。

(A・38)Fr幾 轟 〔{(.舞1一 ・)x…}Z+{(qlt
qit・)刈 ・・}・〕

しか し,(A.38)式 に おい て 動 か す選 好 パ ラメ タ ー の個数 は4×59-1+14

=249と な り,(A.37)式 の18個 とは比 較 に な ら な い ほ ど大 規模 に な る

た め に,計 算 時 間 の制 約 に ょって,(A.38)式 で収 束 させ る こ とが で きな か

った。注25)こ こ まで で内 挿 テス トは終 了 さ せ た。

 ここ で 内挿 テ ス トの結 果 を簡単 に ま とめ て み よ う。注26)59費 目の うち で

選 好 パ ラメ タ ー が 正 常 型 を は ず れ る 費 目 は6費 目 あ る。 そ れ らは,麦 雑 穀 ②,

め ん ・ そ の他(4),乳 卵(9),電 動 器 具(30),く つ 下 ・手 袋(39),か さ 類(43),

で あ る 。 こ れ ら を 個 々 に み て み る と,麦 雑 穀 で はao2*<0, CZ*>0,め ん・

そ の他 で はaoJ〈0,乳 卵 で はCg*>0,電 動 器 具 で はc80*>0,く つ 下 ・

注25)

注26)

IBM370-158で1ス テ ップのCPUが45分 ほ どかか り,普 通40ス テ ップ以

上の収束計算が必要であ ると予想 されたためであ る。

選好 パ ラメター,各 費 目の理論値 の動 向,絶 対平均誤差率,変 化 のテス ト,限 界効

用均等の様子,内 挿 テス トの詳細は,牧 〔16〕を参照 されたい。本論文では,外 挿テ

ス トおよび それに合格 した選好パ ラメ ターについ て,2章 の2節 と本章 で,吟 味を

してみたい。従 って ここでは,内 挿 テス トにつ いては,相 関係数 とタイルのUに つ

いてだけ に興味を限定する。
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手 袋 で はc3g*>0,か さ 類 で はc43*>0に な っ て い る 。 こ の よ う に 正 常

型 か らは ず れ る ケ ー ス と し て はCi*>0と い う場 合 が 最 も多 い 。 Ci*>0は,

習 慣 形 成 効 果 に よ っ て限 界 効 用 曲 線 が 押 し下 げ ら れ,漸 近 線 の 位 置 を 左 に シ

フ トさ せ る こ と に な る。 そ して 相 対 的 に 習 慣 形 成 効 果 が き き に くい 費 目 で あ

る とい う こ と に な る 。

 (表19)で は 相 関 係 数 と タ イ ル のUが,費 目 ご と,年 別 に 示 さ れ て い る。

年 と費 目を プ ー ル し た 相 関 係 数 は0.997で,年 別 に は 昭 和33年 の0.995か

ら 昭 和46年 の0.997ま で 全 年 に0.99以 上 を 示 し て い る。 ま た 費 目別 に相

関 係 数 を み る と,米 類(1)の0.752か ら そ の 他 雑 費(59)の0.999ま で あ る が,

0.90以 上 が52費 目 あ り,0.9以 下 の 費 目 は,1.米 類(0.75),18.日 本

酒(0.85),35.他 の 光 熱 費(0.89),40.生 地 糸 類(0.87),43.か さ 類

(0.88),48.洗 剤(0.898),52.教 育(0.82)の7費 目 で あ る。 部 分 的 衡

分 析 で も こ こ ま で の 相 関 係 数 が あ れ ば フ ィ ッ トは 十 分 で あ り,さ ら に一

般均衡分析の特徴 である各年の 消費支出金 額の合計 は厳密に 消費支 出合 計に

一 致 す る こ と と ,各 費 目の相 対 価格 の変 化 が 直 接 に 消 費需 量 に影 響 を及 ぼ す

よ うに な って い る こ とを考 え れ ば,ほ ぼ満 足 の い け る結 果 で あ る とい え る。

タ イ ル のUにr)い て も経 験的 に0.1を 臨 界 点 とす れ ぽ ・年別 の タ イ ルのUに

つ い て は合 格 して い る。 しか し費 目別 にみ る と,ラ ジ:オ ・テ レ ビ(29)が

0.106,教 育(52)が0.124で,0.1を 越 え て い る。

 こ こ で 推定 され た選 好 パ ラメタ ー と完全 決定 分 布 の モ ー ドの位置 との関 係

に つ い て調 べ て み よ う。 な ぜな ら,本 研究 の推 定 はベ ー ス に完 全決 定 分布 を

置 いて きたか らであ る。(表20)に は 完 全決 定 分布 の モー ドの階 級番 号 と選

好 パ ラメ タ ーの 値 が 入 る階級 番号 が 示 さ れて い る。 この階 級番 号 は(図21)

か ら(図23)に 示 して あ る頻 度 分布 の 階 級番 号 で あ る。(表20)で は59

費 目の ・。i*,bi*,・i*,αi*に つ いて,各 欄 の 左側 ぱ選 好 パ ラメ タ ー の

階 級 を示 し右 側 は完 全 決定 分布 のモ ー ドの階 級 を示 して い る。 そ して右 欄 が

空 欄 の場 合 は 左欄 の数 字 と同 じで あ る。 そ して 一 番右 側 の欄 に,レ 印,○ 印'
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・表19 内 挿値 に よる 内挿 テ ス トと外挿 テ ス ト
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表19 っ づ き

費 目
相  関  係  数 Theil U

内  挿 内 挿 と 外 捜 内  挿 内 挿.と 外 挿

37 .992 .986 .025 .086

38 .994 .990 .02i .062

39 .944 .gs1 .052 .108  レ

40 .865 .079  レ .044 .155  レ

41 .935 .671  レ .084 .202 レ

42 .986 .962 .ois .ogo

43 .884 .941 .039 .037

44 .979 .917 .033 .115  レ

45 .976 .968 .032 .052

46 .994 .996 .022 .030

47 .997 .992 .015 .038

48 .898 .951 .053 .07s

49 .997 .999 .013 .011

50 .987 .984 .037 .068

51 .995 .975 .034 .133  レ..

52 .824 .909 .124 .132  レ

53 .986 .996 .024 .019

54 .969 .977 .041 .044

55 .935 .934 .036 .052

56 .991 ・996 .032 .030

57 .986 ・990 .059 .116  レ.

 58 .945 ・965. .039 .040

59 .999 ・999 .009 .0ユ2
'.A

(注)レ 印は今推 定された選好パ ラメターを使 って外挿テス トを行 った時 にフ ィッ トが悪 く

   な った費目(後 述A2.2節 を 参照 の こと)

年 相 関 係 数 タ イ ノレ の U 1年 相 関 係 数 タ イ ル のU

33 .995 .039 42 .998 .026

34 .99? .031 43 .999 .016
雪

35 .998 .024 44 .999 .ois

36 .995 .038 45 .999 .oao

3? .997 .031 46 .99? .031

38 .997 .02? 4? .996 .038

39 .995 .041 48 .991 .054

40 .994 .042 49 .982 .07s

41 .995 .039 計 .99? .993 .029 .050
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表20 完全決定分布のモー ドの階級番号 と選好 パ ラメターの値
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 (注)階 級番 号は 前述 の(図21)～(図23)を 参 照の こと。

◎ 印 が 書 い て あ るが,レ 印 はaoi*,bi*,Ci*,αi*の4つ と も階 級 が 違

                                                                            
って い る場 合,○ 印 はCiと αiの 両方 が 一致 して い るがaoiとbiの 両 方 ま

た ばい ず れか 一 方 が 一 致 しな い場 合,◎ 印 は,レ 印 と逆 に,全 て の階級 が一

致 して い る場 合 で あ る。

 は じめ に レ印の 費 目をみ る と,麦 雑 穀(2),菓 子(16),飲 料(21),か さ類(43)

の4費 目で あ る。 麦 雑 穀 は,観 測期 間を 通 じて,名 目消 費支 出 と実:質消 費支

出が と もに減 少 す る劣 等財 的 な 費 目であ る。 そ して ベ ル ヌー イ ●ラプ ラス型

選好 関数 の 性質 か ら,名 目消 費 支 出 と実 質 消 費支 出の 減 少 を 負 の所 得 効 果
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(α2*〈 0)と し て と らえ る こ とはで きな い。 また 麦雑 穀 のTdfi格が 急 上 昇 し,

そ の ため に相 対 価格 が 大 き く変 動 した とい う観 測 事実 も存 在 しな い 、,従 って

麦雑 穀 の時 系 列 変 化 を説 明す る要因 は 習慣 形 成 効 果 に求 め ざ るを えな い 。従

って,は じめ は正 常 型 で推 定を 続 げ たが,満 足 のい く結 果 が得 られ ず,最 終

的 に ば正 常 型 か らはず れ たao2*,bL*,cL*,aL*を 得 た 、7そ し て 今

c2*>0で あ る とい う ことは,ま さに1章 で述 べ た 劣 等財 的 な性格 を 陽 表的

に選 好 パ ラメ ター に反 映 してい る とい っ て よい であ ろ う。ci*>0と い う結

果 に つ い て別 の イ ンプ リケ ー シ ョンで な けれ ば解釈 のつ かな い 費 目 もあ る 。

例 え ば電 動 器 具(30)な どは そ の 代 表 的 な 費 目 で あ る が 麦 雑 穀 の正 常 型 か

らの 乖離 は まさ に上 述 の よ うな原 因 に よる と思 われ る、,

 菓 子(16)と 飲 料(21)は どち ら も完全 決定 分布 の 山が 低 く,す そが 広い

形 を して い るため に,全 ての 階級 で違 って しま った と思 わ れ る。 当 然今 の2

費 目以 外 に も山が 低 く,す そ の広 い 分 布 は あ るが,そ れ らの 費 目の場 合 に は

う ま くモ ー ドを 捜せ た とい う こと にな る。

 か さ類(43)は,昭 和30年 代 の後 半 に ワ ソタ ッチ の か さ とい う新 製 品が

出現 した た めに,習 慣 形 成 効 果 だけ で は 追 い きれ ず,完 全 決定 分 布 の モ ー ド

と選 好 パ ラメ タ ー の階 級 に狂 いを 生 じた と思 わ れ るQ

 し か し,aoi*,bi*,Ci*,αi*が 全 て 完 全 決 定 分 布 の モ … ドか ら は ず

れ た費 目 は4費 目 しか な く全 体 の7%に し か す ぎ な い と い う こ と は,完

全 決定 法 と完全 決定 分 布 の モ ー ドの有 効 性 さ ら には λ、t*を 先 取 り した形 で

の 最 小 自乗 法 とい う,オ ーソ ド ック ス な計 量 経 済 学 的手 法 には の らな い推 定

法 に つ い て の 信 頼 性 を さ ら に 強 め た と い え る 。 また αi*とCi*の 両 方 と

もが 完 全 決定 分布 の モ ー ドの階 級 か らはず れ た費 目ば,レ 印 の4費 目 と水道

料(25),洗 剤(48)の6費 目 しか ない 。 こ の こ とは 完全 決定 分 布 の モ … ドに

よ る制 約付 最 小 自乗 法 の有 効 性 を 支持 す る もの とい え る。

 また 数理 統 計学 的 見 地 か ら い えば,Error-and-Schockモ デル の有 効 性が,

消費 需 要 分析 を題材 に して実 用 に耐 え うる こ とが 確 認 され た と考 えて よい。
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A.2節 外挿 テ ス トと フ ァイ ナル ・

    テ ス ト

 外 挿 テ ス トは,推 定 に使 わ れた 内

挿 期間 以 外 の観 測 値 を デ ータ として

与 え,モ デル の安 定 性 を 調 べ るた め

に 行 わ れ る 。 外 挿 テ ス トの 期 間

として は,昭 和47年 か ら昭 和49

年の3年 間 が使 わ れ る。 そ して デ ー一

タ は1章 に 詳述 してい る。

 外挿 テス トの結 果 が 前述 の(表19)

に示 され てい る。(表19)で は 相 関

係数 とタ イ ル のUが,年 別 と費 目別

に,内 挿期 間 の14年 間 と外 挿期 間

円

1,L50

1,00U

7Ci O

5110

図25 生 地 糸類(40)

'
ノ

 '
 ノ
 '

!
ノ
'
ノ

ノ

r一 帚0.865

'   、、、

r嬬0.079

 (内挿期間
 +外 挿期間)

● ■

し丶

                               ・一外挿期問                            内挿期間→
                  'L50
                    33 34 35 36 37 38 39 40 !1重 42 43 !レ1 !15 !is !籤7 48 49*:

も含 め た17年 間 に つ い て 示 さ れ て い る 。

 は じ め に 費 目別 の 相 関 係 数 を み る と,外 挿 に よ っ て 極 端 に 相 関 係 数 が 落 ち

た 費 目が3費 目 あ り,9.乳 卵(0.976→0.621),40.生 地 糸 類(0.865→

0.079),41.寝 具(0.935→0.671)で あ る。3費 目 と も昭 和47年 か ら

推 定 値 が 下 方 バ イ ア ス を 持 つ 傾 向 に な り,49年 に は 急 落 す る よ うに な る。

そ の 代 表 と して,生 地 糸 類(40)の 場 合 を(図25)に 示 して お く。

 次 に 費 目別 の タ イ ル のUを 調 べ て み よ う。 外 挿 し た 結 果 タ イ ル のUが0.1'

を 越 え て い る費 目 は14費 目 あ る 。 こ の 中 に は 内 挿 テ ス トで も0.1を 越 え て

い た ラ'ジ オ ・テ レ ビ(29)と 教 育(52)も 含 ま れ て い る 。 そ れ ら は,麦 雑 穀

(2),乳 卵(9),台 所 用 品(27),電 気 器 具(28),ラ ジ=オ ・テ レ ビ(29),家 具(31),

和 服(36),く つ 下 ・手 袋(39),生 地 糸 類(40),寝 具(41),服 飾 品(44),自 動

車 関 連(51),教 育(52),他 の 教 養 娯 楽 費(57)'で あ る 。

 年 別 の 相 関 係 数 は,47年0.996,48年0.991,49年0.982と 落 ち こ

み,年 別 の タ イ ル のUも,47年0.038,48年0.054,49年0.078と,年 が

一207一



た つ ほ どフ ィ ッ トが 悪 くなっ て い る。

 最 後 に誤差 率 をみ てみ た。(表21)に は 内挿 期 間 の誤差 率 の絶 対値 の 最 大

値 と,外 挿 期 間 の誤 差 率 の絶 対 値 の最 大値 が 示 され て い るが,59費 目 中34

                      へ

                      Ei t-Eit             表21 誤 差率I                           l

                       Eit

費目 内挿 MAX 外挿 MAX 費目 内挿 MAX 外挿 MAX

1 7.47 2.35 31 19.65 39.01 レ

2 68.75 513.58 レ 32 20.16 11.32

3 5.88 23.01 レ 33 17.88 18.83 レ

4 14.67 12.70 34 12.18 16.49 レ

5 10.64 6.94 35 12.0"7 37.40 レ

6 29.60 21.65 36 22.84 41.33 レ

7 15.47 5.66 37 8.04 22.70 レ

8 19.33 17.62 38 11.01 18.93 レ

9 25.05 64.4? レ 39 18.99 33.58 レ

0 4.11 4.59 レ 40 16.35 58.14 レ

i1 9.16 10.77 レ 41 45.22 67.34 レ

12 4.94 4.73 42 5.74 27.50 レ

13 14.8? 14.9? レ 43 14.48 8.21

14 2ユ5 4.42 レ 44 13.54 38.35 レ

15 13.29 16.79 レ 45 11.17 20.39 レ

16 9.52 29.78 レ 46 12.84 9.74

17 8.55 10.87 レ 47 5.13 16.27 レ

18 53.28 37.56 48 26.72 33.19 レ

19 14.23 11.81 49 5.24 2.30

20 36.74 6.42 50 16.22 24.73 レ

21 9.66 10.89 レ 51 59.84 51.p6

22 10.57 5.95 52 34.89 36.24 レ

23 7.64 5.34 53 10.03 4.18

24 9.95 4.63 54 19.65 11.71

25 9.20 10.22 レ 55 10.88 17.60 レ

26 13.31 5.88 56 30.40 8.53

27 23ユ7 48.70 レ 57 20.71 39.51 レ

28 30.57 57.59 レ 58 13.67 11.97

29 49.27 92.25 レ 59 5.63 4.47

30 32.22 27.20

(注)レ 印は内挿MAX<外 挿MAXを 表わす。
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費 目にわ た っ て,後 者 の 方が 前 者 よ り大 き くな ってい る。

 こ こで 外 挿 テ ス トの結 果 を 評 価 す る に あた って,外 挿 テ ス トの デ ー タ と推

定 値 の 間 の誤 差 の発 生 の仕 方 につ い て,性 質 のち が う4種 類 の ものが あ る と

思 われ る。 それ らは,

(11内 挿期 間 の推 定 誤差 と同 じ性 質 の もの であ る場 合 。

(2)内挿 期 間 にお け る選 好 パ ラメ タ ー の推定 値が 不 適 当 で あ った場 合 。

(3)理論 設 定 の問 題 として,モ デル に陽 表 的 に入 ってい な い効 果 のた め に生 ず

る場 合。

(4)外挿 期 間 の現 実 の消費 構 造 に 内挿 期 間 で は 知 覚 され な か った構造 変 化 が生

起 した場 合 。

とい うよ うに 区 別 され よ う。

 (1)の 場 合 の誤差 は考 慮 す る必 要 の な い誤差 であ る。 しか し,② か ら(4)の 場

合 に は誤 差 の生 じた原 因 を解 明 す る 必要 が あ る。(2)の 場 合 は新 た に選 好 パ ラ

メタ ー を再 推 定 す る こ とに な る。(3)の 場合 は 内挿 期 間 と外 挿 期 間 で デ ー タ の

発 生 機構 が 安 定 してい た と して も ・現 在 の 理論 図 式 に陽 表 的 に 定 式 化 されて

い る所 得 効 果,価 格 効 果,世 帯 人員 効果,習 慣 形 成 効 果 以 外 の 効 果,例 え ば

保 有 量 調 整 効 果 が 陽 表 的 に定 式 化 され て い な い ため に,内 挿 期 間 で はaoi*

かCi*に お しつ げた 形 で説 明 可 能 であ った ものが 外 挿 期 闘 には そ うい か な く

な った 場 合 であ る。 こ うい う傾 向 が 耐 久性 を持 っ た費 目には っ き りと現 わ れ

る よ うな場合 には,理 論図 式 の修 正 が 必 要 に な る。(4》の場 合 は,(3)の 場 合 と

は若 干 状 況 が 違い,外 挿 期 間 の デー タの 発 生 機 構 が 内挿期 間 と違 ってい た場

合 で あ る。 例 えば,一 般 的 には 昭和48,49年 の ス タ グ フレ ー シ ョン とい わ

れ る言 葉 で表 現 され る よ うな原 因 に よ っ て,選 好 パ ラメ タ ー 自体 が変 化 した

と考 え られ る よ うな 場 合 であ る。(4)の 場 合 は,(3)の 場 合 の可 能 性 を も実証 的

につ め た上 で行 うべ き理論 図 式 の変 更 であ るか ら,実 証 分 析 の 立 場 か らは,

そ れ以 後 のデ ータ の 集積 を もふ ま えた 上 で 最 後 に行 うべ き修 正 で あ る。

 従 っ て,分 析 者 の アク シ ョン と して は(1)→(2)→(3)→(4)と い う順 序 で つめ て
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い くべ きで あ る。 つ ま り(1}で ど うして も駄 目な らば,② を 行 い,② で の っ ぴ

き な らな くな って は じめ て(3)に 移 り,(3)で は ど うし て も無 理 であ る とい うこ

とに な って(4)に 移 るのが 順序 であ ろ う。

 この よ うな考 え方 の下 で,は じめ に選 好 パ ラ メ ター の 再推 定 を 行 った。 再

推 定 をす る にあ た っ て 注 目す る費 目は外 挿 テス トで極 端 に相 関係 数 の 落 ち た

乳 卵,生 地糸 類,寝 具 の3費 目 とタ イ ル のUや 誤差 率 が 大 き くな った35費

目 で あ る。

 ここ で再 推 定す る の は選 好 パ ラメ タ ー で あ り,フ ィ ッ トの よさ を 判定 す る

の は59費 目の選 好 パ ラ メ ター一一 vaよ って 記述 され る消費 需要 関数 で あ るか ら

そ の 間 の 対 応は ど うな っ てい るのだ ろ うか とい う疑 問 が 生 る。 例 えば 乳 卵 の

消 費 需 要 量 の フ ィ ッ トを改 善 す る ため に は,59費 目全 体 の選 好 パ ラ メタ ー

                                  9

を 改 良す る必 要が あ ろ う。 しか し,経 験的 に当該 費 目の選好 パ ラ メ ター を 改

良す る ことだ け で 消費 需要 関 数 の フ ィ ッ トが か な り よ く な る と い うこ とが

こ の 分 析 を 行 っ て い る 中 で 確 認 さ れ て い る。 換 言 す れ ば交差 弾 力性 が価

格 弾 力性 に比 較 して 大 き くはな い とい うこ とで あ る。 そ こで第1次 接 近 と し

ては 当該 費 目の選 好 パ ラメ タ ー を改 善 す る とい う方 向 で進 む 。

 選 好 パ ラメ ター を 改 良す るに あ た って は,完 全 決 定 分 布 ま で 戻 って その

モ ー ドを 捜 し直 し,(2.23)式 に よ って制 約付 最 小 自乗 法 を 適 用 して 選好 パ

ラメタ ーを 推 定 し,(A.34)式 の 消費 需 要 関数 系 に選 好 パ ラ メ タ ーの セ ソ

トを 代 入 して 消費 需 要 関数 の フ ィ ッ トを調 べ なが ら,選 好 パ ラ メタ ー の 改 良

を 行 った 。 そ して,そ の時 に も昭和47年 か ら49年 まで の デー タ は選 好 パ ラ

メ ター の 推 定 には 使 わ ず,外 挿 テス トのデ ー タ と して 扱 った 。

 最 後 に,前 述 の(A.38)式 にかわ る収 束計 算 の工 夫 を して米 類(1)の フ ィ ッ

トを上 げ る こ とを考 え た。 例 え ば,(1)他 の58費 目の λit*(i≒1)を 固定

して,(A.36)式 でaol*, b1*,c1*を 求 め,そ のaol*,b1*,c1*を

(A.34)式 に代 入す る こ とや,(2)米 類 以外 の選 好 パ ラメ タ ー は固定 して,ao1*,

        

b1,c1だ げ を 動 か して,非 線 型 推 定 を 行 い な が ら,米 類 や他 の費 目の フ
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イ ッ トを 上 げ る こ と

す る こ と は で き ず,

か っ た 。

,な どを行 った が,ど の 方法 も今 まで の推 定 結 果 を 改 良

む し ろ フ ィ ッ トは 大 き く悪 くな った とい,っ た方 が よ

表22 Tota1 TestとFina1 Test(昭 和33～ 昭 和46)

     の 昭 和46年 の 名 目消 費 支 出 額(単 位 円)

費 目 Total Test Final Test
1費 目

Total Test Final Test

1 3,301.1 3,301.7 31 927.2 929.6

2 5.6 8.7 32 610.1 617.7

3 604.3 605.2 33 1,757.0 1,728.5

4 656.3 665.8 34 902.5 905.6

5 2,190.6 2,041.4 35 871.6 8?3.2

6 126.1 122.2 36 1,070.0 978.4

7 992.3 929.5 37 2,652.1 2,666.5

8 3,630ユ 3,663.6 38 1,560.5 1,564.0

9 2,439.7 2,432.8 39 343.3 345.6

10 694.1 694.5 40 1,058.9 1,058.4

11 800.9 801.9 41 585.9 588.5

12 995.8 992.6 42 713.0 714.4

13 578.? 581.1 43 69.? 69.7

14 2,585.0 2,584.1 44 750.5 750.0

15 1,512.6 1,512.8 45 1,142.3 1,143.1

16 2,191.4 2,192.0 46 2,477.8 2,485.0

1? 2,135.8 2,1s8.7 47 199.1 200.0

18 760.8 762.8 48 189.8 183.1

19 574.8 574.8 49 2,078.8 2,079.2

20 243.9 244.6 50 2,900.7 3,061.0

21 1,471.9 1,479.0 51 1,993.7 1,975.9

22 3,430.2 3,460.4 52 2,538.4 2,655.4

23 2>949.9 2,943.3 53 282.8 285.0

24 1,549.2 1,547.3 54 1,546.9 1,305.5

25 454.8 456.2 55 443.4 443.9

26 273.4 273.4 56 1,716.8 1,917.3

27 403.6 409.5 57 3,506.8 3,528.4

28 304.9 3 .12.8 58 690.7 692.5

29 1,531.6 1,495.8 59 14,697.0 14,697.5

30 828.8 833.5
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 こ こ まで で選 好 パ ラメ タ ーの再 推定 は終 った 。 そ の結 果 は第2章1節 に述

べ て あ る。(表1)か ら,正 常 型 の パ ラメ ター ・セ ソ トを はず れ る費 目は4

費 目 に減 った。 つ ま り,乳 卵(9)と くつ 下 ・手 袋(39)が 正 常 型 にな った。

 次に フ ァイ ナ ル ・テ ス トを 行 って 体 系 の安定 性 を 確 か め てみ た。 この 図 式

に おげ る先 決 内生 変数 は 習慣 形 成 項 で あ るか ら,フ ァ イ ナル ・テ ス トの習 慣

形頗 磯 謳 簿 ただし鮮 ・である・ フアイナル ・テス トで

は 実:質 消 費 量 の 理 論 値 が 累 積 的 に た さ れ て い く た め に,14年 間 が

過 ぎ る と,H1とHi 1(C大きな差 が 生 じ,そ のた め に フ ァイ ナル ・テ ス トの理

論 値が 大 き く狂 うの では ない か とい う懸 念 が あ った が,(表22)か ら もわか

る よ うに,体 系 は非 常 に安 定 して い る こ とが わ か っ た。
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